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　ワンピースを好む女性は、愛されたい願望がある。

　長いキスのあとで、ふとそんな言葉を思い出した。

　いまのどこで、聞いたんだっけ？

　最近読んだ雑誌の記事なのか、誰かとの会話だったのか。なぜだか無性に気になった。でも、どこで見たのか聞いたのか、どうしても思い出せない。

「まぁ、いいか」と小さく呟くと、私の髪を撫でていた雅まさ人とが、ベッドのスプリングを軋ませながら顔を寄せてきた。

「友とも花か。どうかした？」

「うん。ちょっと」

「ちょっと？」

「気が変わったって言ったら、どうする？」

　わざと意地悪に返したら、彼の瞳が困ったように泳ぎ出す。

「それは、俺が無理」

　掠かすれた声を漏らした唇が、今日一番の優しいキスを落とした。

　軽く唇を触れあわせてから下唇を柔らかく噛まれ、一度触れると離れがたい唇は角度を変えて深みを増していく。

　その低くて優しい声が好き。

　首の後ろに両手を回して抱きつくと、付きあって二周年の記念日は、いつもと同じ流れで始まった。

　いま私たちが抱きあっているベッドは、都内に数店舗ある北欧系ブランドの大型家具店で買ったものだ。ベッドだけでなくカーテンもソファも、ふたりで楽しみながら選んで決めた。ポップなデザインと温かみのあるオレンジやグリーンの色合いが、明るくて穏やかな性格の彼によく似合っている。




　ふたりが付きあったきっかけは、社内恋愛。

　私たちが勤めるのは、数年前に飲料メーカーを買収しニュースにもなった国内トップクラスの食品メーカーで、村むら瀬せ雅人は、私と同じ総務部で働く三つ上の先輩だ。

　くっきりした二重の目に、少し下がり気味の眉毛を本人は気にしていて、『いまさら親に文句を言おうとも思わないけど、この顔がなぁ……頼りがいがないって思われちゃうんだよなぁ』とよくぼやいている。柔和な性格の彼とは喧嘩をしたことがないし、女の影を感じて不安になったことすらない。

　いつだって雅人は、欲しい言葉を欲しいタイミングでくれるから。

　いつか見たテレビ番組で、二十代女性に人気の男性モデルが得意げに語っていた。

『愛の言葉なんてね、何度も重ねたら安っぽいし。価値がなくなるもんですよ』

　そんなの、言葉が少ない男の言い訳にすぎない。本当は、恥ずかしいとか、面倒くさいとか、ついつい忘れてとか。そんなちっぽけな理由のくせに。

　他人に自慢できるほど多くもなく、卑屈になるほど少なくもない恋愛経験から言わせてもらうと、男っていう生き物は、付きあう前はしつこいくらいに愛の言葉を重ねるくせに、手に入った途端、〝はい。それまで〟とばかりに言わなくなる。

　なんてわかりやすい手抜き。

　付きあっても〝好き〟という想いを伝えてほしい気持ちは変わらないのに。言葉がなくなると不安になるのに。

「愛してる」

　低音の囁きが耳たぶに触れるだけで、体の芯から満たされていくのを感じる。

　優しく組み敷かれたベッドの横に、脱がされた黒地のフレアーワンピースが音もなく落ちると、私を見下ろす瞳が熱を持つ。

　素肌を滑らす指先の感触も、何度も重ねたキスも、どの瞬間も愛おしくて大切にしたいと思っていた。
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　働くようになってわかった。

　おじさんの中には、女子以上にネチネチした〝女の子体質〟の輩やからがいる。

　あーぁ。ついに帰れなくなっちゃった。

　パソコンの液晶モニターに浮かび上がる【台風の影響によりＪＲ全線運転休止】の文字に、ため息が零れた。少し前まで頑張って徐行運転をしてくれていた電車も、とうとう動かなくなってしまったらしい。

　あーぁ。ドラマの時間までに帰りたかったのに、もう無理だ。今日最終回なんだよなぁ。あのふたりはどうなるんだろう？　やっぱり別れちゃうのかな……。

　デスクに片肘をつきながら、毎週楽しみに見ていた連続ドラマの結末をぼんやり考えていると、左手に握り締めた受話器から鋭い怒声が飛んできた。

『まったく。謝って済むなら警察いらないんだよっ』

　いまどき小学生でも使わない安っぽい暴言に、もう何十回目の「はい」を返しながら、近くに座っている課長に苦笑いを浮かべる。

　あぁ、そうだった。いまの私は、ドラマの中のふたりより自分を心配しとけだった。

　午後九時現在、関東上空を通過する大型台風の影響を考えた【緊急業務以外は帰宅優先】の社内通達も、電話越しの相手には関係なかった。

　逃れられない現実に、もう何十回目のため息をつく。

　帰り支度をしていたときに捕まったこのクレーム処理のせいで、帰宅する交通手段はとうとうなくなり、節電のためにと照明を半分落としたフロアには課長と私のふたりっきりだ。

　これが社内で人気の男性社員だったら、ドラマみたいな恋でもはじまるのかな？

　自分の父親と同じくらい年が離れた課長に失礼なことを思いながら、彼がくれたメモに視線を落とす。

『桜さくら井いちゃん。クレーム十五分、笑顔と真心で乗りきれ、だよ？』

　その言葉の通り、大概のクレームは十五分も続けば、相手の熱も冷めてくる。それは新入社員研修で教わった。

　でもね、課長。現実はそんなに甘くないんですよ？

　電話越しの相手は例外だったんだから……。

　これが取引先のお客さん相手なら仕方ないと思う。

　でも、相手は私の所属部の部長で、しかもクレーム内容がくだらないんだから、ため息だってつきたくもなる。

『まったく、困るんだよ。こういうミスされると！』

「申し訳ありません」

　部長の出世に響きますよね？

『常務が今回、どれっだけのっ、時間を割かれたのか、知ってるだろう!?』

「常務の貴重なお時間を……本当に、申し訳ありません」

　ゴルフ三昧で、綺麗に肌を焼かれたんですよね？

　キンキン鳴り響く怒声に帰宅できない恨みを込めて、せめてと心で合の手を入れてやる。

　この鼻息荒いおじさん。いや、総務部のボスである部長に延々とお説教されている理由は、創立六十周年の社内誌特別号に載せる常務の写真を取り違えたからだ。

　社内誌に常務のインタビューを載せることが決まったとき、『写真はこれを使ってほしい』と常務は一枚の写真を部長に手渡した。

　それから三ヶ月経ってから、『やっぱりこっちを』と出してきた写真は、背景も角度も光の加減も、最初のものとまったく同じに見えたのだけれど。

　どうやら日焼けしたあとのものだったらしい。

　そんな常務が大おお阪さか支社出張中になにを思ったのか、社内誌の原稿を確認したいと言い出した。

　どうせ泊っている旅館の女将おかみにでも、自称ダンディな一枚を見せたくなったんだろう。

　そして社内誌の担当が、付き添いでお供している部長のノートパソコンにメールで原稿を送り、このミスが発覚したというわけだった。

　担当は後輩女子社員の美み香かちゃんで、社内規定や福利厚生を担当する私は無関係だったけれど、台風が接近していたこの状況だ。住まいが遠方の彼女を早く帰らせたかったから、私がクレーム処理を引き継いだ。

　しかもそのミスだって、部長の適当な指示のせいなのに。

　彼女の話だと、部長に『こっちを使え』と指示された写真は、日焼け前のものだったらしい。

　でも自分の非を認めない部長は、『そんなことは言ってない』の一点張りだ。

　言い返してやりたい気持ちをグッと堪こらえて、延々と続くお説教を右から左へ受け流す。

「総務部のメイン業務がコレなのか？」と聞かれたら、もちろん、答えはＮＯだ。

　そこは総務部を代表して、声を大にして言ってやりたい！

「これが緊急業務になるのか？」と聞かれたら、どうやらそれは、私が判断することではないらしい。

　誰かに話してみたら、くだらないって、笑われるかもしれない。だけど、残念ながら会社ってやつは、くだらないことだって、そこらじゅうにゴロゴロ転がっていたりする。

『まったくボケッとして。彼氏のことでも考えてたんだろう!?』

　吐き捨てられた言葉は、完全にセクハラだ。でも胸を締めつけるのは、別の理由。

　とっくに癒えたと思っていたのに、癒えきれてない傷に気づくと、心底情けなかった。

　お説教が長引くにつれ、私の生気を吸い取るように生き生きしてきた部長に、朝まで頑張ろうクレーム大会を覚悟していたら、彼のスマホの充電切れが私を解放してくれた。

　そのあと雨風の勢いが弱まるのを待っていたら、深夜になってしまった。

　帰り支度をしながら重いため息をつく。

　そんな私を課長は不憫に思ったんだろう。

　病欠じゃない場合の有給申請は二日前までと決まっているのに、半休申請の用紙に自ら押印してから私に手渡してくれた。

　やった。これで明日は、午前中ギリギリまで寝ていられる！　会社は嫌なこともあるけど、それだけじゃないんだよね。

　ろくでもない長い一日の終わりも、課長の優しさに救われた気がした。




　課長と駅で別れてから三十分。

　台風が過ぎ去ったあとの湿り気を残す夜風が頬に触れる。

　クレームというのは負の力を最大限に使うから、言ってる方もひどく頭が疲れるらしいけど、あの部長に限ってそれはないよね。

　あぁ。ダメ、ダメ。そろそろ頭を切り替えないと夢にまで出てきそう……。夢の中までお説教なんてたまったもんじゃない。

　頭を左右に大きく振りながら、疲れた体を引きずるようにのろのろと歩くと、駅から歩いて五分ほどの場所にあるデザイナーズマンションになんとか辿り着く。

　そこは広さのある中庭とエントランスまでのアプローチが街路樹のような造りになっていて、洗練されたモダンデザインと自然の融合が高級感を醸し出している。

　私が住むには贅沢すぎるマンションの一室は、新人の頃研修でお世話になった先輩社員の由ゆ梨りさんが所有しているものだ。

　急な人事異動で大阪支社勤務になった彼女から、数時間前にこんな電話をもらった。

『えぇっ。友花ちゃん、まだ会社にいるの!?　地下鉄は通常通り動いてるんでしょ？だったら、私のマンションに泊ってけば？』

　部長のクレームを愚痴った私に同情してくれた彼女からは、ときどき部屋の様子を見にいってほしい、と頼まれてマンションの鍵を預かっていた。

　このマンションは、会社から地下鉄で数駅先の場所にある。

　台風が過ぎ去ったあとのＪＲ駅構内は、きっと私のように帰宅できずにいた人で溢れ返るだろうと予想ができたし、ＪＲでしか辿り着けない私のアパートに帰るのは、いつになるのかわからない状況だったから、由梨さんの申し出に素直に甘えることにした。

　そんな由梨さんは、一度も染めたことがないという艶のある黒髪ショートヘアとパンツスーツがよく似合う美人で、年次昇進制度でない実力主義の社内で、三十九歳にして女性幹部候補と言われている、私の憧れの人だ。

　部長とは違い、年の離れた社員を思いやる言葉を思い出す。

『客室用のベッドを使ってね。それと、友花ちゃんにはいつもお世話になってるから、今度東とう京きょうに戻ったら、麻あざ布ぶのＴで御馳走させてね？』と、高級レストランの名前を挙げられた。

『そんなっ、とんでもないです！』と慌てて断ると、『それぐらいさせて。こっちがお願いしてるんだから』と柔らかい声が返ってきた。

　前に一度行ってみたいなぁって、零したのを覚えててくれたんだよね。押しつけがましくない優しさが好きだなぁ。

　いま二十六歳の私が年を重ねるだけで、由梨さんのような女性になれるとは思えないけれど、仕事でもプライベートでもさりげない気遣いができる彼女に、少しでも近づけたらいいなって思う。

「そうそう。だから、部長のお説教くらいで、へこたれてられないよね！」

　まだ鼓膜でキンキンと余韻を残す怒声を振り払うように大きく頭を振り、気合い注入とばかりに、エントランス前の石段をローヒールのパンプスで駆け上がった。

　ではでは、由梨さん。お言葉に甘えちゃいますね？

　ほのかなオレンジ色の照明が足元を照らす大理石造りのエントランスの奥には、高級マンションに欠かせないオートロック式の扉がある。

　有名な建築家が手がけたとあってオートロックのインターホンも、丸みのある大理石のオブジェのようで、なんだかいちいち洒落ている。

　このマンションのオートロックは、由梨さんから預かっているカードキーを使って解除するシステムだ。

　早速カードキーを入れた財布をショルダーバッグから取り出そうとして、「あれ？」と一瞬で血の気が引いた。

「嘘。財布が、ない!?」

　電車の乗り降りは千円ばかりチャージしてある電子マネーカードを使ったから、財布がないのに気づかなかった。

　財布にお金は大して入ってない。財布自体もそれほど高くはない。

「でもっ、財布の中には、由梨さんから渡されたカードキーが入ってるんだってば！」

　ヤバい！　ヤバい！　ヤバい！

　バッグの中身をその場でひっくり返そうとして、ちょっと待て、と冷静さを取り戻す。左手首の腕時計に視線を落とすと、時計の針は深夜〇時過ぎを指していた。

　いま私がいる場所は、高級マンションのエントランスだ。

「まぁ、ね。まぁ、まぁ、まぁー。冷静になって考えようじゃないですか」

　ははっと我ながら薄気味悪く笑ってから、今日一日の流れを思い出してみる。

　特にトラブルもなく通常業務を終えて帰ろうとしたら、部長からクレームの嵐。美香ちゃんから作業を引き継いだあと、修正した記事を部長宛に送信したら、今度は普段の勤務態度について……以下略。

　考えれば考えるほど激しい頭痛にくらくらしてきた。でも、思い出した。

　部長に修正記事のメールを送信したあと、喉が渇いて給湯室の横にある自販機に向かっていたら、『部長からの電話だよ』と私を呼びにきた課長の声に、慌ててデスクに戻った。

　そうだ。きっと、あのときだ。急いで電話を取ったから、財布はデスクの一番上の引出しに放り込んだ気がする。

　ん？　気が……するって？

「えっ、違うの、私？　いやいやいやー、そうだって！」

　ばくばく鳴り響く心臓に、「大丈夫」と言い聞かせていたら「もう、終わった？」と低い声が届きビクっと肩が飛び上がった。

　嘘!?　誰かいたの！　もしかして、見られてた？

　さぞ挙動不審だっただろう姿を見られ、恥ずかしさと気まずさで体が縮こまる。恐る恐る足元に落とした視線を上げると、長身でやたら顔のいい男が石段の下に立っていた。

　涼しげな瞳に長いまつげ。スッと通った鼻筋に、薄い唇。一五八センチの私より二十センチは高く見える長身なのに、顔は羨むほど小さい。

　少し細身で、色の濃いモダン系なスーツも、彼のスタイルの良さを引き立たせている。

　生ぬるい風が彼の前髪をふわりと揺らし、髪と同じ黒い瞳に探るように見つめられると、少しだけ胸が震えてしまう。

　固唾かたずをのんで、見つめ返すと、彼は私から視線を外す。

　そして、カツカツッと靴音を鳴らしながら、五つある大理石の石段を昇ってきた。至近距離で初めて見る顔は文句のつけようがないほど整っていて、これはモテるわけだ、と納得した。

　この人、同じ会社の宣伝部の人だ。名前は確か……柏かしわ原ばら柊しゅう司じ。

　宣伝部といえば、商品のプレスリリースの発信やＣＭ制作、企画業務にまで関わる花形部署だ。そこには将来の幹部候補が集まっていて、出世を願う社員や玉の輿を夢見る女子社員たちの憧れの場所でもある。

　そんな花形部署に所属している彼は、ＣＭ制作の現場でモデルやタレントに間違われるほどの容姿から、女子社員に絶大な人気がある。

　そういえばこのマンションは、『得意先の関係で安く買えたから、住人に会社の人も何人かいるのよね』と由梨さんも言ってたっけ。

　でもまさか、彼もこのマンションの住人だなんて驚いた。

　だって、詳しくは知らないけれど、彼はまだ二十代だったはずだ。

　二十代でマンション買っちゃうなんて、給料いくらもらってんだろ？　やっぱりエリート社員の花形さんは違うよね。

　歩調を速めて目の前を通り過ぎていった彼にそんなことを思っていると、彼はスーツの内ポケットからカードキーを取り出す。それをオートロックの機械に差し込み暗証番号を入力すると、重厚感のある木製の扉が両側に開く。

　彼が一歩踏み出した、そのとき。

「あのっ、待ってください！」

　花形さん！

　思わず脳内で使っていた呼び名が飛び出そうになって、なんとかのみ込む。一瞬迷った割には、ものすごい速さで彼に駆け寄り左腕をグイッと引き寄せると、眉間に皺を刻んだ顔が私を冷たく見下ろした。

「花形さんって、なに。もしかして俺のこと？」

　ものすごくトーンの低い声に、数秒固まる。

　のんだはずの言葉、のめてなかったのか……。

「えっと。違うんです！　それは、なんていうか……そっ、そのっ。そう！　愛称みたいなもので。とにかく、すみません!!」

　イケメンが凄むとそれだけで迫力があるっていうけど、いま身を持って知った！

　凄みのある顔に委縮しながらなんとか言葉を続けると、「離せよ」とばかりに掴んでいる腕に視線が落ちる。慌てて腕を離すと、胸にどんよりしたものが広がっていった。

　あぁ。やっぱり無理だ。諦めよう。

　一瞬、そんな諦めモードになる。けれど、スタスタと歩き始めた彼の腕を反射的に掴んでいた。

「あのっ。もし、よかったら……」

「なに？」

「いぇ。なんでもないです……」

　花形さんは悪かったよ。悪かったけどっ、ものすごく怖いんですけど！

　切れ長の目でじろりと睨まれるだけで、私の中の小さな勇気が萎んでいく。でも、とポジティブに思い直す。

　この状況で会社の人に会ったのは、ラッキーだ。でも、こんな敵対関係で助けてくれるの？　無理、無理。諦めた方がいいって。でもでも、頑張ってお願いしてみる？

　ははっ。だからー、無理だって。やめておこうよ！

　どこまでもポジティブな自分と、突きつけられた現実を冷静に受け止める自分が、疲れ果てた脳内で戦っている。

　どうしようと天を仰ぐと、不意に彼の腕を掴んでいる私の右手ごと強く引かれる。体が前のめりに倒れそうになる寸前で、なんとか足を踏ん張って堪えた。

　柔らかく吹きつける夜風に、彼の整髪料の匂いが混ざる。

　体と体があと少しで触れそうな距離。

　トクンッと静かな音を立て震え始めた胸は、彼の吐息を頬に感じるだけで確かな響きとなっていくのに、「だから、なに？」と彼は距離を縮めるように顔を寄せてきた。

　顔をちょっと覗き込まれるだけで、息苦しくなるなんて。イケメンフェロモンのすごさを知ったよ……。

　ばくばくと速まる鼓動を意識しないよう、心でちょっとふざけてから、勇気を持って切り出した。

「あのっ。実は私たち、まったく知らない仲じゃなくてっ」

「あぁ、そうだな。なかなか相性も悪くなかった」

「え？」

　おかしいな。会話が噛みあわない。仕事で関わったことも、話したこともないはずなのに。

　不思議いっぱいの顔で首を傾げると、柏原柊司はなにやら意味深な笑みを浮かべる。

　私を見つめる瞳が艶っぽく細まり、耳元でそっと囁かれた。

「朝まで過ごしたこと、あったろ？」

　耳たぶをふわっと掠めた甘い囁きに、心臓がひと際強く脈打つ。

「えぇー!?」

　ここが高級マンションのエントランスということも忘れて、喉からありったけの声が上がった。体中の熱という熱が頬に集まって、息をするのを数秒忘れる。

　ちょっと、誰と間違ってんの!?　そんな特別な方と間違うなんて、あり得ないでしょ！

　どこから突っ込めばいいのかもわからず、ただただ口が半開きになるのに、彼はそんな私を見て、ぷっと吹き出すと、「騒ぐな。冗談だ」とさらりと言ってのける。

　そして「変な女」と失礼なひと言を付け足してから、私の腕を解放した。

　余裕ありげな表情でネクタイを緩め始めた彼を横目に、「騒ぐだろ！」って、全力で騒いでやりたい気持ちを無理矢理抑える。

　落ちついて、私！　だって、いまこのピンチは、彼に頼るしかないんだから!!

　言い返してやりたい気持ちに蓋をして心に強く言い聞かせると、彼は小さく欠伸あくびをしながら、「で？　なに」と面倒くさそうに視線を向けてきた。

「いえ。あのっ、ちょっと……財布をですね。それで、お金に困ってて……」

　たぶん、いや、絶対！　会社のデスクにあるであろう財布をすぐにでも取りにいきたかった。

　でも、ここに来るまで、電車の乗り降りで使った電子マネーカードの残金は数百円しかない。

　終電もなくなったいま、会社に戻るタクシー代を貸してもらえたらなぁ。

　なんて、図々しいことを考えてしまった。

　だって、自分の財布よりもなによりも、由梨さんから預かったカードキーの行方が気になって仕方がない。

　切羽詰まった想いで私を見下ろす瞳を見つめると、彼は迷う仕草も見せずにスーツの内ポケットに手を入れた。

　なんだ、いい人だよ。よかった。それに詳しく理由も聞かずに貸してくれるなんて、さすが花形エリート部署所属は違うよね！

　ホッと胸を撫で下ろすと、「これ、使えよ」と彼は柔らかい笑みを浮かべる。

　差し出された厚みのある〝それ〟を受け取り、「あれ？」と首を傾げるのと同時に、小さな呟きが頭に落ちた。

「いきなり借金の申し込みって、変なのに捕まった……」

　ボソッと聞こえた呟きに。いや。はっきりと聞こえた、嫌味な声に。いやいや。掌に置かれた消費者金融のティッシュに！　クラッと目の前が真っ暗になる。

「ちょっ、借金って、違います！　そうじゃなくてっ。会社に財布を忘れてきちゃって。財布には友人から預かってるこのマンションのカードキーも入ってるから心配で、取りに戻りたかっただけなんですっ」

　いくら焦っていたとはいえ、私の言い方も悪かった。頼み方も間違っていた、と思う。

　でも、困ってる人を助ける気なんてサラサラなさそうなシラーッとした顔に、日付が変わった今日も厄日は続くよいつまでもって、愚痴りたくなった。

　まぁ、ついてない日ってあるよね。

　ドラマや小説の世界のような王子様が現れる展開なんて、そうそう都合よくあるわけがない。だけど柏原柊司って人は、無駄口を叩かず仕事をスマートにこなす姿が素敵とか、面倒見の良さから男性社員にも慕われているって、噂で聞いていたんだけど。

　なんか、ちょっと……いや、かなり噂と違った。

　まぁ、仕方ない。電話をかけて、起きている友達を探してみよう。それか財布が会社にあることに賭けて、タクシーを使って行ったっていい。

　いや、それはさすがに危険な賭けだからやめておこう。そうだ。最悪、時間はかかっても歩いて行けない距離でもないしね。

　心でそんなシミュレーションをしていると、不意に距離を縮めてきた背の高い影に、「まだいたの!?」と叫んでやりたい気持ちを抑えて一歩下がり、彼とふたたび距離を取った。

　あぁ、そうだった。もしこれから社内で会うことがあっても、変な噂を流されないように、説明しておかないと。

　だって、この意地の悪い性格だ。借金まみれ女とか、平気で言いふらしそうだし。とりあえず自己紹介……ではなく、身分は明かしておかないとダメだよね。

　やっぱり厄日は続くよいつまでもだなぁと、やれやれな想いで鞄から赤い本革製の名刺入れを取り出す。

　あのっ、と声をかけたところでスッと彼の手が横に払われた。

「名刺はいらない。総務部の桜井友花」

　思いがけず飛び出たフルネームに息をのむ。

　どうして、私の名前……。

　心で呟くとトクンッと胸が震える。

　そんな心をも見透かすように、彼は意地悪な顔を傾けて小さく笑う。でも瞳の奥は、思いがけず優しさを帯びていた。




　社内一の有名人と言っても過言ではない彼が、社内でも地味で無名な私を知っていたことに驚いた。地味で無名とか自分で言ってて悲しくなるけど、まぁ事実だ。

　でもそれ以上に驚いたのが、「そういう事情なら送ってく」と言ってくれた彼が車を出してくれたこと。

　タクシー代を借りようと思ったのに、車で送ってくれるなんて……。

　どうやら彼は、噂通り面倒見が良かったらしい。

　車に詳しくない私でもＣＭで見たことのある国産車の運転席でシートベルトを締めた彼は、隣でぼんやりしている私にも目で合図する。

　暗がりとあって、もたつきながらシートベルトをカチッと締めると、静かなエンジン音を響かせた車はゆっくり動き出した。

「あのっ、本当にすみません。こんなことまでしていただいて」

「悪いと思ってんだ？」

「それは、そうですよ。こんな時間ですし」

「気にすんな。礼はちゃんともらうから」

　信号がちょうど赤になりブレーキを踏んだ彼が、ふっと口元を緩ませて切れ長の目を斜めに向けてくる。対向車のライトに照らされ色気を纏った瞳に、ドキッと心臓が跳ね上がった。

　まさか高額なタクシー代を請求されちゃう？　それとも「体で払え？」とか、大人的請求されちゃう？

　ははっ。ナイナイ。前者はあっても後者は確実に、ナイ。

　だって、この容姿だ。相手に困ってるとかは、絶対なさそうだもんね。でも、まいったなぁ。財布にいくら入ってたかなぁ？

　お給料日前の寂しい財布の中身を心配していると、車が会社の駐車場に停車した。

　彼の言う〝お礼〟が気になるけれど、いまはなにより財布の行方が重要だ。

「ありがとうございます」とだけ告げて車から降りると、駐車場を走った。

　今日みたいな台風でなくても、商品開発やシステム管理などの部署は泊りの社員もいたりするから、二十四時間体制の警備室でセキュリティー解除用のカードを受け取り社内に入ることができる。

　警備室で社員証を見せて受付をし、警備員さんから借りたセキュリティーカードを使い、総務部のフロアまで走る。

　どうか、ありますように……。

　ごくりと息をのんでからデスクの引出しを開くと、ふたつ折りの赤い財布が目に入る。恐る恐る中身を確認していき、一枚のカードキーにホッと胸を撫で下ろすと、背中になにかの気配を感じた。

「財布あったんだ。オメデトウ」

　まったく心がこもっていない棒読みのセリフに振り返ると、柏原柊司の姿があった。

　とっくに帰ったと思っていた彼の姿に驚きながら、もしかしてと思う。

　財布が見つからなかったら、ひとりで探さないといけなかったし。もしそうなったらって思って、来てくれたのかな？

　なんだ。やっぱり意地悪そうに見えて、いい人？

　そんなことを考えながら総務部をあとにすると、先に廊下に出ていた彼が暗がりのエレベーターホールで待っていてくれたから、気になっていたことを聞いてみた。

「ありがとうございます。それと、あのっ。どうして私の名前を知ってたんですか？仕事で関わったことありましたっけ？」

　さっきも思ったけれど、彼と違って私は社内で目立つようなポジションではない。仕事で関わったこともないはずだ。だから話したこともないのに……。

　不思議いっぱいの問いかけに、足元に落ちていた彼の視線がスッと斜めに上がる。どこか引力のある瞳が私をじっと見つめて、彼はさも当然のような口調で答えた。

「別に。興味あるから知ってた。それだけ」

　真顔でそう返されてしまい、思考が数秒停止する。

　ナニ、それ？　一瞬、ほんの一瞬、図々しい勘違いをしそうになっちゃったし。きっと私が忘れてるだけで、仕事で関わったことがあったんだろう。

　きっとそうだと、ドクドクッと加速していく鼓動に言い聞かせる。だけどこうしている間も、右の頬に強い視線を感じる。

　射抜くようなそれに体が強張ってしまうというのに、彼はカツッと靴音を響かせて距離を埋めてくるから、また図々しい妄想に拍車がかかりそうになる。

「あっ、送ってくれたお礼をっ」

　明るく声を張ることで、妄想を追い払おうとする。

　彼の言う〝お礼〟はわからないけれど、とりあえずお金で解決しようと財布に視線を落としたら、右手首がグイッと掴まれた。

　不意打ちなそれに体が前のめりに倒れかかると、固い胸板が受け止めてくれる。

「悪い」

　低い吐息が私の耳たぶをふわりと掠める。

　一瞬で近づいた距離に緊張が走ると、背筋がぞわりと震え上がるほどの綺麗な微笑で囁かれた。

「礼は体で払ってもらう主義。だから……これから付きあえ」

　予想もつかないお言葉は、まさかの大人的お礼展開!?　冗談でしょ？

　そう強く返してやりたいのに、向けられる真剣な瞳に声にもならない。

　見つめあう一瞬。

　彼の黒い瞳が探るように細まりながら近づいてくる。

　いまにも唇が触れそうな距離にギュッと瞳を閉じたら、「まぁ、いい。とりあえず乗れ」と沈黙に低い声が響いた。

『拒否権なんて、お前にはない』とでもいうように強引に腕を掴まれると、タイミングをあわせたようにエレベーターの扉が開いた。

　ふたつ階を下ってふたたび開かれる扉。

　暗い廊下を前へ前へと歩き出す彼に、必死に抵抗しようとする。だけど、男の本気に敵うはずもなかった。

　いや、いやいやいやー！　本気じゃなくて、一夜限りの火遊びだってば!!

「ちょっと、待ってください。私、そんなの無理ですっ」

「やってみないとわからないだろ」

「ヤルッて……」

　きっぱり言いきられた言葉に唖然となる。

　こっちに拒否権なしってこと!?　いくらイケメンだからって、どんだけ俺様道歩いてきたのよ!?

　あんまりな態度に、ようやく腹が据わった。

　狙った獲物は逃がさないで、これまで生きてきたのかもしれないですけどね！　こっちはそんなに軽くもなければ、お安くもないんだから!!

「振られたことないんですね」

　もはや半ギレで言い放ってやったら、「は？」と彼は眉間に皺を寄せた。

「プライド傷つけちゃったなら、謝りますよっ」

　真っ暗な廊下に声を響かせると、不機嫌そうだった彼の目が丸くなる。

　閉ざされた扉の前で歩みを止めた彼が、私の腕を解いて小さく笑った。

「面白いな、お前」

　ナニ、それ？　笑うところじゃないでしょーが!?

　完全に開き直って、「声の限りに叫んでやる」と心に決めて息を吸うと、彼はスーツの内ポケットから社員証を取り出した。それを扉横のセンサーにかざすと、微かな振動音と共に扉が開く。

　ベッドがある仮眠室に連れ込まれると思っていたのに……。

　月明かりが差し込む室内には、総務部より最新型のパソコンやＦＡＸが置かれている。気持ちを落ちつかせて扉に視線を流すと、【宣伝部】の文字。

　不思議いっぱいの顔で振り返ると、柏原柊司は唇の端を吊り上げる意地悪な笑みを浮かべた。

「もしかして、襲われちゃうかも……なんて、思った？」

「おっ……思ってないですよ！」

　勘違いをしていた恥ずかしさにグッと声を詰まらせると、彼はくくっと肩を震わせながら顔を寄せてきた。

「妄想で終わるかどうかは、桜井次第。だけど？」

　もう何度も続けられる挑発的な態度。

　それでもなにも言い返せなかったのは、勝手に高鳴る鼓動が悔しかったのと、私から離れてデスクに歩み寄った彼が差し出した、Ａ４サイズの用紙に驚いたからだ。

　用紙の一番上には【桜井友花】の宛名がある。

「社内公募プロジェクトB-Lover二次審査役員面談のお知らせ？」

　自分でも情けないほどの掠れた声が零れた。

「その顔。知らなかったのか？　これは控えの書類だけど、二次通過者には宣伝部から所属部に同じ書類が届いてるはずなんだけど」

　それまでとは違う真剣な声で返されて、背筋にスッと冷たいものが走る。

　所属部ってことは部長に連絡がいっているはずだ。でも、そんな書類をもらった記憶はなかった。

　急な出張で伝え忘れた？　それとも……。

　続きの言葉を想うとキリキリと胸が軋み始めて、無理矢理抑えつけていた感情が一気に溢れそうになる。

　左の小指にある一センチほどの古傷をそっと指でなぞりながら、気持ちを落ちつかせるために、小さく息を吐いた。

　経営陣が一新された数年前。それまであった年次昇進制度は廃止された。

　実力主義となった社内では【社内公募プロジェクト】と呼ばれるものが年に数回ある。それは部署や役職も関係なく企画書が優れていれば、プロジェクトに参加できるもの。

　一ヶ月前に宣伝部から発表された社内公募プロジェクトは、大手化粧品メーカーとの共同開発商品『美容系サプリ飲料　B-Lover』の宣伝兼販売イベントの企画募集だった。

　呆然と声を失うと、彼は私をこの場所に連れてきた理由を語り出した。

　自分が『B-Lover』プロジェクトの責任者になり、二次審査に進んだ社員のうちひとりだけ、次の面談に必要な企画書の提出がされてないと気づいたらしい。

「企画書が出来上がらなかったから辞退って思ったけど、そうじゃなかったみたいだな」

「違います。部長が……私に、伝え忘れてたんだと思います」

「はぁ？　忘れてたじゃ済まされないだろっ。そんな簡単に忘れられるような、なにか身に覚えでもあるのか？」

　なんて鋭い指摘。身に覚えは……ないこともなかった。

　でもここで、彼に不満を漏らしたところでなにも解決しない。だから、「ははっ」と乾いた笑い声で誤魔化そうとすると、彼はそれを見透かしたようにチッと舌打ちをした。

　そんな彼を横目に見ながら、わざとじゃないよね、と震える胸に言い聞かせる。

　出世街道の宣伝部から人事異動で総務部にきた部長は、その不満を周りに当たり散らすところが度々あった。一度みんなの前で長時間お説教されていた美香ちゃんを庇ったら、それ以来、私は自分に盾突く生意気な奴だと思われている。

　でもいくら私のことが嫌いでも、そんな意地悪をするわけがない。きっと、伝え忘れただけ。そう思うことにした。

　悔しいし、納得なんてできない。だけど、すでに終わったことを考えても仕方がない。そう、昔から何事にも諦めがよかったはず。だからこんなこと、なんてことない。

　大丈夫。大丈夫。大丈夫……だ。

　ドクンドクンッと嫌な音を立てる心臓に何度も言い聞かせていると、柏原柊司は私の顔を覗き込み、小さく笑った。

「まぁ、あの部長だったら、それくらいやりそうだしな。でも、そんな嫌がらせされるなんて、やりあったんだろ？　桜井もなかなかやるじゃん」

　不意打ちのそれに言葉を失う。

　部長に睨まれることにはなったけれど、間違ったことは言ってないし、後悔もしてない。だけど、どうしてだろう……。

　嫌味のない優しい笑顔に、トクンッと胸が震える。

　無理矢理押し込んでいたなにかが溢れ出そうになり、慌てて視線を逸らしたら、彼は意外なことを教えてくれた。

「明日の朝一。うちの部長が役員たちに企画書を持っていくことになってる。だからそれまでに、部長の書類入れに企画書を入れたら、桜井も役員面談をすることができる」

「えっ。それじゃぁ……これから付きあえって言ったのは？」

「そう。だから、やる気があるなら、いまから頑張ってみれば？って話なんだけど」

　ニヤリと口角を引き上げた彼に、「やります！」と声を張る。

　小さく頭を下げてから宣伝部をあとにし、総務部のデスクに戻ってパソコンを立ち上げる。

　企画書を作り終えてふたたび宣伝部に戻ると、彼はパソコンに向かっていた。「ついでに手伝って」と言われて、仕事を手伝うことになった。

　そんなに急ぎの仕事でもなさそうだった書類整理。

　それはたぶん、私に気を遣わせないためにわざと言ってくれた気がする。だって、企画書を作り終えても宣伝部の社員証がなければ、自動ロックを解除してフロアに入り、部長の書類ケースに企画書を入れることができない。

　だから、仕事を理由にして待っていてくれたんだろうな。

　さりげない優しさに感謝しながら、彼に使っていいと言われたデスクで書類整理を始める。隣のデスクで同じように作業する彼と、会社のことや他愛もない話をして、わかったことがある。

　彼は見た目のクールな印象とは違い、仕事に対しては熱く真面目だ。しかも、書類整理を終えてうたた寝をしていた私に、「腹ん中、見透かしてやった」とばかりに、おにぎりとプリンと栄養ドリンクが入ったコンビニ袋を差し出す気遣いを見せた。

『これから付きあえ』

　はじまりは、そんな誘うような言葉だったし、強引で意地悪で惑わすことも言ったりするけど、素直に言葉にできないだけで、実は優しい人なのかな？

　デスクに片肘をつき、缶コーヒーのプルタブを開けた彼を見つめながら、そんなことを思った。







第二章　偽りのキスと曖昧な終止符













　ランチタイムで賑わう社員食堂。

　総務部でふたつ後輩の美香ちゃんとランチを取っていると、向かいあって座る彼女がそわそわと落ちつきなく姿勢を正し始める。

　いったい、何事？

　彼女の視線を追って振り返ると、食堂の入口に柏原柊司の姿があった。

　彼とすれ違った女子社員が恥ずかしそうに俯くのに、そんな態度を取られるのも慣れてるんだろう。彼は特に気にする様子もなく食堂をぐるりと見渡し、その瞳が私を捉える。

　一昨日の夜に意地悪ばかりを言っていた唇が僅かに引き上がり、なにか言いたげな表情でこちらに歩み寄ってきた彼は、私と美香ちゃんが座るテーブルをトンッと指で弾いた。

「悪いけど。桜井に話あるから、借りていい？」

　どこかしたたかさも感じる艶のある笑み。その笑顔にほとんどの女子は一瞬でやられてしまうんだろう。まんまと美香ちゃんも、「レンタル料はプライスレスです！」とでも言いそうな勢いで、激しく首を下に動かしたから、背中に突き刺さる多くの視線に怯えながら、のろのろと椅子から立ち上がった。

　廊下に出てからも、彼は無言で歩き続ける。

　いまさらだけど、いったい、どこまで行くんだろう？

「あのっ。どこに行くんですか？」

　心の呟きを声にしてみたのに、前を歩く足は止まらない。

　突き当たりにある階段を数段下りたところで、ようやく彼は立ち止まった。

　彼が一段下がったところで振り返ると、私と目線の高さが同じになる。

　食堂のざわめきが微かに耳に届くだけの静かな場所で、息遣いを感じるほどの距離からじっと顔を見つめられる。おろおろと視線を外したら、見覚えのあるプラチナのピアスを差し出された。

「一昨日の夜。これ、落としてったろ」

「わぁっ、ありがとうございます！　これ、どこに落としたのかなぁって思ってて。少し無理して高いの買っちゃったから、失くしちゃってショックだったんですよ」

　アクセサリーショップでひと目惚れした小ぶりのハート型のピアスは、普段からよく身に着けているお気に入りのものだ。

　なんだ。見つけてすぐに届けてくれるなんて、やっぱりいい人。意地悪だなんて思って、申し訳なかったなぁ。

　失くしたと思ったピアスが戻り、胸がほくほくになって自然と声も弾むというのに、怪訝そうな顔をされる。

「言い訳長すぎ」

　彼はポツリと呟いた。

「は？」

　言い訳ってなに？　いったい、なんのこと？

　言われた意味がさっぱりわからず首を傾げると、柏原柊司はふぅっと意味深な息を吐いてから顔を寄せてきた。

「女って自分のしるし、残したがるからな」

　掠れた声がふわりと頬をくすぐり、耳たぶをそっと指でなぞられる。ひんやりとした指先の感触と、久々に体感した妙に色気のあるアルトヴォイスに、背筋がぞわりと粟立った。

「なっ……」

　なに、言ってるんですか!?

　喉から飛び出そうになった声は裏返ること間違いなしだ。

　だから、なんとか喉の奥にググッと押し込む。いや、それよりなにより、からかわれてるってわかってるのに、自分の意に反して勝手に跳ね上がる心臓がすごく悔しい。

「そんなっ。私はっ……、そんなことしないです！」

　強く言い放ってやると、やけに納得した顔で深く頷かれた。

「だろーな」

「は？」

「そんな駆け引きも、恋愛テクも、経験もなさそーだし？」

「そっ、それは！　……よく言われますけど」

　図星すぎて反論できずにいると、「やっぱりな」というように意地悪な笑みを返された。

　あぁっ、一瞬でも優しいだなんて思ったことを後悔してやる！

　そんな恨みを込めて睨み返すと、余裕ありげな表情で笑われて悔しさが増していく。

　出会ってまだ数日なのに、完全に掌の上で転がされてるよね。絶対いじめっ子だったよ、この人……。

　そう結論づけると、「それはそうと」と彼が話を振ってきた。

「俺は、このあと予算の面談。そろそろ桜井の面談結果も出るって聞いた」

　もしかして、それを伝えにきてくれた？

　ふっと緩んだ表情と不意打ちの優しい声に、心臓がトクンッと反応する。

　でもそれは、まだ癒えきらない傷のせい。きっとそうだと思った。




　雅人と付きあい始めて二周年記念日の一ヶ月後。

　いまから一年前に彼と別れた。いや、振られた。

　数日前、喫煙ルームで課長と話す彼を見かけた。気づかれる前に立ち去ろうとしたら、耳に届いた会話に足が動かなくなったことを思い出す。

　奥歯を噛み締めながら聞くしかなかった会話が、鼓膜の奥から響いてきた。

『そうか。村瀬の結婚相手は、高校の同級生か。もしかして、あれか？　同窓会で再会してってやつか』

『えぇ、まぁ。気心も知れてる仲ですし』

　そうやって、目尻を下げて照れたように笑う顔が大好きだった。それがもう二度と自分に向けられないものだとわかって、胸が激しく痛んだ。

　もしかして、二股をかけられてた？

　一瞬そんなことを思った。そして次に頭を過よぎったのは、別れを告げた雅人の言葉。

『嫌いになったわけじゃない。でもこれから先を考えたら、一緒にいられないって思ったんだ』

　そんなぼんやりした別れの理由に、誰が納得できるんだろう。

　納得なんかできるわけない。だから、曖昧な言葉で誤魔化した彼を恨めしく思った。

　でもそれも、過去のこと。とっくに時間が解決してくれたと思っていたのに……。

　やっぱり私に別れを告げたときには、すでに彼女と付きあっていたのかもしれない。そう思うと、優しく囁いてくれた愛の言葉も、たくさんくれたキスも、ふたりの思い出すべてが偽りだと思った。

　彼女のことを語る幸せそうな顔に、自分の中に消化できない想いが残されていることを思い知らされただけだった。




　ふたりで過ごした日々に思いを馳せると、目の奥がジンと熱を持つ。

「桜井？」と不思議そうに呼ばれ、ようやく我に返る。勘の鋭そうな瞳から逃れるように、「ちょっと、用事を思い出したんで」と早口で告げて、抑えつけていた感情が視界を滲にじませる前に、その場を走り去った。




　午後一番に、課長から頼まれた用事を終えてデスクに戻る。

　離れた場所にある壁かけ時計に視線を流すと、午後三時を過ぎたところで、一時間以上前に給湯室で淹れたコーヒーはすっかり冷えきっていた。

　味気のないコーヒーを口にしながら新着メールをチェックしていると、人事部配信の社内メールの他に、件名に【重要 確認事項】と書かれたものがある。

　送信者は斜め前に座る美香ちゃんだ。彼女にそっと視線を流すと、「開け」と目で訴えられる。メールを開くのと同時にため息が零れた。

【女子社員注目のレース。柏原賞は超大穴の万馬券。サクライ・ダークホースの独走か!?　なーんて、噂になってますよ？】

　ははっ。サクライ・ダークホースって、上手いなぁ。しかも、ちょっと強そうだし。みんな面白いことを考えるよねぇ。

　それにしても食堂から連れ出されただけで、この騒ぎって……。噂が巨大化する前にちゃんと説明しておかないと、あとで大変なことになりそうだなぁ。

　ただでさえ部長に睨まれているのに、柏原ファンの女子にまでやっかまれる事態になったら、社内でとうとう居場所がなくなりそうだ。

　余計な悩みがひとつ増えて、またため息が零れる。ふと視線を上げると、受信ボックスに一通の新着メールが届いた。

　送信者の名前に、頬が一瞬で強張る。

　中身を確認する前に削除しようと、動かしかけたマウスの指先がピクリと止まったのは、少し離れたデスクから私を見つめる雅人の瞳に気づいたから。

　仕方なしにカチッとマウスを鳴らしてメールを開く。

【話したいことがある】

　そんな短いメールの最後には、二階下にある会議室の場所が書かれていた。

【聞きたいことなんて、なにもない】

　そう返信して、無視すればいいのに……。

　液晶モニターの電源をＯＦＦにして、付きあっていた頃のようにアリバイ用の資料を手に取って立ち上がる私は、本当にバカだと思う。

　もしかして、まだこんなことを願ってる？

『やっぱり俺には、友花が必要なんだ』

　鼓膜まで響き伝わる優しい声で、強く抱き締めてくれる彼を。乾ききった心を潤してくれるその言葉を、私はいまでも待ち続けてる？

　バカみたい。やり直すなんて、あり得ない。

　小さくため息をつきながらフロアに視線を流すと、部長は席を外しているようだった。

「村瀬さん。この件で、ちょっといいですか？」

　雅人に歩み寄り、わざとらしく書類を見せると、「あぁ」と答えた彼が立ち上がる。課長に断りを入れてから、ふたりで会議室に移動した。




　ふたりしかいない会議室の窓際で雅人と向きあい、口角を思いっ切り引き上げて笑ってみせた。

「結婚するんだってね。おめでとう」

　あの会話を盗み聞きしたときから、心で何度も練習した言葉。

　実際口にしてみると、ひどく他人事のように思えた。

　なんとか笑顔を作れたことにホッと胸を撫で下ろすと、虚をつかれたように言葉を失くした彼はぎこちない笑顔を浮かべる。

「課長から聞いたのか？　うん。まぁ、そういうことなんだ」

　視線を横に流しながらも、頬を僅かに緩ませた彼に笑いたくなった。

　わかってる。悪気があるわけじゃない。必死に隠そうとしても完全に隠しきれない、そんな不器用で嘘のつけないところが、愛おしくて大好きだったから。

　あり得ない妄想が現実になることはない。

　心に何度も言い聞かせて、どんなに傷つかないように予防線を張っても、こうして変わらない現実を突きつけられる度に、胸の奥底までえぐられるような深い傷を負ってしまう。

　そんな自分に笑いながら、もう何度傷ついただろう。

　二年と一ヶ月付きあった。結婚なんてまだまだ先だと思っていたけれど、彼との未来を考えたこともあった。

　いますぐじゃなくても、いつかきっと……。

　そんなふうに夢見て、心を弾ませたこともあった。

　でも結局彼からは、具体的な言葉は一度も聞くことができなくて。

『これから先を考えたら、一緒にいられないって思ったんだ』

　曖昧だけど決定的な言葉で、終止符を打たれた。

　永遠の愛を誓いあう結婚という言葉。

　彼女はどれくらいの期間で手に入れることができたんだろう？　彼女にあって、私にないものは？　なにがいけなかった？　なにが足りなかった？

　比べても仕方のないこと。考えても解決しないこと。

　でも、それでも考えてしまうのは、雅人への未練？　それとも女として不必要だという烙印を押されたことが、ただ惨めで、悲しくて、仕方ないから？

　ぐるぐると想いが駆けめぐる。

　彼の話したいことは、きっと結婚のことだろう。

　社内で噂になる前に、私にきちんと報告したい。そんなことを思っているはずだ。

　義理堅く誠実なところが好きだった。だけどいまは、そんな律義さは残酷でしかなくて、無理矢理蓋をしていた感情が一気に溢れ出しそうになる。

　気づかれないように息をつき、心の中でそっと呟いた。

　大丈夫。なんてことない。

　あのときの痛みを思えば、私はどんなことだって堪えられる。

　これからも、ずっと……大丈夫だ。

　それは、まだ幼かったあの日から、何度もやってきた〝おまじない〟。

　小指の古傷をそっと右手の親指でなぞると、いつだって気持ちを落ちつかせることができる。そんなおまじないは、今日も効果絶大だった。

　ひと呼吸置いて、落ちつき払った瞳を向けると、彼は意外な言葉を口にした。

「柏原さんと付きあってるのか？」

「えっ、なんで……」

　間髪を容れず声を重ねたら、「あぁ。噂になってたし」と返される。

　違う。私が言った「なんで」の意味は……。

　じわじわと胸に広がり始めた痛みに鋭さが増し、指先が微かに震えてこぶしを握り締める。でも俯きがちな雅人は、私の様子にまったく気づかないようで話を続けた。

「聞くつもりはなかったんだけど、階段でふたりが話してるの聞いちゃってさ。一昨日の夜、そのっ……ピアスを忘れた、とか？」

　なんで、そんなことを気にするの……。

　心で強く訴えると、ここまで抑えてきた感情がどうしようもなく目の奥を熱くさせる。

「そういうことじゃ、ないよ」

　言葉を濁らせたら、雅人が息をのむのがわかった。

「えっ。じゃぁ、どういう……いや、そうじゃなくて。そういうことを聞きたいんじゃなくてさっ。俺たちこんなふうになっちゃったけど。でも俺、桜井にはこれからも仕事を頑張って、いい恋愛をして、幸せになってほしいって思ってるから」

　私を見つめる切なげな瞳が、身勝手すぎる言葉が、『泣くな』と強く言い聞かせた体をひと突きにする。

　やりきれない想いに足元から崩れ落ちそうになり、滲んでいく視界の片隅に、彼との恋が始まったあの日の風景がぼんやり浮かんだ。




　社内で難しいと言われている総合職の試験。どうしても通りたくて会社に残って勉強していたら、マウスパッドの横にそっと缶コーヒーが置かれた。

『毎日、頑張ってるな』

　視線を上げた先には、感心するような眼差しの雅人が立っていた。

　それから何度か試験勉強を見てもらうようになって、それがきっかけで付きあい始めた私たち。

　上司にも物おじせず意見するところが強いなって、褒められて嬉しかった。

　三つ上の彼に少しでも近づきたくて、わがままなんて言わない。いつだって聞きわけのいい大人の女を演じ続けた。

　そんな私を好きだって言ってくれた彼に、弱い自分をさらけ出すなんてできるわけがない。別れを告げられたときでさえ、『仕方ないね』と心に食い込む痛みを堪えて、精一杯の虚勢を張った。

　走馬灯のように蘇よみがえる記憶。

　言葉にならない想いが止めどなく溢れそうになる。

　こんな想い、見透かされたくない。

　だから、私の反応を窺っている瞳から逃れるように顔を逸らし、小指の古傷をそっと撫でながら奥歯を噛み締める。

「もう終わった？」

　背中に届いた低い声に、ハッと我に返った。

　聞き覚えのある声に後ろを振り返ると、私たちがいる窓際から離れたドアの近く。

　末席のテーブルでトンッと資料の束を揃えるように置いた、柏原柊司の姿に息が止まった。

「あと少しで、ここ使うんだけど？」

　まっすぐ視線を投げつけられ、ドクンッと心臓が強く脈打つ。

　いまの会話、聞かれてしまったかもしれない。

　そんな心の焦りさえ、涼しげな瞳にすべて見透かされそうで胸が震える。

　見つめあったのは、ほんの一瞬。

　私よりも先に視線を逸らした柏原柊司は、パイプ椅子の背を引いて腰かけると、私たちの存在を無視するように資料に目を通し始めた。

　彼に会話を聞かれたかはわからない。だけど、感情が高ぶって上手く否定できなかったこと。雅人は、きっと誤解しているだろう。

　パイプ椅子の背もたれに体を預け、長い足を組み返した彼を遠目に見ながら、迷惑はかけられないと思った。

　でも誤解を解こうとした私よりも先に、雅人が鋭い声を響かせる。

「柏原さんっ。一昨日の夜のこと、桜井から聞きました。まさか、このままで終わらすつもりはないですよねっ。どうするつもりですか？」

　温厚な雅人の口から飛び出たのは、怒声に近い声。

　そんな彼の様子に驚き、慌てて間に入ろうする。けれど、挑むように鋭さを帯びた雅人の瞳はまっすぐ彼だけを捉えて、言葉を挟むことを許さない。

　張り詰めた空気にバサッと資料を閉じる音が響く。

　テーブルに片手をつき、ゆっくり立ち上がった柏原柊司は、冷ややかな笑みを雅人に向けた。

「どうするもなにも、説明しないといけないですか？」

　強い口調に気おされた雅人が、戸惑いの表情を見せる。

「無駄な心配されなくても、これから彼女と話をするんで、席を外してもらえると有難いです」

　一瞬怯んだ隙を逃さず挑発的な言葉を浴びせた彼に、雅人はなにか言いたげな瞳を私に向ける。でも、そのままなにも言わずに会議室から出ていった。

　パタンとドアが閉まるのと同時に、パイプ椅子に腰を下ろそうとした彼に近づく。

「ごめん……なさい」

「頭下げられるようなことされてない」

「嘘つかせちゃいました」

「嘘？　アイツが勝手に勘違いしただけだろ」

　深く下げた頭に、呆れたような声が落ちてきた。

　やっぱりすべて見透かして、庇ってくれてたんだ。

　優しい気遣いを嬉しく思う。だけど、すべて見透かされた恥ずかしさに、なかなか頭を上げられずにいると、お腹の前に重ねていた右手をグイッと掴まれる。

「悪いと思ってんならボケッとしてないで、さっさと手伝え」

　乱暴に手渡された資料には『B-Lover』の文字。ハッと息をのみ、顔を上げた。

「もしかして、目標予算下りたんですか？」

「まぁな。俺だから、当然。そんなわけで、これから会議だ」

「わぁ、おめでとうございます。そういうことなら、はりきって資料並べちゃいますよ！」

「はりきらなくていいから、綺麗に並べろよ」

　明るく声を張ると、彼は呆れたように息をついた。でも口元は僅かに綻んでいて、そんな横顔を見ていたら、沈んでいた気持ちが嘘みたいに晴れ上がっていく。

　このプロジェクトに入れるかはわからない。だけど一度失くしかけたチャンスを与えてくれた彼に、感謝の気持ちでいっぱいになる。

　そういえば、あの日はバタバタしていて、ちゃんとお礼を言えてなかったな。

　テーブルに資料を並べ終えてから、ホワイトボードのペンの出をチェックしている彼に近づき、感謝の気持ちを伝えようとする。

　でも、それを告げる前に、彼はぼそっと呟いた。

「元カレ」

「えっ!?」

「その反応、わかりやすい。だから、アイツにも見透かされるんだろっ。お前がまだ未練あるって」

　顔を斜めに傾けて意地悪く笑う彼に、感謝の気持ちが一瞬で吹き飛ぶ。

「未練なんかっ」

「あるだろー」

「ないです！」

「いや、ある。神様に誓っても、ある」

「神様に誓ってって……」

　小学生？

　怒り半分呆れ半分な想いで睨みつけると、彼はしれっと言ってのけた。

「すげぇー顔。でも、さっきよりはマシだけど」

「え？」

　言葉の意味がわからず首を傾げたら、ペンでコツンと頭を叩かれる。

「ボケッとしすぎなんだよ、桜井は。だから俺にいじられるし、別れた男につけ込まれたりもする」

　いや。違うでしょ？　そうやって私をいじるのは、底意地の悪い性格のせいでしょ。

　ニヤリと口角を引き上げた笑みに、そんなことを思う。

　知り合って間もないけれど、だんだん彼という人がわかってきた気がする。彼の優しさは意地悪を挟みながら届けられるのだと。

　からかうような瞳が柔らかく細まると、トクンッと胸が微かに震える。

　視線が絡みあった次の瞬間。

　それまでに聞いたどんな声より真剣なそれが鼓膜まで響いた。

「だから二度とアイツに、あんな顔見せんな」

　不意打ちの言葉に目の奥が熱くなる。

　言葉を失くした私に、彼は少し困った笑みを浮かべ近くのテーブルから資料を一部取り、「ほら」と差し出してきた。

「まっ。俺のチームに入ったら、ボケッとする暇もないから。覚悟しとけよ」

「えっ」

　それって、まさか……。

「役員面談の結果が出た。桜井には『B-Lover』のプロジェクトチームの一員になってもらうから」







第三章　素顔に触れたキス













「プロジェクトチームリーダーの柏原です。堅苦しい役職名は好まないので呼び名は苗字でお願いします。早速ですが『B-Lover』は開発に二年もかけています。ヒットに結びつくかどうかは、みなさんの働きにかかっているので……」

　プロジェクト会議は、柏原柊司――いや、柏原さんのそんな挨拶から始まった。

　はぁ。本当に、この仕事に関われるんだ……。

　末席で会議の議事録を取りながら息をついた。




　それから何度目かの会議のあと、今日もまた議事録のチェックをしてもらうため、柏原さんに声をかける。ふたりしかいない会議室で、彼は議事録に目を通しながら静かに口を開いた。

「会議のときも言ったけど、なにか問題があったらひとりで抱え込まないで報告しろよ」

　彼の言葉に少しだけ胸が痛む。

『B-Lover』のプロジェクトメンバーになったことで、いま総務部で抱えている仕事の一部を美香ちゃんや他の社員に引き継ぐことになった。

　みんなの負担を増やしてしまい、申し訳なく思う。

　でもそれは私に限ったことではなくて、公募プロジェクトに選ばれた社員を所属部でサポートすることは、社内にも通達が出されている。それでも部長にはチクリと嫌味を言われて、今日の会議に遅刻しそうになった。

　まさか、柏原さんはそのことに気づいたの？　そんなわけないよね……。

　議事録に視線を落とす彼を見つめながら、ドキリとする。それとは別に、彼と仕事で関わってみてわかったことがある。

　上司にはざっくり分けて二種類のタイプがいる。

　ガチガチに管理する人と、自由にのびのびやらせてくれる人。

　後者の方が職場の士気も高まるし、部下サイドからしてみると理想の上司の部類に入ると思う。だけど自由にやらせるというのは聞こえが良くても、それなりにリスクを伴うことでもある。

　もしミスがあればそれは上司の責任になるから、後者のタイプには、これまであまり出会ったことがなかった。

　柏原さんは、なかなか出会えない後者のタイプに当てはまる。

　でも、放任主義で責任逃れをするのとも違う。周囲の動きに目を配り、それぞれの進捗状況だけはきっちり報告させる。常に先を見据えて足りない部分だけを補足する。そのときもプライドを傷つけないように、慎重に言葉を選んでくれるのだ。

　そうやって常に働きやすい環境を作ってくれるから、誰もが彼の期待を裏切りたくないと思う。

　ときどき、私に見せる意地悪な素顔は、どうやらみんなに知られてないようだけど。

　噂に聞いていた通り、彼が慕われる理由がわかった気がした。

　だけど、私がなにかにつけて部長に睨まれていることは、彼が言う『問題』とは違う。そういった人間関係は、私自身で解決しないといけないことだ。

　自分より年上のメンバーとも上手くやっている彼を見ていたら、職場で良好な人間関係を築くことの必要性も改めて思い知らされたから……。

「問題なんてないですよ。大丈夫です」

　笑って答えると、柏原さんのスーツからスマホの着信音が流れ出す。仕事モードの声で話し出した彼に小さく頭を下げて、会議室をあとにした。

　廊下を歩きながら、何時だろう？　と左手首の腕時計に視線を落とす。

　学生時代から使っていた腕時計が壊れてしまい、夏のボーナスで買ったステンレススティール製の腕時計は、柏原さんが拾ってくれたピアスと同じブランドのもの。

　海外のハイブランドに名前こそ劣るも、小ぶりなフェイスにキュービックジルコニアを文字盤にあしらったデザインが気に入っている。

　雅人と別れてから休日におしゃれをして出かける機会も激減して、物欲もなくなっていたから、久々に値が張る買い物だった。でも、いざ欲しいなって探してみても、ひと目惚れするほどのものにはなかなか出会えなかったりするから。

　ボーナスの時期に女性誌でよく使われる、自分にご褒美と思うことにした。

　でも、今度は壊れないように、大事に使わないと。

　それにしてもお腹空いたなぁ。もう八時過ぎてるもんね。

　給料日前だけど、今月は節約生活をしていたせいか、財布の中身はいつもより余裕がある。

　たまには外食しちゃおうかな。そうだ。家の近くに新しくできたイタリアンレストランのサービス券をもらってたっけ。

　でも、いかにもカップルが多そうな赤レンガ造りの小じゃれた店構えが頭をチラつき、他の店にしようかなと考えていると、エレベーターホールに辿り着く。

　一度総務部に戻ろうと、下りのボタンに手を伸ばしたところで、「桜井さん」と私を呼ぶ声が耳に届いた。

　振り返った先には、くせ毛ふうなナチュラルショートヘアを明るく染めた目鼻立ちのはっきりした女性の姿があった。彼女は私と同じ『B-Lover』プロジェクトのメンバーで、柏原さんと同じ宣伝部の川かわ原はら五月さつきさん。

　ファッション誌によく載っている有名ブランドのパンツスーツをさらりと着こなす彼女は、よく会議でリーダーである柏原さんに鋭い意見をぶつけたりする。

　彼女とはまだあまり話したこともなく、彼女の意志の強そうな瞳に少しだけ身構えてしまう。だけど、そんな必要はまったくなくて。

「実は私、飲み会番長なの。……ってことで、早速行かない？」

　くいっと親指を跳ね上げた気さくな笑顔につられて、「いいですね！」と笑顔を返す。

　それから総務部に戻り、課長宛てに退出時刻を入れた日報をメールで送信してから、フロアをあとにした。




　会社のロビーで待ち合わせをしていた川原さんおすすめの店は、会社から歩いて五分ほどの場所にある和風居酒屋だった。

　今日は金曜とあって混みあっていたけれど、回転が速いようで待ち時間十分ほどで座敷席に落ちつくことができた。

　一時間もしないで私を下の名前で呼び出した彼女が、空になった中ジョッキをドンッとテーブルに置く。酔いが回った瞳がテーブル越しに私を見つめた。

「みんなさぁー付きあい悪いよねぇ。いいアイディアなんてさー、お酒を飲みながらじゃないと浮かぶわけないのに。ねっ、友花ちゃんもそう思うよねー？」

　もう何度目かの同じ質問に苦笑いで頷くと、私の隣からわざとらしいため息が零れた。

「桜井。適当にあしらっとけ。毎日、毎っ……日。飲み歩いてるお前に、誰が付きあいきれんだよっ。家族に愛想尽かされたオヤジ丸出しだな」

　そう言って空になった枝豆の皮を小皿に投げ捨てたのは、五月さんに呼ばれて十五分くらい前にやってきた柏原さんだ。

「冷たっ！　ったく、社内の女性陣はこんな男のどこがいいんだろ。本当、謎。超、謎。今世紀、最大の謎!!　死んでもわからないし、わかりたくもなーい」

「言ってろ」

「ぶー」

「頬膨らませて許せるのは、十代までだから。オバサンには無理」

「むかつく！　自分だって二十九のオヤジのくせに!!」

　まるで兄妹喧嘩のような睨みあいを続けるふたりは、実家がご近所の幼馴染らしい。

　テンポのいい会話とふたりのやり取りが面白くて、いつもより早いペースでグラスに手を伸ばしていたら、いつの間にか空になっていたことに気づく。うろうろと視線を泳がせると、隣からカクテルのメニューを差し出された。

「ありがとうございます」

　メニューを受け取ると柏原さんは微かに頷き、一度五月さんに視線を流してから、そっと私に耳打ちしてきた。

「無理するなよ。酒豪の五月に付きあうことねぇーし」

　優しく気遣う声が耳たぶをふわっと掠めて、ドキッとする。

　飲んだばかりのカクテルが、一瞬で体に回ったように顔が熱くなる。それを隠すように、メニューに視線を落とした。

　なんかおかしいよ、私。だけど、柏原柊司だって悪い。

　勝手に加速する鼓動を止められなくて、心の中で知りあった頃の呼び名に変換した。

　雅人と別れてから触れることのなかった心地良い優しさは、ふと気が緩んだ隙にするりと入り込み、簡単に鼓動をうるさくさせる。

　彼は意地悪でひねくれたことも言うけれど、さりげない気遣いができる人だ。

　まだ傷の癒されていない私が、思わず寄りかかってしまいたくなる彼の優しさは、もちろん私だけに向けられるものではない。

　そこに深い意味なんてないんだから、変に意識する方がおかしい。

　心にそう強く言い聞かせると、うるさかった鼓動がだんだんと落ちつきを取り戻した。

「お酒を飲むのは好きなので、大丈夫ですよ」

　空になったグラスをテーブルの隅に移動させながら答える。

「まっ、そうだろうな。そんな気を遣えるタイプじゃなさそうだし？」

　ニヤリと口角を引き上げた笑みに、「失礼ですね」と軽く睨み返したら、柏原さんは近くを通りかかった男性店員に声をかけてくれた。

　それからしばらく、ふたりの学生時代の話を聞かせてもらったあと、「そういえば！」と明るい声が五月さんから上がった。

「ねね。友花ちゃんも、由梨組卒業生なんだよね？」

　由梨組卒業生とはその名の通り、社内研修で由梨さんにお世話になった女子たちを呼ぶ。

「そうですよ。でも、よく知ってますね」

「ふーふーふー。実は、この前由梨さんから聞いちゃったんだぁ。ねねっ。友花ちゃんって、引っ越し考えてるんだって？」

「そうなんですよ。更新がもうすぐで。割と気に入ってたんで、次見つけるのも大変そうですけど」

「ふーん。でも気に入ってるなら、そのまま更新しちゃえばいいのに」

「そうですよね」

　そう言って肩をすくめると、胸がチクリと痛む。

　引っ越そうと思った理由のひとつは、いま話したように更新が迫っていたから。

　でも一番の理由は、いま住んでいるアパートが、雅人のマンションまで歩いて十五分ほどの距離にあるからだった。

　彼とよく腕を組んで出かけたコンビニやスーパー。ふたりで寝転がった公園の芝生。

　胸にくすぶる想いを完全に払拭するには、付きあっていた頃の思い出が溢れている街を離れなきゃダメだと思った。

「そっかぁ。元カレさんの雅人君がねぇー。それはちょっとつらいよね。バッタリ道端で出会ったりしたら、ねぇ」

　声のトーンを落とした五月さんに、ハッと我に返る。

　うわっ、心の声がついついダダ漏れになってた!?

　背中を生ぬるい汗が伝っていった。

　でも、元カレの雅人が私と同じ総務部の村瀬雅人だとは気づかれてないみたい。

　ホッと胸を撫で下ろす前に、いまのダダ漏れ、柏原さんにも聞かれちゃったかな？と隣に視線を流す。彼はちょうど電話がかかってきていたようで、騒がしい店内の雑音を遮るように口元を手で押さえていた。

　よかった。聞かれてなかった。でも、いい加減ふっきらないとダメだよね。

　考え込むようにグラスに落とした視線を、「そうそう」と五月さんの明るい声が上げてくれた。

「由梨さんもアレが上手くいったら、東京のマンション売りに出さなきゃだね。まぁそれは、ふたりの気持ちがあってのものだけど」

「えっ。売りに出すって、そんな話があるんですか？　でもふたりの気持ちって」

　買い手の不動産会社の気持ちってこと？

　不自然なものを感じて首を傾げる。

「ここだけの話だよ？」

　ニヤリと笑った五月さんはテーブルの隅にお皿を避けてから、有名女優が表紙を飾っている雑誌を鞄から取り出す。それをテーブルの空いたスペースに見開きで広げると、あるページの記事に人差し指を立てた。

「由梨さんね。この記事を読んだセレブに惚れられちゃって、お見合いするらしいよ」

　それは、先月発売された女性向けの経済誌。

　業界別の女性管理職を特集した記事で、トップページには由梨さんが写真付きで紹介されていた。それは社内で話題になって知ってはいたけれど、お見合いだなんて話は、まったく知らなかった。

「しかも、相手は聞いて驚くな。Ａ商事の次期社長とキター！　こんなおいしい話。これはもうっ、受けるっきゃないよねぇ」

　五月さんはうっとりした瞳で天井を見つめる。

　そんな彼女の額に、なにかがものすごい速さで直撃した。

「痛いっ……たぁ」と声を詰まらせた五月さんがテーブルに落ちたそれを掴む。

　睨みを利かす彼女が握り締めているのは丸くなったおしぼりで、隣からフンッと鼻を鳴らす音が聞こえた。

「仕事の話はすんなっつったろ。それと薄気味悪く笑うな。飯がまずくなる」

「ちょっとぉー、誰が薄気味悪いのよ！　それと仕事の話じゃないし。いいよねぇ、玉の輿ライフーって話ですよっ!!」

　唇を尖らせた彼女が柏原さんにおしぼりを投げつける。でもヒョイッと華麗に頭を避けられてしまった。

「どへたくそ。玉の輿とか、五月には死んでも無理。その前に彼氏作れ」

「うるさい！　柊司がイケメンセレブ合コン設定しないのが悪い!!」

「俺のせいかよっ」

　テーブルを挟んで繰り広げられるおしぼり攻防戦に、隣のテーブルからくすくすと笑い声が上がる。幸いなことに私たちのテーブルは隅なので、他のひとにおしぼりが当たることはない。

　でも、そのうちお皿でも投げあわないかとハラハラしていると、五月さんから「むぅー」と唸り声が漏れた。

「なによー、自分だってっ」

　なにか言いかけた彼女の唇に、ビシッとおしぼり弾が命中した。

　あぁ、五月さんったら。結局一度も命中させることができなくて悔しそうだなぁ。

　唇を噛み締める五月さんに哀れみの視線を流すと、彼女はなにかを思いついたように、ニヤッと口角を引き上げた。

「でもさぁー、珍しいよねぇ。猫かぶり柊司の猫耳がないなんてさ」

「あ？」

　彼が眉間に皺を寄せるも、彼女は無視してテーブルに身を乗り出す。

「ねね。噂通り友花ちゃんと柊司って、デキてるの？」

「ぶっ！」

　飛んできたまさかの言葉に、口からカクテルが吹きこぼれた。

　膝に置いたハンカチで慌てて口元を拭うと、「うろたえるな、バカ」と柏原さんに一喝される。彼は落ちつき払った瞳を五月さんに向けた。

「二十歳過ぎた女がデキてるとか言うな。オヤジくせーんだよっ」

「あー。話逸らしたぁー」

「うっせ。オヤジには、もう付きあいきれねー」

　彼がテーブルに右手をつき座布団から立ち上がると、彼女はニヤニヤした笑みを浮かべる。

「ちょっと、ちょっとぉー、柏原さん。逃げるってことはー、そういうことですか？」

「連れションしたいなら、隣に来るか？」

　しれっと返された五月さんが、「行くか、バカ！」と手を払うと、彼は意地悪な笑みを残して、トイレへ向かった。

　柏原さんが席を外している間、五月さんに彼との出会いから社内で噂になっている真相を説明すると、「わかってるって」と彼女はカラッと笑った。

「まっ、そんなとこだろうと思った。でもさっき言ったことは本当だよ。柊司って、あれですごい人見知りだし。よっぽど砕けた関係にならないと、自分の素をさらけ出したりしないから」

「あっ。それはたぶん、私の『借金誤解事件』がよっぽどインパクトあったんじゃないかと」

「あははっ、確かに！　そんな始まりだったら一発で砕けちゃうかも!!」

　五月さんは手を叩き笑いながら、「アイツが戻ってくる前に話しちゃおうっと」と、柏原さんが『いかに会社で猫を被っているか』を語り始めた。

　ものすごく意外だったのは、第一志望の広告代理店に入れなかった彼が、入社当初は仕事に意欲もなく、出世にもまったく興味がなかったこと。

「でも、アイツさー。なんかのタイミングで、『俺が会社を乗っ取る』ぐらいの、出世欲の鬼になっちゃったんだよねー。それからだよ。協調性のなかったアイツが上司とも上手くやるようになって、周りをよく見るようになったの。まっ、たぶん。隕石でも頭に落ちたんじゃないのかなー。よっ！　お帰りー、隕石君!!」

　五月さんはこちらに歩いてくる柏原さんに大声で呼びかける。周りの人が振り返るほどのそれに、彼は心底嫌そうに顔を歪ませながら、座布団に腰を下ろした。

　五月さんとの会話も切りよく終わったし、私も行ってこようかな。

　立ち上がろうとすると、肩にかけたバッグを横から思いっ切り引っ張られた。

「おい。こんなの残して、先帰んな」

　気分よく鼻歌を歌い始めた五月さんを横目に、柏原さんはげんなりした顔になる。

「すみませんっ。さすがにもう、無理で」

「はぁ？　こっちこそ俺だけって、なんの無理ゲーだよっ」

「そうじゃなくて。そのっ、連れ――で、隣に来ますか？」

　声を潜めると、柏原さんは無言でひらひらと手を振った。




　狭い通路をすり抜けて、店の奥にある女子トイレに辿り着く。

　ずっとトイレに行きたくて……。でもおしぼり攻防戦が始まっちゃって、行けなかったんだよね。あの状態でふたりっきりにしていいものか、とも思ったし。

　トイレを済ませたあと、すぐ戻った方がいいかなと思ったけれど、かさついた唇が気になって、奥にあるパウダールームへ移動する。

　薬用リップを唇にたっぷり塗りつけてから鏡の前で髪を整えていると、トイレの扉が開く音が聞こえ、なにかを話す女の子たちの声に息をのんだ。

「村瀬さんの婚約者って、有名な料理ブロガーなんだって」

「へー。そうなんだ」

　聞き覚えのある声。会社の後輩女子ふたりの顔が頭に浮かぶ。

　ひとりはたぶん、美香ちゃんだ。そういえば、この店は一度課長に連れてこられたことがあったっけ。

　そんなことをぼんやり思っている間も、彼女たちの会話は続いていく。

「もしかして、村瀬さん狙いだったの？」

「ちょっといいなぁって思ってた時期があったけど、彼女いたしね」

「でも結婚しちゃうんだし、やめといて正解だったじゃん」

　楽しげに弾む声に、『これ以上聞いたら、ダメだ』と心の叫びが胸をキリキリと軋ませる。呼吸を整えてから、立ち去ろうと動かしかけた足を止めたのは、美香ちゃんでないもうひとりの彼女の声だった。

「違うって、結婚する彼女じゃなくて友花さんのこと。あのふたり付きあってたんだよ。前にね、ふたりが手を繋いで歩いてるとこ見たことあったし。でも、結婚する彼女は同級生っていうしさ。それって、友花さんが振られちゃったってことだよねぇ」

　哀れみの声が聞こえてきた。

　この場所は、彼女たちからは死角で見えない。ドクンドクンッと強く脈打つ鼓動の響きも聞こえない。心を落ちつかせるためにギュッと強く瞳を閉じる。

　短い沈黙のあと、美香ちゃんの声で胸を突く事実が明らかになった。

「そうなんだ。でも友花さんといえば、『B-Lover』プロジェクトの役員面談の件だよ。あの部長、お知らせなんてきてないだろっ、て逆ギレしてたけど、あれって絶対わざと伝えなかったんだよ。部長の処理済の書類ケースをこっそり見てやったら、面談のお知らせ見つけちゃったもん。しかも、かなり下の方にあったし」

「えーっ、マジ？　最低だね。それ、友花さんには話したの？」

「言えるわけないよ。だって、聞いても気分悪いだけじゃない？　だから友花さんが宣伝部の人から役員面談の話を聞いて、『B-Lover』のプロジェクトメンバーに入れて、本当に良かったって思ったもん」

「そうだねぇ。でもそれさぁー、偉い人にチクッちゃえば？」

「でも証拠はないし。それをする勇気も……ないんだよね」

　そこで声のトーンを落とした美香ちゃんに、心でありがとうと伝える。

　知りたくなかった真実はナイフのような鋭さで心をえぐった。けれど、傷を負ったのは、ほんの一瞬。傷を負った痛みより私を気遣ってくれた彼女の優しさが嬉しかった。

　美香ちゃんが言うように確証はない。

　だけど、もし確信犯だとしたら、こんな露骨な嫌がらせをする人だ。新たな被害者を出す必要もない。

　そう思うと悲しみや怒りの感情は、不思議と湧いてはこなかった。ただ、なにかがぷつりと途切れたように力が抜けて、その場に立ち尽くすことしかできなかった。




　次の日が土曜でよかったと思う。

　家に帰り、照明を落とした室内でまぶたを閉じる。

　でも、意識はどこかはっきりしていて、ベッドの中で寝返りを繰り返しながら朝を迎えた。

　サイドテーブルに置いたデジタル時計に視線を流すと、液晶画面に浮かび上がっている時刻は、午前十一時を十分ほど過ぎていた。

　お腹空いたなぁって思ったら、もうお昼か。でも、もう少しこうしてたいな。

　カーテンの隙間から差し込む光が眩しい。逃れるように瞳を閉じると、昨日の出来事がぼんやり頭に浮かんだ。

　トイレから戻って、やけくそ気味にお酒を流し込んだ私に、柏原さんはなにかを感じ取ったようで、しばらくして彼の提案で飲み会はお開きになった。

　彼の洞察力がすごいのか、それとも私がわかりやすいのか。

　感情を上手く抑えてるつもりでも、なぜだか彼には見透かされてしまう気がした。

　しばらくまぶたを閉じたままでいると、訪問者を知らせるインターホンの音が玄関から聞こえてきた。

　休日の予定外の訪問者なんて、新聞の勧誘か怪しいセールスに決まっている。

　そのまま無視を決め込んでいたのにしつこく鳴り続けるから、仕方なしに重い体をベッドから起こした。

　留守番してるだけなんですって言って、断ろう。

　でもしつこいセールスマンにそんな常套句が通じるとも思えず、はぁっとため息が零れる。サンダルをつっかけてドアに歩み寄ると、「宅配便です」と声が聞こえた。

　チェーンをかけた状態でドアを開くと、「まだ寝てたのかよ。ダメ女の典型だな」と、黒いコートを着た背の高い男性から舌打ちが漏れる。

　もうすっかり見慣れた意地悪な瞳が、サンダルをつっかけた私の足元から寝ぐせで跳ね上がった前髪まで、じろりと見上げた。

「うっわぁぁぁ……っ、柏原さん!?」

　意外すぎる人物の登場に、右手でパジャマ代わりに着ているマキシワンピースの胸元を隠し、左手でビンビンに跳ね上がっている髪を無理矢理押さえる。

　寝起き！　寝起きの顔を見られた!!

　カッと頬が熱くなる。慌てふためくと、ふっと鼻で笑われた。

「宅配便には見せるのに、リーダー様には隠すのかよ？」

　うわぁー。ナニ、それ？　なんか、すごく。ものすごーく、上から目線だし。突然来ちゃった攻撃の言い訳もなしですか？

　いつもだったら……そう。せめて三十分前にメールでもくれていたら、こんなみっともない格好を見せずに済んだのに……。

「休日の昼から、ずいぶん偉そうですねぇ」

　寝起きを突撃された恨みから、ほほほっ。と嫌味ったらしく笑ってやる。

　あまりの恥ずかしさに生意気な態度で返してやったのに、彼はいつもの調子でしれっと言ってのける。

「たとえ平日朝っぱらでも、偉いだろ？　実際」

　そんなふうに素で返されたら、対応に困ってしまう。

「なぁ。いつまでもこんなところで立ち話とか。社会人としてどうかと思うぞ」

「そっ、それは。そっくりそのままお返ししますよ！　それにどうして、私の家知ってたんですか!?」

「どうしてって。俺はプロジェクトリーダーだし。部下の緊急連絡先くらい知っとく必要あるだろ」

「だからって！　独身女性の家に、連絡もなしで来るなんてっ」

　失礼じゃないですか！

　強く言い放とうとした言葉は、お腹からのグゥーという音にかき消されてしまう。気まずい沈黙がしばし流れて、彼は感心するように言った。

「すげー音。腹でペットでも飼ってんのか？」

「飼ってませんっ！」

　恥ずかしさに、思わず声が大きくなる。

　昔から静まり返ったテスト中とか、なにかとタイミングの悪いときに鳴るお腹の虫に、「なんでいまですか、あなた」と心で愚痴ると、柏原さんは両手に抱えた白い発泡スチロール箱を少し持ち上げながら、綺麗に笑った。

「とりあえず、約束のモンだけでも中に入れてくんない？」

　そう言って顔を斜めに傾けられ、首を傾げる。

　二日酔いが僅かに残る頭で考えて、「あっ」と声が出た。

　彼が抱えている箱の側面には宅配便大手の社名入りのロゴがある。

　さらによく見ると、要冷蔵のシールと配達伝票が貼付けられていて、伝票にある〝カニ〟の二文字に、昨日の夜交わされた柏原さんと五月さんの会話を思い出した。

『えー。明日、柊司の実家からカニ届くの？』

『嫌なこった』

『まだなんにも言ってないじゃない！』

『お前に食わせるカニはねぇ』

『ひどっ！　でも、いいなぁ。いいなぁー食べたいなぁ。ね、友花ちゃんも食べたいよね？』

　そうだ。そんなふうに話を振られて、『いいですねー。休日豪華カニランチとか』なんて、酔った勢いで便乗したんだった。

「すみません。わざわざ届けてくれたんですね」

　なんだ。そういうことだったのか。

　それならばとチェーンを外して、彼の持つ箱を受け取ろうとしたら、ひょいっと横に逸らされる。呆れた声が落ちてきた。

「桜井、お前……もらうだけもらって、はい、さよなら。かよ」

　あぁ、そっか。わざわざ持ってきてくれたのに、それはないよね。

「えっと。じゃぁ、お茶でも飲みます？　お茶菓子は……、どら焼きしかないんですけど」

　でも、お茶の前に着替えたいな……。

　だって、こうして話している間も、マキシワンピースの少し開いた胸元が恥ずかしくて、そわそわしてしまう。

　とりあえず、着替えが終わるまで玄関で待ってもらおうと思い、腰を屈めて来客用のスリッパを並べる。

　立ち上がって、「どうぞ」と振り返ると、「おじゃまします」と言いながら足を踏み入れた柏原さんは、シューズボックスの上に箱を置く。

　先に玄関に上がろうとした私の手首が後ろから掴まれ、不意なそれにドキッと心臓が跳ね上がる。

　恐る恐る振り返ると、耳元でそっと囁かれた。

「どら焼きで済むと思ってんの？　きっちり体で払えって……」

　色気を纏った声に、至近距離にある艶やかな笑みに、背中に生ぬるい汗が流れていく。

　まるで悪徳消費者金融の取立てみたいな提案に、口が半開きになるのに、「心配するな。ちゃんと俺好みに手て解ほどきしてやるから」なんてしれっと返されてしまう。

　こちらに拒否権なんてなし。

　きっと生まれてから俺様道を外れることなく歩き続けてきた彼に、「とりあえずその格好をどうにかしろよ？」と言われるまま、彼を玄関に残してのろのろとドア一枚を隔てるだけの一ＤＫの室内に着替えに戻る。

　クローゼットから選んだ服は、色の濃いジーンズにざっくりしたグレーのニットというラフなもの。

　家で過ごすのに、格好つけるのもね。でもさすがにラフすぎるこのチョイスは、彼好みではないかもしれない。

　いや、好みとか考えなくていいから！　あんなこと言ってるけど、どうせいつもの冗談だろうし……。うん。そうに決まってる。そうじゃないと困る!!

　加速する鼓動に言い聞かせながら、軽い化粧をする。

　気持ちを落ちつかせてから玄関に戻ると、すでにコートを脱いでいた柏原さんは黒のニットを肘の位置まで捲りながら、「さぁ、始めるか」とニヤリと口角を引き上げた。




　玄関から場所を移動して、手取り足取りの手解きから三十分。

　温かみのあるダウンライトの灯りが、柏原さんの骨ばった指先を照らす。なめらかな指さばきに、はぁと感嘆の吐息を漏らすと、「同じようにやってみろ」というように目で合図される。

　彼から〝バトン〟を譲り受けてやってみると、「全然ダメ」と顔を横に振られてしまう。慣れないこの行為に悪戦苦闘だ。

　でも、私だって言われたからには、きっちり体で払うつもり。

　いや、なんか。その言い方は……。

「愛が感じられない」

　だからですね、そうやって妖しく笑うから、上手くいかないんだってば！

　そんな心の訴えに彼は一ミリも気づいてくれず、「もう見てらんねぇ。やっぱり俺がやる」と私から〝バトン〟、いや、包丁を取り上げようとする。

「大丈夫です。ちゃんと体で払いますから！」

「体で払うとか言うな。誘われねーぞ」

　おい、ちょっと待て！　あなたが言いますか!?

　部下という立場もなしに言い返そうとすると、グゥーと、お腹のペットが待ちきれない悲鳴を上げた。

　急なお腹は止められないって？　でも、もう少しタイミングを考えようよ。

　ものすごくいまさらだけど、お腹にググッと力を込めてみる。すると今度は、キュルルゥーと悲しげな悲鳴に変わってしまった。

　なんか、ね。なんか、もうね。この場から消えてしまいたいですよ……。

　隣でぶはっと吹き出され、恥ずかしさに体が縮こまる。なす術なくまな板の上に包丁を置くと、ポンッと頭を叩かれた。

「早くしないと桜井のペットが餓死しそうだし。やっぱり俺が、さくっとやるか」

　私の心を覆うどんよりした空気を断ち切るように、柏原さんは明るく言った。

　包丁を握る彼の横顔に、それにしても意外すぎる、と思う。

　さっき彼が言っていた手解きとは、私が想像していたようなことではなくて、料理の手解きだった。

　私だって料理本を見れば、それなりに料理はできる方だと思っている。でも近所の魚屋で買ったという穴子を、「これは刺身用にさくっとな」と差し出されたところで、ぬるっとしたそれを、どこからどう手をつけていいかわからない。

　だって穴子なんて、蒲焼か天ぷらでしか食べたことがないし。

「確実に食通じゃない桜井は知らないだろうけど、穴子って刺身でもうまいから」

　食通じゃないとか失礼な言葉を添えながら、柏原さんは穴子のぬめりを慣れた手つきで取り除き、骨にそって身を切り分ける。

「じゃぁ、次はカニ。棘とかあったりするから、ゴム手袋をして。無知な桜井は知らないと思うけど、前かけって、ここな。腹んとこ、こうして取ってだな……」

　彼は隣で見つめるだけの私に解説をしながら、流れるような指さばきでカニを次々に解体していく。

　前かけくらい知ってますけどね。もうこの際だ。流れでやってもらっちゃおう。

　それにしても狭いキッチンに並んで立つと、付きあいたてのカップルみたい。しかも相手は社内一のモテ男の柏原さんだ。

　美香ちゃんにこの状況を話したら、「料理もできるだなんて、イケメンに隙なし！私も解体してください!!」なんて、騒ぎ立てるだろう。

　でも確かに、真剣な眼差しでキッチンに立つ彼は、ちょっと格好いいけど。

　そんなことを思いながら、無言で作業を進める彼に、「手慣れてますね」と小さく声をかける。

「よくやってたからな」

　手を止めることなく返された。

「さっき宅配便の送り主の住所見ちゃったんですけど。ご実家、札幌さっぽろだったんですね。私、札幌には高校のときに一度行ったきりなんですけど、また機会があれば行ってみたいなぁって……」

「どうせ、景色より食い倒れツアーだろ？」

「うっ。まぁ、否定しないですけど……」

　そんな会話を続ける間も、彼の手は止まらない。

　意外な特技に見惚れていたら、ふと女子トイレで聞いた美香ちゃんたちの会話を思い出し、胸がチクリと痛み始める。

　そういえば、雅人の彼女は有名な料理ブロガーなんだっけ……。

　彼と付きあい始めた、ある日の光景が頭を過った。




　手料理が食べたいと言った彼に、初めて作ったのは魚介類のパエリアだった。

　出来上がった料理を口にする雅人を祈るような想いで見つめていたことを思い出す。

『どうかな？』と声をかけて、彼の返事を待っているときはすごく不安だった。でも、それはすごく楽しい時間だった。

『うまいよ。料理よくやってるの？』

　返ってきた言葉にホッと胸を撫で下ろし、『そんなにやらないんだけどね。やる気があればできるんだなってわかった』と照れ笑いを返して、次はもっと頑張ろうって思った。

　いつからだろう……。

　自分の心に問いかける。答えの代わりに胸が軋む音がした。

　いつ、失くしてしまったんだろう。そんな新鮮な気持ち。

　どんなに考えても思い出せそうもなくて、ははっと自嘲気味に笑うことしかできなかった。

「やっぱり料理上手な女性が、男の人は好きですよね」

　唇からぽろりと零れたのは、そんな情けない言葉。

　返される言葉は、きっと……。

「それを言ったら俺の母親なんてまったくできねーし。まぁ。どへたくそだから、やらせないんだけどな」

　意地悪を挟みながらの優しい言葉。

　胸に染みて声にならないでいると、柏原さんはカニを捌さばく手を止めて、体を屈めながら私の顔を覗き込んできた。

「やってみるか？」

　そんなことを言われても、きっと彼ほど手際良くはできない。

　でも、それから時間をかけてやってみたら、お刺身だって、カニだって、彼がやったのとそれほど変わりなく、お皿に盛りつけることができた。

　なんだ、こんなに簡単だったんだ。こんなに簡単にできるなら、やっておけばよかったな。

　ぼんやりそんなことを思っていると、流しで手を洗い終えた柏原さんに、コツンと頭をこづかれた。

「やる気もあるから、合格」

　くしゃっと髪を掴まれた指先の感触が、向けられる優しい笑顔が、胸にじんわり染みるほど嬉しいのに、なぜだか上手く笑い返すことができない。

　いま彼に言われた言葉を頭の中で反芻する。

『やる気があればできるんだなってわかった』

　料理を食べた雅人に自分が返した言葉を思い出すと、どうしようもない想いが胸の奥から湧き上がり、まぶたの裏がじんと熱を持った。

　つらくて泣きそうになるとき、いつも私を助けてくれるおまじないがある。

　それは左手の小指にある一センチほどの古傷をそっと指でなぞるというもの。

　でもいまは、両手がふさがっていてできそうにない。

　だから、こんな状況でダメだってわかっているのに、じんわり侵食していく痛みに耐えきれず、隣の彼に答えを求めた。

「どうしたら私、柏原さんみたいに色んなことをっ……上手くやれるんでしょうか？」

　途切れ途切れの自分の声が、どこか遠くに聞こえる。

　どうして私は、どうして彼に、こんな話をしているんだろう？

　震えた声でそんなことを聞かれたって、きっと彼だって困ってしまう。でも一度口を開いたら、堰を切ったように想いが口から零れていく。

「料理とか、人間関係とか……いえ、そうじゃなくて。料理ができないのは良くないですけど、そういうことじゃ……なくて。大切なのは、そんなことじゃっ……なくて」

　知りあったばかりの彼に、どうしてこんなことを聞いてるんだろう？

　心に問いかけると、鼻の奥がツンとなる。

　初めて雅人を意識したあのときのことを思い出した。




　総合職の試験に無事に通ったことを彼に報告すると、自分のことのように喜んでくれた。

『おめでとう。だから、お祝いっていうか。桜井が頑張ったご褒美に夕飯おごるよ。あっ。でもそれじゃぁ、俺だけおいしい想いをしちゃうけど。……って、なに言ってんだろ。俺』

　そう言って、照れ臭そうに髪をかき上げた彼がおかしかった。でもその笑顔にドキッとして、たぶんあの瞬間に好きになっていた。

　初めて触れた指先。何度も重ねあった唇。どの瞬間も愛おしくて、大切にしたいと思っていた。大切にしてるつもりだった。

『友花、愛してる』

　雅人が数えきれないほどくれた言葉は、いつだって私を幸福な気持ちで満たしてくれた。

　だけど私は？

　パエリアを喜んで食べてくれた笑顔が、また見たい。もっと料理を頑張ろう。

　付きあいたての頃、そんなふうに思っていた新鮮な気持ちをいつしか失くしてしまった私は、いったいどれだけ彼に応えることができただろう。

　想いを伝える言葉だって、そう。恥ずかしいとか、忙しいとか、ついつい忘れてとか。そんなつまらない理由から伝えることの大切さを、手の触れる距離にある幸せを、いつしか意識しないで過ごすようになっていた。

　雅人との明るい未来を想像したこともあったのに、彼は一度も私に〝結婚〟の文字を匂わせることもなく、付きあって間もない別の女性と歩む道を選んだ。

　彼女にあって私にないものは、なに？

　それはきっと、欲しがるだけ欲しがって伝えきれてなかった言葉と、彼にもっと好きになってもらう努力を怠ったことかもしれない。

　別れを告げたのは雅人だ。だけど、そんな簡単なことに気づけなかった私が、この恋を終わらせた。

　変わらない想いなんて、この世にはないだろう。

　不確かなものだからこそ、大切にしないといけなかった。『好きだよ』と耳元で囁かれたその瞬間が、これからもずっと続くように。

　彼の想いが変わらないように……。

　祈るような気持ちで、私から伝えたのは、いつだったろう？

　考えても思い出せないくらい、私はなにも伝えられてなかった――。




「頑張れたことがきっとたくさんあったのに。それに気づかないで、彼の変わっていく想いにも気づけなかった。未練じゃなくて、それが悔しいんです」

　ずっとわからなかった答えに止めどなく想いが溢れて、カニの足に切り込みを入れていた手が微かに震え出す。

　ハサミを固く握り締めた私の右手が、隣から伸びてきた骨ばった指先に解かれる。カニを置いたまな板がスッと横にずらされた。

　感情が高ぶり身動きの取れなくなった私の代わりに、柏原さんはカニにハサミを入れて、バツンッと鋭い音を響かせる。

　二度目はもっと強い音。

　音が響く度に目の奥が熱くなる。

　それを堪えていると、今度は嗚お咽えつが漏れそうになる。

　だから彼は、もっと強い音をキッチンに響かせた。

　そんな気遣いが嬉しくて視界が歪み、喉が震えて声にもならない。

　強がっているだけで、本当はちっとも強くない。

　彼はそんな私を簡単に見抜いて、気持ちが落ちつくまで、黙って見守ってくれる。

　すごく優しい人だと思う。

　すごくすごく優しくて、だからこそ、その優しさに気づきたくなかった。だって一度触れてしまったら、体全身で寄りかかってしまいたくなる。

　その心地良さを知ってしまったら、ひとりで立ち上がることができなくなってしまうから。

　彼という人を知れば知るほどそんな想いに駆られて、だから何度も、「ダメだ」って心に言い聞かせていたのに。

　どうして、こんな話をしてしまったんだろう。こんな話をされても、彼は困るだけなのに……。

　これ以上は本当にダメだと固く目を閉じて、長い息を吐く。

　無言でカニを捌き続ける彼に、おどけた調子で声をかけた。

「えっと。いまのは、お腹の中にいるペットが話してました」

「流暢な日本語だな」

「そうなんです。なかなかやりますよね？」

「あぁ」

「だから、すみませんでした！　あっ。いまのは、私が代理ってことで」

　いたずらっぽく笑ったら、「ところで鍋はあるんだろうな？」と軽く睨み返された。




　そのあとは、いつもの調子に戻った柏原さんのおかげで下準備は終わり、超豪華ご自宅ランチがスタートした。

　テーブルを挟んで座り、産地直送のカニしゃぶを堪能しながら「あれ？」っと思う。

「そういえば。五月さんの家には、先に行かれたんですか？」

　彼はカニをぱくついたまま首を横に振った。

「じゃあ、まだ残ってますし、五月さんも呼びましょうよ！」

「アイツは、百円ショップの缶詰がよく似合う」

「またそんなこと言って」

　そんな会話を続けながら、立ち昇る湯気をぼんやり見つめていたら、柏原さんは突然、とんでもないことを言い出した。

「なぁ。俺って、モテるらしいな」

「そういうこと自分で言いますか？」

「事実だろ、実際」

　呆れる私に、彼はしれっと返してきた。

　えぇ。それはそうですけど？　たぶん、ご本人が思ってるより、ずっとずーっと、おモテになるんでしょうけど!?　ここで頷いてやるのもどうなのよ!!

　わざとらしいため息をついてやったのに、柏原さんは斜め上をいく言葉を続けていった。

「性格も素直で可愛い」

「そんな自信満々に言われても。素直って、一番遠い気が……」

　視線を横に流しながらポツリと言うと、「あ？」と睨み返される。

「いいぇ。ナンデモナイデス」

　鋭い目つきにびくつきながらも、思いっ切り棒読みで言ってやる。

　それにしても、どうしてそんなに自信満々なんだろう。まぁ、確かに。仕事も料理もできて、女性からもモテてて、欠点なんて見当たらないんだけど。

　そんな完璧すぎる人を前にすると、自分がちっぽけな人間に思えてくる。

　あぁ。今日は、なんだかものすごくネガティブだ。ダメダメ。せっかくのおいしい料理がこんな気持ちじゃ台無しだ。

　気持ちを切り替えようと、テーブルに落ちていた視線を上げる。

　ドクンッと胸が震えたのは、立ち昇る湯気の隙間から見えた彼の瞳に、暗い影が差したように見えたから。

　気のせいだと思った。

　でもその瞳は確かに揺れていて、彼が初めて見せたそんな姿に胸がギュッと締めつけられる。

　一瞬流れた沈黙のあと、彼は意外なことを口にした。

「自信満々か。だけどこんな俺でも格好悪いことに、昔はコンプレックス……のようなものがあったんだよな」

「コンプレックス？」

　完璧な彼には縁がなさそうな言葉で、思わず聞き返してしまう。窺うように見つめると、彼は一番近くの存在について語り出した。

「俺、弟がいるんだけど、アイツは俺とは正反対。アホみたいに前向きで明るくて。まぁ、実際。人を疑うことを知らないアホなんだけど。いるだろ？　居酒屋で隣に座ったオッサンとも、一瞬で仲良くなるような奴。そんな誰からも好かれる性格で、おまけに一般人にはできないような夢まで、さくっと叶えちまう。だからまぁー。親戚の間でもアイドル的存在だったよ。だから、実の弟にコンプレックス」

　淡々と続いた言葉はそこで止まる。

　テーブルに視線を落とした彼に、初めて聞く弱気な声に、かける言葉が見つからない。

　どうして、こんな話をしてくれるんだろう？

　いつもと違う様子に心配になる。

　すると、私の思考を見抜いたように、彼は小さく笑った。

「そんな弟からさ。あるとき国際電話がかかってきた。すげぇ焦った声でさ。『兄貴、スマホ変えたら絵文字打てなくなった！　マジどうしよう!!』って。ネットで取り説見ながら教えてやったら。今度はテレビの配線とかなんとか。『お前、どんだけわかんないことだらけだよっ』って呆れて言ったら、アイツ、ケロッとした声で、『やっぱ、兄貴はすげぇよ。昔からなんでもできるんだよな』って言ったんだよ」

　そこで目線を上げた彼の瞳が柔らかく細まる。綻んでいく頬、嬉しそうに引き上がる口角に気づくと、私の胸も温かくなる。

　彼はそんな顔を隠すように、鼻の頭をこすりながら続けた。

「それで思い出した。昔から勉強もスポーツも誰よりもできるようになった。それは、アイツに負けたくないコンプレックスからだと思ってた。でも違った。俺は、昔もいまも、『すげえな兄貴』って。頼られたかっただけなんだなって。そんなことに気づくのに、十年以上かかった」

　淡々とした言葉はそこで終わった。彼は立ち昇る湯気を気にするように鍋の火を止めてから、私に視線を向ける。

「だから俺だって……そんなに器用に、上手くやれてない」

　胸を突く言葉が静かに響いた。

　あぁ、そうか。どうしてこんな話を、たぶん他人には知られたくない想いを、彼が話してくれたのかが、ようやくわかった。

　彼の優しさに触れるのは、もう何度目だろう……。わからない。でもその度に胸が温かくなり、目の奥に押し込んだばかりの熱が溢れそうになる。

　本当は涙もろい私を見透かしたように、彼はいつもの調子で意地悪に笑う。

「それに料理できない女がぁ……なんて言ったらな。五月なんてひどいもんだ。アイツ、米を洗剤で洗うんだからな」

「えっ、そうなんですか!?」

　まだ目頭が熱を持っているから、誤魔化すように調子をあわせる。

「いや、想像だけど……。そうだろ、きっと。だから間違ってセレブ婚なんてしてみろ？　不思議系の料理を連発して保険金詐欺を疑われる」

「ちょっ……想像でそこまでって、ひどいです」

「まぁ。曲がったことが嫌いだから、後先考えずに突っ走るし。誤解もされやすいけど、悪い奴じゃない」

「わかります」

「それに一度餌付けしたら、パシリにもなってくれるし。使いこなせばなかなか便利だ」

「ひどいですね」

　知りあって間もないけれど、彼についてわかったことがある。

　少し照れ屋で不器用な彼は、その優しさを知られまいと、そうやって意地悪を挟んで誤魔化そうとする。

　彼らしい優しさが心に染みて目頭が熱くなる。

「ありがとうっ……ございます」

　震える喉からなんとか声を絞り出すと、彼はテーブルに手をついて立ち上がり、椅子に座った私の隣に歩み寄る。ふんっと鼻を鳴らした彼に、頭をコツンッとこづかれた。

「別に。礼とかいらない。そんな顔した桜井を見て、誰かがなんとかしてやりたいって思うんだったら、それがお前の評価だろ」

　あぁ。ダメだ。そんなこと言われたら、なんとか蓋をしていた想いが溢れそうになる。

　小指の古傷に視線を落とす。

　この傷を負ったあの夜。私は、誓ったはずなのに……。




　父が母でない女性と暮らし始めて家を出ていったとき、私はまだ七歳だった。

　そして、初めて母とふたりで過ごすことになったクリスマスイブ。

　仕事で帰りが遅くなった母を待ちきれなかった私は、母が前日に買っておいたチキンを切り分けようと、生まれて初めて包丁を手に取った。

　でも正しい持ち方なんてまだ知らなくて手が滑ってしまい、左手の小指を深く切りつけた。感じたことのない激痛に襲われ、泣き叫ぶことしかできない。

　隣の家のおばちゃんが私の悲鳴を聞きつけて、病院まで連れていってくれた。

『ひとりで留守番しているときは、キッチンには入らないこと』

　母にきつく言われていたから、病院に駆けつけた母の顔を見てドキッとした。でも母は叱るでもなく、私を強く抱き締めながら、「ごめんね」と声も上げずに涙を流した。

　頬を伝い落ちる母の涙。初めて見るそれに、胸が押し潰されそうになってわかった。深い悲しみを抱えながら涙を堪えていた母は、声を上げて泣くことができなくなってしまったのだと。

　だから、今度は私の番。

　父に裏切られて、目に見えない傷を負った母を私が守りたいって思った。

　包丁の切れ味がとか、仕事が遅くなったとか。声を詰まらせ必死に言葉を紡ぐ母に、「大丈夫だよ」と笑って見せる。

　私の笑顔につられて母も笑う。それだけで傷の痛みが和らいでいく。

　私にもできることがある。なんだかすごく誇らしかった。

　そして一生分の涙を流したあの日から、私は自分の感情をコントロールするようになった。

『友花ちゃん、こんにちは』

　道端でそんなふうに声をかけられたら、元気よく挨拶し笑顔を返す。町内会のお掃除だって進んでやる。近所でも聞きわけのいい女の子だと噂された。

　寂しくないわけがない。

　でも弱い自分を偽るのは意外と簡単で、母にも誰にも気づかれることはなかった。

　そうやって、感情を上手くコントロールすることに慣れた私は、大人になってもそれを続けた。だけどそれは、母を想って涙を堪えたあのときとは違う。

　誰かを強く求めて、拒絶されるのが怖いだけ。

　だからいつだって、深く追い求めることはしない。それは誰のせいでもない。自分の弱さが生み出した防御策だ。

『俺たち、別れた方がいい気がするんだ』

　雅人に言われたときだって、ふたりで話しあって解決するのではなく、納得するふりをして逃げただけ。そんなことをせず彼ときちんと話しあったら、結果は変わっていたかもしれない。

　だけど僅かな望みにすがるより、彼の言葉にこれ以上傷つくのを恐れてしまった。そうやって傷つかないための予防線を張る自分は、小指の傷を負ったあの頃よりも、ずっとずっと弱くなってしまった。こんな自分を変えたいと思う。

　でも、その術がずっとわからないでいる……。




　いまにも流れそうな涙を堪えようと、左手の小指にある古傷を指でそっとなぞる。

「いつもそうしてるのな。痛むのか？」

　こんなに古い傷、痛みなんてないってわかるはずなのに……。

　いたわるような優しい声が、簡単に涙腺を緩ませてしまう。

　彼には目に見えない心の傷まで、見透かされている気がした。

　傷を負ったあの日の痛みを、母の涙を思い出せば、溢れそうになる涙をいつだって簡単に堪えることができた。

　だから古傷を指でなぞり、深く深呼吸をする。

　そうすればいつだって、いまにも溢れそうな想いに蓋をすることができた。それは、誰も知らない私だけの秘密のおまじない。

　いままで誰にも気づかれることはなかった。

　気づかれたくない。そう思っていたはずなのに……。

　気づいてもらえたことが、いまどうしようもなく嬉しくて、噛み締めていた唇に涙がするりと入り込む。

　それを隠すように背中を丸めたら、隣に立った彼が腰を折り、私の髪を優しく撫でてくれる。髪に触れる指先の心地良さに涙を止めなきゃいけないって思うのに、どうしても泣き止むことができなかった。

　しばらく泣き続けて気持ちが落ちつくと、そっと顔を上げる。

　私を見つめる瞳が切なげに細まっていて、胸が締めつけられた。

　いつも自信満々で意地悪ばかりを言うくせに、時々遠回りをして優しさを届けてくれる彼には、そんな顔は似合わない。

　だから、大きく息を吐く。心配げに見つめる瞳に笑ってみせた。

「泣いたりして、ごめんなさい。だけど柏原さんが……」

「俺が？」

　素直にお礼を言っても、きっと照れ隠しで意地悪なことを言われてしまうだろう。だから、彼の真似をして少しだけ遠回りをする。

「らしくなく優しいから、悪いんです。だけど、ありがとうございます」

　いまできる精一杯の明るい声を出すと、彼の瞳が微かに揺れた。

　見つめあう一瞬。

　腰を折った柏原さんが、私の頬に残った涙の筋にそっと触れる。

　彼の瞳が斜めに傾き、静かに加速する鼓動。

「桜井」と優しい呼びかけに息をのむのと同時に、彼の唇がゆっくり降りてきた。







第四章　優しさの意味













「柏原君、どうだねうちの桜井は。足を引っ張ってるんじゃないのか？」

　最悪だ。嫌味たっぷりな声に、ため息をつきたくなるけど、部長だからしょうがないか。

　それでもゆっくり上昇するエレベーターが恨めしくて、急かすように階数表示を睨みつける。

　なんでこの三人が一緒になるかなぁ？

　こんな偶然を作った神様を呪ってやりたい。

　柏原さんにキスをされたあの日から、一ヶ月のときが流れていた。

　頬に軽く触れたキス。

　あれは、どういう意味だったんだろう？

　あの日から今日まで彼がそれについて語ることはなくて、胸になにかがつかえたような気持ちで毎日を過ごしていた。

　そして、部長と私の関係も変わらず平行線だけれど『B-Lover』プロジェクトは順調に進んでいる。

　今日はこのあと、四時から五月さんとふたりで女性誌に載せる広告の件で、広告代理店の営業担当者と打ち合わせがある。それだって問題なく終わりそうだし。

　二十代女子に人気の男性アイドルを使ったＣＭ制作も、柏原さん主導で取りかかっているし。テスト販売した試供品も評判も良く、販売目標も大幅に変更されている。

　私の後ろに並んで立つふたり。

　きっと部長の目の奥は笑ってないだろう。

　このタヌキ部長め。部下の様子を気にするふりをして、粗を探そうとするのがみえみえなんだから。

　そんなことを思っている間も、私の心臓はドクンドクンッと鳴り響く。

　部長の問いかけに、彼がなんて返すのか気になって仕方がない。

　待っていたのは、ほんの数秒。柏原さんがふっと息をついたのがわかった。

「足を引っ張るだなんて、とんでもないですよ。彼女が案を出してくれたキャンペーンイベント。なかなか好評で、上層部にもお褒めの言葉をいただきましたし」

　穏やかな声にホッと胸を撫で下ろすと、「桜井」と柔らかく名前を呼ばれて振り返る。

「そういうのはちゃんと報告しておけよ。部下の活躍は部長だって鼻が高いんだから」

　穏やかな笑みを向けられ、嬉しさよりもおかしさが込み上げそうになる。

　彼の意地悪な素顔を知っている私にはわかる。

『そんな嬉しすぎる報告。してないわけないよな？』

　そんな想いを含ませた柏原さんの言葉に、部長のゴルフ焼けした浅黒い顔が耳まで赤くなる。

　到着を告げるチンッという短い音がエレベーター内に響くと、部長は足早にエレベーターを降りた。

　ざまーみろ！　そう思ってしまう私って、なんて意地が悪いんだろう。

　開かれた扉から流れ込む空気は、ささくれた心を癒してくれる清々しいもので、もう少し話していたい気分だったけれど、小さく頭を下げてエレベーターを降りた。

　まぁ。こんな感じで、会社にいるときの彼は、頼りがいのある理想の上司だ。

「プライベートでの彼は、どうなの？」

　もしも、誰かに聞かれたら、「それは私が誰よりも知りたい」。きっと、そう答えるだろう。




　四時から二時間ほど予定していた広告代理店との打ち合わせが無事に終わり、訪問先の会社を出て、五月さんと帰りの電車に乗り込んだ。

　車窓から差し込む夕日は重い影を含ませて、冬の訪れを感じさせる。

　それもそのはず。あと二週間で十二月になる。愛しあう恋人たちが馬鹿みたいに浮かれて小躍りする、そんな季節だ。

　嫉ましさ全開な自分に、ため息をつきたくなる。

　帰宅時の混雑に巻き込まれたラッシュの車内。隣で吊り革を握り締める五月さんに、ずっと気になっていたことを聞いてみた。

「あの、五月さん。柏原さんの弟さんって、海外で生活されてるんですよね？」

「よく知ってるね。でも、いまは日本に戻ってきてるよ」

「そうなんですか。でも柏原さんも、弟さんと海外で生活していた時期があるとか？」

「いや、ないけどなぁ」

「そう……ですか。おかしいな。挨拶じゃなかったのかな」

　長いため息をついた私に、五月さんは不思議そうに首を傾げた。

　カーブに差しかかりゆっくり傾く車内で、吊り革を握る手に力を込める。

　柏原さん。どうして、あんなことをしたんですか？

　心で問いかけるのは、もう何十回目だろう。

　あの日、彼の唇が触れた頬にそっと手を添える。唇の感触がまだ残っている気がして、頬が熱くなる。

　あのとき、近づいてくる彼の胸を押し返して拒むこともできた。だけどそれができなかったのは、どうして？

　雅人と別れてから、誰かと触れあうことはなかった。拒めなかったのは、人恋しくなっていたのかもしれない。柏原さんも同じなの？

　いくら考えてもわからないなら、彼に直接聞いてみればいいのに……。

「柏原さん。どうして、あんなことしたんですか？」

　そう。そうやって声にして、聞いてみればいい。

　でも何度言い聞かせても、行動にうつせない自分の弱さにため息が漏れる。

　ガタンと車内が上下に揺れて、ハッと我に返る。隣からトントンと肩を叩かれた。

「ねぇ。アンナコトって？　柊司にナニされちゃったの？」

　耳元でいたずらっぽく囁かれて、体の機能が停止するかと思った。

「なっ、なんで！　五月さんがそれをっ!?」

「やだぁー。さっきからずっと、ずぅーっと。ぶつぶつ言ってたじゃない？」

　嘘でしょ!?　嘘だと言ってください!!

　恥ずかしさに声にもならず口をぱくぱくさせたら、五月さんはにんまりと顔を綻ばせる。

　あぁ、またしても心の声を垂れ流しちゃったのか……。

　カッと熱くなっていく顔を下に向けると、体を屈めた五月さんに覗き込まれてしまった。

「ほらほらぁー。前に言ったじゃん！　困ったことがあったら相談してねって。ってことで、詳しく話を聞かせてもらおうじゃないの」

　五月さんのカラッとした笑顔に、柏原さんにキスをされたあの日のことを思い出す。

　あのあと、ふたりの間に流れる沈黙が息苦しくて、五月さんを呼び出した。

『カニしゃぶカニしゃぶ！』と声を弾ませやってきた彼女は、ぎこちない私たちを見てなにかを感じたんだろう。

『なにか困ったことがあったら、相談してね？』とこっそり言われていた。

「大丈夫。私こう見えて秘密は守るし」

「でもっ」と声を詰まらせたら、「もちろん、柊司に話したりもしないよ？」と優しい声が重なる。好奇心ではない、気遣うような瞳を嬉しく思う。

　でも……、と迷う。

　柏原さんと親友関係にある五月さんに話すのは、間違っている気がする。でもでも、とぐるぐる思考を巡らせて、やっと答えを出した。

「じゃぁ、もうこんな時間ですし。夕飯でも一緒にどうですか？」

　結局、誰かに聞いてほしい気持ちが勝ってしまい、彼女の好意に甘えることにした。

　定時も過ぎていたし、会社に直帰の連絡を入れるため電車を降りた。

　それぞれの所属部へ電話を入れたあと、「どこにしようか？」と彼女とふたりで駅前をうろうろする。

　この駅は帰宅ルートから外れている。五月さんもそのようで、彼女が鞄からスマホを取り出してお店を検索しようとしたら、黒いジャンパーを着た居酒屋の店員らしき男性に声をかけられた。結局、彼にもらったサービス券につられ、歩いてすぐの居酒屋に入ることにした。

　ここ数年の流行である個室が売りの居酒屋の店内は、テーブル席が薄いカーテンでそれぞれ仕切られている。薄暗い店内はすでにカップルでいっぱいで、十五分ほど待ってからテーブル席に通された。

　注文したビールで乾杯を交わしたあと、話を切り出そうとする。

　どうしよう。誰にも言えなかったことをいざ話そうとしたら、急に緊張してきちゃった……。

　お酒の力を借りようとビールを喉に流し込み、ぽつぽつと語り始める。真剣な瞳で耳を傾けてくれた五月さんにすべて話し終えると、「そっかぁ」と呟きが零れる。

　彼女はビールが半分残った中ジョッキを顔の位置まで掲げた。

「もう一度、乾杯しよ！」

　このタイミングで乾杯をしていいものかと判断に迷う。

　でも、目の前に差し出されたそれを無視することもできなくて、カツンッとジョッキをぶつけあう。彼女は『オヤジ』と柏原さんにつっこまれていた見事な飲みっぷりで、ビールをぷはーっと一気に飲み干した。

　それにしても五月さんって、モデル体型で、顔もすごい綺麗。柏原さんと並んだら、そのままビールのＣＭに使えそう。

　そんなふたりは一時期、その仲の良さから付きあっているという噂があったらしい。カニしゃぶのときの会話を思い出す。

『五月がその辺に裸で転がってても素通りできるぞ』

『柊司が裸で転がってたら、写真に撮って一枚千円で売ってやる！』

『桁がふたつ間違ってんぞ。俺をそんなに安売りするな』

『つっこむとこ、そこか！』

　そんな言いあいをしてたっけ。本当、仲のいい兄妹みたいだよね。

　そんなことを思っていたら、テーブルに頬杖をついた五月さんが柔らかく笑った。

「ねぇ。柊司ってさ、無駄に顔がいいでしょ？」

「まぁ、そうですね」

　俺ってモテるらしいな、とか自分で言っちゃうくらいだもんね。

「無駄にモテるからねー。気を持たせることはしないと思うよー」

　そんなことを言われて返答に困る。瞳をうろうろと泳がせたら、「あれ？　なにその反応」と彼女は首を傾げた。

「いえ。あの、でもそれは、あのときは元カレのこともあって、落ち込んでいた私に同情してくれたんじゃないかなって思うんですけど」

「同情？　ないない！　アイツに、そんなピュアな感情あるわけないって」

「ひどっ」

「だって。『事実だし、実際』」

　語尾を柏原さんふうに低く変換されて、思わず吹き出す。

　でも五月さんがそうは言っても、柏原さんの本心は、やっぱり彼に聞いてみないとわからない。

　それに私の中にある消化不良の気持ちも、はっきりとはわからない。

　だけどこうして話を聞いてもらえるだけで、だいぶ楽になったな。

　それからしばらく五月さんがはまっているサッカー選手の話や、社内の噂話で盛り上がった。

　そして、ふと会話が途切れたとき、五月さんはなにかを思い出すようにポツリと言った。

「でも、そっかぁー。柊司もやっと前を向けたのかなぁ」

　しっかり耳を傾けてないと聞き流してしまいそうな静かな声。

「えっ？」と聞き返したら、彼女は『しまったぁ』というように目を泳がせた。

「あっ……うん。まぁ、アイツもね。長く生きてたら色々あるよねーって話で」

　ははっと誤魔化すようなぎこちない笑みまで返されて、ドクンと心臓が強く脈打つ。

　私が知っている柏原さんは、いつも自信があって前向きで……。

　彼女のぎこちない表情から、それが触れてはいけないことだとわかる。だからなにも言えずにじっと見つめ返すと、彼女は諦めたように息を吐いてから、結んだ唇を静かに開いた。

「実は、柊司ね。前の彼女に、結構ひどい振られ方したんだ。誰かと比べるのは歴代の彼女たちに失礼だけど。その彼女には、ものすごく本気なんだなぁって、アイツの話を聞いてわかったし。先のことを考えて形にしたものだって、アイツに頼まれて相談にも乗った。だけど、結局渡せなかったみたい」

　そこで一度言葉を止めた五月さんは、長く息をつく。低い声で、彼女は続けた。

「それをね。渡そうとしたんだけど、約束した待ちあわせの場所にも……来てもらえなかったんだって」

　口を閉ざした五月さんの顔はひどく歪んでいて、それは彼の傷の深さだと思った。

　先のことを考えて形にしたもの。

　それがなにを指すのかは明白で、心臓を鷲掴みされたように息苦しくなる。

　この痛みは、同情？　それもある。だけど、それ以外の……なにかが、ある？

　加速する鼓動に問いかけると、こめかみが痺れ出す。止めどなく頭をめぐる想いから逃れるように、まぶたを閉じる。

　重いまぶたをふたたび開かせたのは、五月さんの柔らかい声だった。

「友花ちゃんって、字が綺麗だよね」

「えっ？」

　突然そんなことを振られて首を傾げると、彼女はにっこり笑って続けた。

「プロジェクトが始まった頃、よく会議の議事録を取ってくれてたでしょ？　すごくまとまってて読みやすい。それにテスト販売のアンケートをまとめてくれたり。手間と時間がかかって、みんながやりたくないなって思うことを進んでやってくれてたよね」

「いえ。それは今回のプロジェクトで、私が一番年下の下っ端ですし」

「下っ端とか年齢とか関係ないよ。今回の公募プロジェクトに選ばれたのは友花ちゃんの実力なんだから。でも周りを気にして動いてくれてるところ。いつも感謝してる。って、これは柊司の言葉だけど」

　柏原さん。そんなふうに思ってくれてたんだ……。

　心臓がトクンッと小さな音を立てる。

「まぁ、アイツはあんな性格だしね。友花ちゃんに素直に感謝してるとか言わないと思うけど」

　五月さんはそう言ってカラッと笑った。

　足を引っ張ることだけはしたくないと思い、私なりにできることをやっていたつもり。

　思い出すだけで胸が温かくなる彼の笑顔と、簡単に涙腺を緩ませる優しい言葉が頭を過よぎる。

『そんな顔した桜井を見て、誰かがなんとかしてやりたいって思うんだったら、それがお前の評価だろ』

　柏原さんが私によくしてくれるのは、同情だと思っていた。それもあると思う。

　だけど、誰かに必要とされること。自分の居場所を見つけられたみたいで嬉しかった。

　素直に嬉しい。柏原さんに必要とされたことが。

　そんなことをぼんやり考えていたら、思考がどこか遠くに行ってしまっていた。それを呼び戻してくれたのは顔の前でパンッと手を鳴らし、お願いポーズをした五月さんだった。

「でさ。柊司のぶっちゃけ話はここまでってことで！　友花ちゃんに、ちょっとお願いがあるんだけどなぁ」

　甘えた声を出されて、なんだろうと、首を傾げる。

　目の前に一枚のメモを差し出された。




　そのあと女ふたりの飲み会は、五月さんに頼まれごとをされたこともありお開きになった。

「電話にも出れないなんて、やっぱり重症なんだ」

　街灯のあまりない暗い夜道で、耳に押し当てていたスマホをバッグに仕舞う。頬を切るような風に縮こまりながら先を急いだ。

　バッグには、五月さんから預かった仕事の資料が入っている。

　今日の午後、珍しく半休を取ったという柏原さんは、帰り際足がふらついていたらしい。

　デスクに忘れた仕事の資料を手渡し、具合が悪そうだった彼の様子を見にいくことが、五月さんの頼みごとだった。

　彼と初めて言葉を交わしたマンションのエントランスに辿り着く。中に入るでもなくうろうろしているだけの私は、監視カメラの映像で見たら不審者のようだろう。でも、いざメモにある部屋番号を見ながらオートロックのボタンを押そうとすると、指先が震えてしまう。

「やっぱり、私なんかが行って迷惑じゃないかな？　うん。お呼びじゃないってつまみ出されるかも。もしそうなってもショックを受けないように。心の準備をしておこうじゃないですか」

　そんなふうにぶつぶつとひとり言まで言い出す私は、完全な不審者だ。

　一度大きく息を吐いて心の準備を整える。いざ出陣と、部屋番号を入力してから、あれ？　と思った。

　いまさらですけど、なにをそんなに恐れる必要がある？

　だって、五月さんに頼まれただけで、そこに変な意味なんてないはずだ。

　迷惑？　心の準備？　そんなの考える必要、ナイナイ。

　自分でも理解不能な感情に、「あははーっ」と声高らかに笑い声を上げる。

『エントランスに不審者発見』

　機械的な声にハッと我に返り、慌てて後ろを振り返るも誰もいない。

　それもそのはず。

『なにひとりで笑ってんだ。恐れるって、なにやらかしたんだよ？』

　聞き慣れた意地悪な声がインターホンから聞こえてきた。

　抑えたはずの声。またしてもダダ漏れだったんだね……。

　あまりの恥ずかしさに、この場から消えてしまいたい。

『怪しさ満点だから、さっさと入れば？』

　馬鹿にするように笑った彼の声で、扉は静かに開かれた。

　そうそう。難しく考える必要なんてないんだ。

　そう思うのに、拒絶されなかったことにホッと胸を撫で下ろす。

『ボケッとしてると、閉まるぞ』

　急かすような声が聞こえ、慌てて扉に駆け寄った。

　柏原さんの部屋は、由梨さんが住む部屋のひとつ下の四階にあった。

　玄関先に出てきた彼は、グレーのトレーナーに、ゆったりとした黒のパンツを履いていた。

「どうぞ」と言った彼の顔色はいつもより青白く、髪も軽く跳ね上がっている。

　ダウンライトの照明に照らされた廊下を奥に進みながら、わしゃわしゃと髪を整えるその様子に、私が来る直前まで寝ていたこともわかる。

『B-Lover』のプロジェクトリーダーである柏原さんは、その他にも案件をいくつか抱えていると五月さんから聞いた。疲れきったように見える横顔に胸が締めつけられ、気づいたらこんなことを口にしていた。

「食欲はありますか？」

「食欲？　そんなにないけど……」

　珍しく怯んだような声が返され、サッと血の気が引く。

　私の言葉に怯むなんて、やっぱり普通じゃない！

「ちゃんと食べた方がいいです。私が作りますから。とりあえず買い物に行ってきますね」と踵を返そうとしたら、グイッと肩を掴まれる。

「買い物？　いや、冷蔵庫見てからにしろよ」

　なるほど。体調が悪いときでも適切な指示をくれるなんて、さすがだなぁ。

　そうだ。体調が悪いんだったら、お腹に優しいものがいいよね。食欲がなくてもお粥だったら食べられそうだし。しかも失敗もなさそう。

　彼の料理の腕前は知っていたから簡単なもので済んでよかったと思うのに、彼の背中についていく足取りはどこか緊張していた。

　自分でもよくわからない感情に首をひねりながら、リビングに辿り着く。

　ダークブラウンの家具で統一された部屋は、無駄がなく落ちつきがあって彼らしいなって思う。窓辺に背の高い観葉植物でも置けばもっと素敵かも。

　なんて、初めて彼氏の家に来たおせっかい彼女みたいだよね。

　そんなことを考えていたら、ＩＨのコンロが三つ並ぶシステムキッチンに辿り着く。バッグから仕事のときも使っているピンクレースのシュシュを取り出して、胸元にかかる髪をひとつにまとめてから、柏原さんと向きあった。

「えっと。お粥でよろしいでしょうか？」

「いいけど。卵と青ネギ入りな」

「はい」と答えると、彼は大型冷蔵庫の扉を開けて、ラップに包まれた冷凍ご飯を私に手渡す。

「冷ご飯はこれ使って。それと沸騰したら弱火にすること」

「もうっ。お粥ぐらい作れますよ」

　この前は難度の高い料理だったから手こずったけれど、お粥くらいは説明されなくても作れる自信があるのに。呆れたようなため息をつかれた。

「わかってないな。お粥を甘く見ると、泣くことになる。あれで結構奥が深いから」

　お粥さえ作れないと思われて、ちょっとショックだ。

「だからですねっ。変なことばっかり言ってないで、大人しくしててください！」

　強く言い放つと、彼は珍しくあっさり口を閉じてしまった。

　あっ。私こそ、病人に声を張り上げちゃった……。

　私の勢いに負けたのか、彼は私が手渡した資料を片手にキッチンをあとにした。

　うーわー、本当に大人しくなっちゃったよ。

　私が柏原さんを言い負かすなんてあり得ないんですけど。やっぱり具合が悪いんだ。そりゃそうだよ。だって、電話にも出られないくらいだもん。そうだ。この辺の薬局って何時までかな？　お粥を作り終えてからで間にあうといいけど……。

　ふつふつといい具合になってきた小鍋に卵を溶き入れながら、そんなことを思う。

　火を止めて彼が用意してくれた器にお粥を盛り、その上に青ネギを散らす。

　お粥が入った器をお盆に載せて廊下に出ると、さっきは閉まっていたドアがひとつ開いていた。中を覗くと、柏原さんはベッドに横になりながら書類に目を通していた。

　思わず眉がピクッと吊り上がる。

「ちょっと、仕事とかダメですよっ」

「なんで？」

「なんでって、大人しく寝てた方がいいですから」

「へぇー」

　なんか、ものすごく他人事みたいなんですけど……。まったく。病気になっても、このひねくれた性格は治らないんだなぁ。

　呆れた視線を流してから、サイドテーブルにお盆を置いて立ち上がる。

「それじゃぁ、私は洗い物をしてきますね。食べ終わったら寝てくださいね！」

　強めに念を押したのに、彼は体を起こしてベッドから足を下ろす。私の言葉を完全無視して立ち上がった彼に、ダメですよと声をかけようとすると、一瞬で距離を縮めた彼の右手が私の顎にかかった。

「桜井」

　キスをしたあの日のように柔らかく名前を呼ばれて、トクンッと胸が震える。

　吐息を感じる距離から探るように見つめられ顔を逸らそうとしたら、彼の右手がそうはさせないとばかりに、私の顎を上に向かせた。

　短い沈黙が流れて、高いところから私を見下ろす瞳がゆっくり降りてくる。

　思わずギュッと瞳を閉じたら、からかうような声が頬に触れた。

「青ネギ女」

　その言葉にカッと目を見開くと、顎を支えた指先がスッと離れる。

　意味がわからず、呆けた私の顔を彼は斜めに覗き込む。長い人差し指でくいっと下唇をなぞり上げられた。

「ちゃんと味見したんだな、合格」

　至近距離にある瞳に意地悪な色が差す。

　柏原さんはニヤリと笑いながら、青ネギ付きの指を目の前に掲げた。

　唇に青ネギがついてたんだ……。

　そんなことあるわけがないのに、また前みたいにキスされるかと思った。

　ひとりで意識しちゃって、恥ずかしすぎる。

　でもいつも意地悪ばかりを言う唇が近づいて、その涼しげな瞳に覗き込まれるだけで、私の心臓はどこかおかしくなったみたいにうるさい音を響かせる。

　この前も、いまもからかわれただけなのに、本当バカみたいだ。

　彼の涼しげな瞳を見ていたら、自分でもよくわからないため息が零れる。

　あぁ、そうだ。こんなことしてる時間はないんだ。薬を買いにいかないと。いま流行の風邪だったりするのかな？

　チラリと視線を流すと、重なることを意識した彼の唇は意外な言葉を告げた。




　それから三十分後、足元に生ぬるい温風が流れてくると、車は静かに動き出した。

　低いエンジン音が響く車内で、助手席から運転席の柏原さんに視線を流して口を尖らせる。

「具合が悪くないなら、電話に出てほしかったです」

「無理だろ、普通に寝てたし。俺だって、突然お粥を作り出す桜井に意味がわかんなかった。まぁ、五月の早とちりに踊らされたってことで、アイツに高級ランチでもおごってもらえ」

　彼は前を見つめながら小さく笑う。

　実は朝方まで広告代理店の接待で寝不足だった彼は、有り余っている有給を消化するようにと、宣伝部の部長に指示されて早退したとの話だった。

　そんなわけで、睡眠をたっぷり取って全快になった彼は、ドライブついでに私を家まで送ってくれるらしい。

「このまま帰るのもなんだな。どこか行きたいとこある？」

　そんなふうに聞かれたって、ホイホイ答えが出てくるほど、夜のドライブ経験値は高くない。とりあえず、デート雑誌に載ってそうなセリフを言ってみた。

「夜景が綺麗な場所、とかでしょうか？」

「テンプレ回答だな。まぁ、いいけど。それなら、あそこに行くか」

　さらりと返された答えに、なぜだかチクリと胸が痛んだ。

　あそこって、五月さんから聞いた彼女とも行ったのかな？

　運転席の彼へそっと視線を流す。

　まっすぐ前を見つめる瞳は仕事をしているときと同じ、真剣なもの。だけど、マンションを出る前に着替えた普段着姿は、会社では見られないものだ。

　Ｖネックの黒いセーターの首筋から鎖骨までのラインに、トクンッと鼓動が反応する。

　行き交う車のライトと街灯に照らされた横顔を見つめながら、この時間がものすごく贅沢なものに思えてきた。

　贅沢？　それはそうだと思う。

　だって、会社で誰かに話したら、羨ましがられるシチュエーション・ナンバーワンだ。

　柏原さんみたいな人とデートみたいなこと……。

　本当なら緊張してガチガチになっちゃうと思うのに。でも、どうしてだろう？　ふとした瞬間に会話が途切れてしまっても、息苦しくない。

　静かに流れるＢＧＭとエンジン音が心地良く耳の奥まで響くと、なんとも言えない温かい気持ちで、胸がいっぱいになる。

　前方に見える信号機が赤から青に変わり、車は微かな振動を響かせて、ふたたび動き出す。

　静かな沈黙が流れる車内で、彼はポツリと呟いた。

「お粥、うまかった」

　しっかり耳を傾けてないと聞き逃してしまいそうな声が、ＢＧＭだけが流れる車内に溶けていく。

　前を向く涼しげな瞳が照れたように細まる。

　ただそれだけで胸が震えて、早く返事をしたいのに喉が乾燥したように声にもならない。

　ただ首を横に振ることしかできないでいると、彼は静かな声で続けた。

「……らしくなく、優しい桜井に驚いた」

　それはカニしゃぶの日、彼に言った言葉だ。

　不意に届いた優しい声に、鳴り止まない鼓動が漏れ響いてしまいそう。

「柏原さんの方が……優しいです」

　鼓動のうるささに堪えきれず、声を絞り出す。

「へぇー、なるほどな」

　他人事のように呟いた彼は、なにか納得するように深く頷いた。

「なるほどって、なにがですか？」

　カーオディオから流れる音楽に乗せて、鼻歌まで口ずさみ始める彼に聞き返す。でも、彼は静かな笑みを浮かべただけだった。

　そのまま車は入り組んだ住宅街を走り抜け、勾配の急な坂道を駆け上がっていく。

　都内から少し外れた場所なのかな？

　遠くに見える高層ビル街にぼんやり目を奪われていると、車が道路脇に停車した。

「着いた」

　柏原さんはそう言ってエンジンを切り、カチッと小さな音を響かせてシートベルトを外した。私も外そうとするけれど、街灯もなく暗い車内のせいで苦戦してしまう。

　もたもたと苦戦すること、数秒。

「不器用な女」

　呆れ返った声にぐっと息を詰まらせたら、シートベルトのロックにかけた手が優しく掴まれる。そのまま肩をシートに押しつけられ、覆い被さるようにふたりの体が重なった。

　彼の息遣いを感じるほどの距離。

　すらりと伸びた長い腕が服の上を掠めていくと、息が詰まりそうになって、固く瞳を閉じて待つことしかできない。

　たった数秒のことなのに、それが永遠のように長く感じてしまう。

　鳴り響く鼓動を服の上から押さえつけていると、カチリと音がしてベルトが体を滑らせていった。

「ありがとう……ございます。やっぱり柏原さんは、優しいんですよね」

　あまりの緊張から、声が掠れて恥ずかしくなる。

　もうっ、本当に意識しすぎ。こんなの、なんてことないのに。ただ親切でやってくれただけなのに。

　心に言い聞かせながらそっとまぶたを開くと、真剣な瞳が私を見つめる。

「俺が優しいって思うなら、それは全部意味がある」

　心臓をひと際高鳴らせる声が鼓膜まで響いた。

　それって、どういう意味ですか？

　聞き返したいのに、肩に置かれた指先に力が加わるだけで、体が硬直したように動けなくなる。

「桜井は、どうなの？」

　少し掠れた声が静寂に溶けていく。

　射抜くような瞳にじっと見つめられ、息をのむことしかできない私に、彼はふっと息をついてから笑った。

「時間切れ。寒いから、コート着て降りろよ」

　緊張で痺れた頭をポンッと軽く叩かれる。後部座席に置いていたコートを手渡され、そこでやっと体の硬直が解かれた。

　道路脇に停めた車から少し歩くと、この辺りに住んでいる人しか知らないであろう、ベンチとブランコしかない小さな公園に辿り着いた。

　高台にあるこの場所は街を見渡すことができる。

　しばらく眼下の景色を眺めてから、隣に立つ彼へそっと視線を流した。

　ひんやりとした夜風が彼の前髪を揺らしている。眼下に広がる景色よりもっと遠く、なにか目に見えないものを見つめるような瞳に、なぜだか胸がざわつき始める。

　ドクンッと鼓動が跳ね上がるのと同時に、消え入りそうな声が零れた。

「聞いても、いいですか？」

　勇気を持って言ったつもりだ。それなのに。

「内容による」

　すっかり見慣れた意地の悪い笑みを返される。

「やっぱり、いいです」

　そんな顔をされたら、そう返すしかない。

　少しいじけるように顔を背けたら、からかうように言われた。

「諦めのいい女で助かる」

　いつもと変わりない彼の様子に、ほんの数秒前まで胸に過っていた〝ある予感〟を全力で否定したくなる。

　私の中の小さな勇気が萎んでいく。けれど、僅かに残った勇気を振り絞り、思い切って言ってみた。

「あのっ。さっき……どっ……いっ……やっぱりいいです！」

　彼の瞳は探るように私を見つめる。

　そんなふうにされたら言えるものも言えなくなってしまい、唇を閉ざすしかなかった。恥ずかしさに視線を落とすと、下から顔を覗き込まれる。

　すべてを見透かすように彼は言った。

「あの。さっきのことですけど、どういう意味ですか？　……とか聞きたい？」

　ひんやりした空気に、静かな声が溶けていく。

「当たり？」

　ハッと顔を上げると、思いがけず優しい色を含んだ瞳に吸い寄せられる。

　夜風が胸にかかる髪をふわりと揺らす。

　胸が締めつけられて身動きが取れないでいると、彼が頬にかかった髪をそっと耳にかけてくれた。指先が頬を掠めるだけで、息が苦しい。

　今日何度も押し寄せたこの痛みは、いったいなに？

　答えを出そうとすると、また同じように頭が痺れ始める。

　あまりにもまっすぐな瞳を直視できない。逃れるように顔を背けたら左手を強く引かれて、一瞬で温かい腕に包み込まれていた。

　背中に回った彼の腕に力が加わる。

　冬の訪れを感じさせる冷たい風が、近くにそびえる木々を揺らし、ざわめきに紛れた声が鮮明に鼓膜まで届いた。

「どういう意味って聞かれたら、桜井とこうしてたいって思った」

　少し照れたような声に、心臓がトクンッと優しい音を奏で始める。

　突然届けられた想いに、戸惑いがないって言ったら嘘になる。

　だけど、こんなにも安らげて温かい気持ちになれたのは、ずいぶん久しぶりな気がして、この時間が長く続いてほしくて……。

　広い背中にそっと腕を回した。

　しばらく、胸板から伝わる鼓動の響きに耳に澄ませていたら、私を抱き寄せた彼の腕が少しだけ緩まる。

　それが合図となって自然と上がる目線。

　柔らかい曲線を描く瞳に愛しさがつのる気がした。

　愛しさ？　それとも、この状況に流されてるだけ？

　そう心に問いかけたら、言葉の代わりにトクンッと胸が答えた。

「桜井」

　耳触りの良い声が頬に触れて、大きな掌が私の後頭部を優しく引き寄せる。斜めに傾いた瞳が、長いまつげを伏せながらゆっくり近づく。

　拒もうと思えば拒める状況は、この前と同じ。

　だけど、彼の前髪が私の頬骨に触れるのを待って瞳を閉じると、そっと唇が重なりあった。

　優しくて心地良いキスを何度か重ねる。

　呼吸が苦しくなるとそっと引き離して、見つめあってから、また触れあわせて。

　一度触れると離れがたくなる唇が、何度も角度を変えて重なりあい、その深みを増していく。

　触れあう度に高まっていく熱が、体中を駆け巡る。

　熱すぎず、どこまでも心地良いそんな熱。

　酔いしれて離れられなくなるほど深く求めあってから、十分潤った下唇を甘く噛まれると、堪えきれない吐息が唇から零れてしまう。

　恥ずかしさに薄く瞳を開いたら、艶っぽい瞳が私を見つめた。

「そんな顔……するな」

　掠れたアルトヴォイスに、切なさに似た感情が胸を締めつける。

　彼の指先がゆっくり背中を伝いながら腰の位置まで落ちていくと、なにも入り込む隙間がないほど強く抱きあいながら心地良い熱に身を委ねていった。







第五章　大切にしたい想い













『B-Lover』のマスコミ向けのプレリリース原稿を抱えて宣伝部を訪ねる。

「……ここにきて無理です。そんなのっ」

　室内に鋭く響いた怒声にビクッと肩が震え上がった。

　感情を抑えきれない声は、初めて聞くもの。

　それはきっと声を荒げた柏原さんを遠目に見る五月さんや、宣伝部の他の社員も同じなんだろう。その場にいるすべての人が作業の手を止め、彼と対峙する彼女を見つめていた。

　縦型のブラインドを背にして座る彼女は、表情を崩すことなく、冷淡な瞳を彼に向ける。

「柏原君。これはもう決定事項なの。『B-Lover』の雑誌関連の広告は、幅広い層を意識したものに変えること」

「ですがっ、プロジェクトのコンセプトは……」

「えぇ。二十代から三十代のＯＬをターゲットにしたものよね。でもね、プロジェクトが進むにつれ、最初のプランと変わることもある。あなただって、いくつものプロジェクトを仕切ってきたなら、わかるでしょう？　それにね。ここにきて上の意見が割れるってことは、あなたの責任でもあるの。どうしても納得がいかないのなら、まずはすべての人を納得させるだけの材料を用意しなさい」

　ピシャリと突き放した言葉に、彼は顏を歪めて押し黙る。

　不穏な空気が流れ、静まり返った室内。それを破ったのは野太い笑い声だった。

「よっ。宣伝部の名物劇場の始まりだな」

　からかうような口調でふたりの間に入ったのは、遠目からでも上質とわかるオーダースーツに身を包んだ中年男性。

　あと数年もすれば、役員の椅子が約束されていると噂がある、宣伝部の部長だった。

「おい、柏原。このまま言いくるめられたら、一生頭が上がらんぞぉ」

「わかってますよ。材料はすぐにでも用意します」

「期待してるぞ」

　彼の士気を高めるような明るい声がフロア全体に響くと、少し気を落としたように見えた柏原さんの顔が綻んでいく。

　張り詰めた空気が穏やかなものへと変わっていった。

　すごい。一瞬で空気を変えてしまう人って、本当にいるんだなぁ。

　そのあともまるで何事もなかったかのように、他の社員に声をかけて回る部長を感心する瞳で見つめていると、不意にこちらを振り返った柏原さんと、視線がぶつかった。

　彼の薄い唇が、なにか言いたげに動きかける。

　でも彼は言葉にすることなく、宣伝部のフロアをあとにした。

　追いかけた方がいい？　でもひとりになりたいのかな。

　そんな迷う気持ちもあって、一歩前に踏み出せない。

　彼の背中がガラス扉の向こうに消えていく。それを見つめていたら、トンッと後ろから肩を叩かれた。

「みっともないとこ見せちゃったわね」

　振り返った先には、バツの悪そうな顔で肩をすくめた、由梨さんの姿があった。

　急な人事異動で大阪支社営業部三課の課長を務める彼女は、こちらでは宣伝部の係長でもある。

　今回の彼女の人事は、大阪支社で新しく立ち上げた部署が落ちつくまでの一時的なもの。……というのは表向きの理由だ。

　異動の背景には、まだ社内に根付いている年次昇進体質を変えたいという、新経営陣の狙いもあるとも噂されている。

　女性管理職の比率が対外的にどれほどのイメージアップに繋がるのかはよくわからない。でも、会社っていうのは、そういった細かいところも気になるようだ。

　そんなわけで、独身で仕事もできる女性というのは、使い勝手が良いとされるのか、由梨さんは入社してからこれまで何度か部署を異動している。

　彼女が人事部に所属していた頃、社内研修を担当していたことがあって、私も色々とお世話になっていた。

　綺麗で、面倒見が良くて、偉ぶるところもまったくない。男性上司には理解できないようなことも、親身に相談に乗ってくれたりもする。

　そんな彼女は、女子社員の駆け込み寺的存在と言ってもいい。

　研修で由梨さんに憧れた女子社員の間では、『由梨組卒業生』なんて言いあって、みんなで連帯感を高めたりすることもあった。

　女子社員の憧れの存在である彼女は、私が持っている書類に視線を落として、ため息をついた。

「友花ちゃんが持ってるその書類『B-Lover』のよね？」

「あっ、はい」

「ごめんなさいね。でも、柏原君にも話した通りなの。私も本当は彼の言うように、最初のプランと変えるなんてやり方は、間違ってるって思うんだけど」

「えっ。だったら」

　柏原さんにも、そう伝えてあげればいいのに……。

　心の声に、由梨さんはいたずらっぽく笑う。

「さっきは周りも巻き込んでやり過ぎちゃったけど。彼にはあれくらいでちょうどいいの。あれで、すごい負けず嫌いなんだから。きっと、上の人間を納得させる材料を私に突き付けてくるわ」

　彼女はそう言って、柏原さんが立ち去った方向へ視線を向ける。凛とした横顔に自然と頬が綻んでしまう。

　認めているから、あえてつき放す。そんな信頼関係って……。

「素敵ですね」

　思わずポロリと零れた言葉に、由梨さんは不思議そうに目を瞬かせた。

「あっ、いえ。由梨さんは柏原さんのことよくわかってるんだなぁって思って。羨ましいなって」

　話の流れでうっかり、彼との関係を口から滑り出しそうになり、なんとか堪える。

　柏原さんは同じプロジェクトの責任者だし、あの夜のことは、まだ誰にも話してない。上司と部下というタイミングで、打ち明けるのもどうかと思っていたから。

　だけど、由梨さんの優しい瞳を前にすると、仕事上の立場も忘れて無性に聞いてほしくなってしまう。

　柏原さんがくれた言葉を思い出す。

『桜井とこうしてたいって思った』

　思い出す度に、幸せな気持ちで満たしてくれる、その言葉を思い出す。

　一度目は頬に触れたキス。

　二度目に触れあうその瞬間。まだ完全に雅人への想いを消化しきれてない気がして、ただ流されているんじゃないかって、少し戸惑う気持ちもあった。

　だけど理屈ではなく、触れあう度に離れがたくなる唇が、言葉よりも饒舌にその迷いごと奪い去ってくれた。

　そんな予感はあった。だけど、触れあって初めてわかるなんて。

　これって、体から始まる恋ってこと？　いや。それはちょっと言いすぎかもしれない。

　そんなふわふわした気持ちでいると、くすっと小さな含み笑いが耳に届いた。

「友花ちゃん。いい顔してるなぁ」

「えっ」

「柏原君のこと、好きなのね」

「あっ、えっと……」

　すべて見透かした瞳に、ドキッと心臓が跳ね上がる。

　どうしよう。話してしまおうか？　でも、由梨さんは柏原さんの上司なわけで。やっぱりまずいよね。

　でも、でも！　由梨さんだったら話してもいいかな。

　どうしようと迷っていたら、周りを気にするように距離を縮めてきた由梨さんが、「いいこと教えてあげる」とそっと耳打ちをしてきた。




　彼女が言うには、宣伝部があるフロアには、普段使われていない備品室があるらしい。

　教えられたように、エレベーターホールの前を通り過ぎて廊下を奥に進む。

「ここだ」

　その部屋の扉は閉まりが悪いらしく、少しだけ開いていた。

　扉をそっと手で押して八畳ほどの室内に足を踏み入れると、中は少し埃っぽく、大きな窓がひとつだけある。

　三分の一ほど開いた窓に、彼は片肘をついて体を預けていた。

　横から吹きつける強いビル風が彼の髪を揺らす。

　乾燥した十二月の空を仰いでいた瞳が、静かに近づく私に気づくと驚いたように丸くなる。それはすぐに不機嫌そうに細まった。

「サボりか」

「リーダーに言われたくないです」

「なんで、ここがわかった？」

「ここは宣伝部社員のサボりスポットだって。由梨さんに聞きました」

　さっきのやり取りが気になっているのか、柏原さんは不機嫌全開とばかりに眉間に皺を深く刻み、そのままなにか考え込むように黙り込む。

　うわぁ。やっぱり、ご機嫌斜めだし。

　そんな彼を横目に、どうしようと一瞬迷う。でも、ポケットから取り出した物をおずおずと差し出した。

「なに、これ？」

「見ての通り温泉饅頭です。三時のおやつだって宣伝部で配ってました。これは柏原さんの分ですよ」

　私の掌には、由梨さんが配っていた温泉饅頭がふたつある。

　大阪から一時的に戻ってきた彼女の手土産の品を、私もさっきその場でいただいてしまった。

　私が差し出す温泉饅頭に、なにやら真剣な眼差しを注いでいた彼が小さく呟く。

「これ、こしあん？」

「こしあん、でしたよ」

　舌触りを思い出しながら答えたら、ホッとしたように頬を緩めた彼に、ある予感が頭を過る。意外な一面に吹き出しそうになり、口元を手で覆った。

「なんだよ？」

「えっ、いやぁーそんなに気にするなんて。つぶあんが食べられないのかなーって」

　そうだよね、きっと。らしくなく、可愛いなぁ。

　なんて言葉は、向けられる鋭い瞳に肩がすくんで、喉の奥に消えていく。

　でもね。申し訳ないけど、弱みを握れた気分なんですよ？

　そう思うと、ふふっと口元が緩んでしまう。

　そんな私を軽く睨みつけ、チッと舌打ちをした柏原さんは、私の掌からお饅頭を奪い取る。

　それをジャケットの内ポケットに無造作に放り込むと、私を見つめる瞳が挑発的に細まり、耳元でそっと囁かれた。

「食ったの？」

　耳たぶに吐息がふわりと触れて、ぞわりと背筋が粟立つ。

　いつも不意打ちでやられてしまうそれに、今日もまた声にならない声が漏れると、耳たぶから離れた唇がその吐息ごと一瞬で奪い去った。

　押し当てるようなキスから、下唇を甘く噛まれる。

　それだけでも鼓動が速まってしまうのに、彼は気持ちを煽るように唇を軽く触れあわせながら、甘い声で囁いてくる。

「答えないなら、確かめるだけだな」

　意地悪な囁きが鼓膜まで響き伝わると、薄く開いた唇にするりと熱い舌先が入り込む。角度を変えながら激しく動き回る熱に、いま置かれている状況を忘れそうになる。

　ここ、会社なのに……。

　そんな羞恥心も働いて、彼の胸板を押し返そうとする。だけど、右手で背中を強く抱かれ、彼の空いている左手が、ゆっくり体を伝いながら腰の位置まで落ちていく。

　さらに膝を割るように片足に入り込まれたら、隙間なく体が密着してしまった。

　こんなところ誰かに見られたら、恥ずかしすぎる……。

　そう思うのに深く絡みあうキスに吐息が荒く乱れて、また新たな熱で体温が高まっていった。

　どれくらいの時間が過ぎただろう。

　吹きつける風の冷たさも感じないほど長く触れあって、一度強く抱き締められてから、唇をやっと解放された。

「やりすぎた？」

　拒否権もなく強引にされたかと思えば、乱れた前髪を優しく直してくれる。

　いまさらながら、この人が好きだと思う。

　優しく抱かれた腕の中で幸せに浸っていると、首筋に顔を埋めた彼が、小さく声にした。

「友花」

　初めて呼ばれる自分の名前さえも愛おしく感じて、広い背中に腕を回した。

　それから時間を忘れてしばらく抱きあい、長く続いたキスのあとで、柏原さんに聞かれた。

「今度の土曜日、どこか行く？　って、ダメだな。車がちょうど車検だった」

「あっ。私も、すみません。土曜はマンションを探しにいこうと思ってて」

　このところの忙しさで、頭からすっぽり抜け落ちていたけれど、マンションの更新が迫っていた。

　引っ越しを考えたきっかけは、雅人のことだった。消化できない想いを抱えたまま、あの街で過ごすことは、自分のためにも良くないと思っていたから。

　いまは完全に、その想いは消えてなくなった。

　でも、一度引っ越しを考えたら、新しい場所で生活したい気持ちが高まってしまった。

　せっかく誘ってくれたのにな。少しでもいいから、会いたい。

　自分の用事で断ったくせに、なんてわがままなんだろうと思う。

　でも、会いたいという気持ちが勝ってしまい、どうにかならないかと考えてみる。

　実はネットで不動産情報をすでに検索していて、気に入った部屋を見せてもらう約束を取りつけていた。

　その日、めぐる予定の不動産会社は二社。内見は、全部で六軒だったはず。

　ダメだ。どう頑張っても夜までかかりそう。

　それはそうだ。だって計算してみて、一日では足りなそうだったから、諦めた物件があったくらいだし。

　残念だなと、重いため息をつきそうになると、ポンッと優しく頭を叩かれた。

「そういうことなら、桜井に付きあう」

　付きあう。

　何気なく言われた言葉に胸が弾む。そんな単純な自分の胸に、活を入れてやりたい。

　はじまりを決定付ける言葉に、私はどれだけ飢えてるんだろう。そんな言葉がなくても、そのぬくもりを肌で感じて、彼の気持ちをわかっているつもり。

　柏原さんは、雅人とは違う。比べるつもりもない。

　それに言葉が欲しいなら、自分から声にすればいいだけだ。でも、自分から想いを口にすること。私は昔から上手くできなかった。

　できないのとは、少し違う。怖いのだと思う。

　なにかを期待して拒絶されることが、怖くてたまらない。だから、自分から与えるより常に相手に求めてしまう。

　それは、幼い頃に家を出ていった父の影響があるのかもしれない。成人したいまだって、家族を捨てて不倫相手を選んだ父の気持ちはわからないし、数年前に癌で亡くなった父に、最期まで聞くことはできなかった。

　父に答えを求めて、偽りのない言葉を返されていたら、自分の中のなにかが変わったのだろうか？

　変わらなかったかもしれない。でも、変えたい。

　いつまでも臆病な殻に閉じこもる自分を。

　そう強く思いながらも、クリスマスを家族で過ごせなくなったあの冬から、私はなにも変えられずにいた。




　空が暗雲に覆われた土曜日。

　肌にまとわりつくような生暖かい風が十二月の乾燥した空気を湿らせ、綺麗にセットした髪は、数時間も経つとぺしゃんこに押し潰されてしまった。

　いつ雨に打たれてもおかしくないどんよりとした天気の中、柏原さんと一日かけて六軒の内見を終えて、不動産会社に戻ってきていた。

　人当たりの良い営業マンが上司らしき中年男性に呼ばれて席を外すと、それまで隣のパイプ椅子に腰かけて黙り込んでいた柏原さんに、顔を覗き込まれた。

「なんだよ、その締まりのない顔」

「締まりのないってっ、失礼だと思いませんか？」

「まったく思わない。事実だし、実際。それより、ずいぶん乗り気だったけど。今日のいまで、決めるつもりかよ？」

「えっ。だって、五軒目の物件。すごく好条件じゃないですか？」

　六軒回った中で、五軒目の物件は、営業マンも一押しだった。

　日当たりも良くて角部屋。しかも管理費を含めた家賃だって、考えていた予算より五千円も安かった。駅から少し離れているのが難点だけど、それを十分補う設備も魅力的だ。

　ついさっき言われたように、迷っていたら、すぐにでもなくなってしまいそうな物件だと思うんだけどな……。

　そんな想いを乗せた瞳を隣に向ける。すると、大きなため息をつかれた。

「今日、何曜日？」

「えっ、土曜日ですけど？」

　それがなにか？　とばかりに首を傾げたら、彼は持参してきた地図をテーブルの上に広げた。

「さっき、あの営業マンは触れなかったけど。ほら、地図のここ。あのマンションの裏手が、幹線道路の抜け道になってる。今日は土曜だからわからなかったけど、平日は大型トラックの交通量もかなりあるだろ、たぶん。そうなると交通振動とかも気になるし、平日にもう一度足を運んでから決めた方がいい」

　すらすら並べられた言葉に、ほぅっと感嘆のため息が零れる。

「マンションの窓を開けてなにかを観察してたのは、そういうことでしたか」

「のんびり景色を見てたとでも？」

「いや。退屈そうで、悪いなって」

「ただボケッとしてたと思ってたのかよ。失礼だと思わないのか、俺に？」

「ですね」

　ついさっきのやり取りをまるっと返されて、肩をすくめる。

「でも交通量の多い道沿いに住んだことがなくて、そういったポイントは見逃してました。ありがとうございます」

「別に。いま住んでるマンション買う前に、不動産情報誌はよく読んでたからな」

　テーブルに広げた地図を手に取り、ぱらぱらとページを捲りながら彼は言う。

　ふと由梨さんの顔が頭に浮かんだ。

「そういえば、どうするんですかねぇ」

「なにが？」

「ほら、五月さんも言ってたじゃないですか。由梨さんがセレブ婚するかもしれないって。そうなると、いまのマンションを売りに出したりするのかなって。相手の方が望んだら仕事も辞めたり……は、しないですよね」

　視線を天井に向けながら、ときどき様子を見にいく彼女の部屋を思い出す。

　角部屋の三ＬＤＫで広さ十分なリビングルームには、雑貨店巡りが趣味のひとつだという彼女が集めた小物が、飾り棚にセンス良く置かれていた。それなりの値段がしたと言っていた、細部にまでこだわってオーダーしたらしい明るいオレンジ色のシステムキッチンも素敵だった。

「もし売ることになったら、まだ入居して二年だしもったいない気もしますよね。それに、由梨さんがセレブ婚なんて……」

　いい意味で、彼女には似合わない。

　ものすごく勝手だけど、そんなふうに思ってしまう。

　由梨さんではなく他の知らない誰かだったら、五月さんが言うように、おめでたい話だと思うのかもしれない。

　二年前、マンションに入居する彼女の引っ越しを手伝ったとき、彼女が見せた清々しい笑顔が頭に浮かんだ。

『これで一生仕事が恋人になっちゃったね。でも、仕事は裏切らないからなぁ。頑張った分だけ、ちゃんと自分にご褒美が返ってくる。田舎の両親には、結婚を諦めたのかって呆れられちゃったけどね。男前な決断をした自分に、乾杯だね』

　引っ越しの段ボールが部屋の隅に積まれたリビングの窓辺で、由梨さんは缶ビールを片手に柔らかく笑った。

　いつもと変わりない笑顔。

　でも色濃い夏の夕日を見つめる瞳に、影が差したように見えた。

　引っ越しの少し前に、お酒にのまれた由梨さんが話してくれたことがある。

『好きになっちゃいけない人を好きになっちゃった』

　彼女が意識を失う寸前まで酔い潰れたのは、私が知っている限りそれが初めてだ。その言葉に一瞬、父の顔が頭を過った。

　叶わない恋が、必ずしもそうとは限らない。

　頭に浮かんだ妄想を慌てて振り払ったのを思い出す。

　社内でも出世頭の由梨さんは上層部に目をかけられていて、そんな彼女を快く思わない社員も少なくない。彼女もそれを感じ取っていると思うし、あからさまに態度に出す人もいる。表情に出さないだけで考えることも多いと思うのに、精一杯気を張って仕事をすすめる由梨さんに、憧れる社員もたくさんいる。

　そんな彼女が恋に落ちるとしたら、相手はどんな人なんだろう？

　そうして想いを巡らせていたのは、時間にしてほんの数秒。私の意識を現実に引き戻す低い声が隣から聞こえた。

「あのさ」とポツリ呟いた柏原さんは、なにか迷うように、そこで口を閉ざす。

　言いかけてやめるなんて、物事をはっきり言う彼にしては珍しい態度だ。

「どうかしましたか？」

　テーブルの上には、営業マンが広げたまま置いていった物件の資料があって、彼はその一点に視線を落としたまま動きを止める。

　またなにかいい物件を探すネタでも、思い出してくれたのかな？

　そんなワクワクする気持ちでいると、彼が視線をゆっくり上げる。

　なにか告げようと動きかけた唇がハッと息をのみ、彼の視線が私の頭を通り越す。

　警戒するような視線を追って後ろを振り返ると、ガラス製の自動ドアから現れた一組のカップルが目に映った。

　肩までの髪を緩く巻いた女性と笑いあっている男性は、雅人だった。思わぬ場所での再会に驚き、つい彼を下の名前で呼びそうになった。

　雅人の隣にいる女の人は、婚約者だよね。

　彼女の左薬指にある幸せの証を見て、いいなぁと思ってしまうのは、完全に第三者的な感想だ。

　百七十五センチの雅人と並んでいても、頭がひとつぶん低い彼女は、柔らかい笑顔を彼に向けていて、ふたりはお似合いだなって素直に思うことができた。

「えっ。桜井……と、柏原さん!?」

　私と彼の視線にようやく気づいた雅人が目を丸くする。

　隣にいる彼女が、不思議そうな顔を向けているのに、「えっと。あっ、そっか。そっか、そっかぁー！」とひとりで納得するようにうんうんと頷き始めた雅人は、外の湿り気を含んだ空気を吹き飛ばす明るい声を上げた。

「あぁ、ごめん。紹介するよ、彼女は桜井さん！　俺と同じ会社の総務部で働いてる。それと隣のイケメンな彼は、宣伝部エースの柏原さん。ふたりは同じプロジェクトチームで、仕事でもプライベートでもタッグを組んでいる恋人同士……って、なんか言い方がオヤジっぽいなぁ、俺」

　誰もなにも、ツッコんでないのに、雅人は頭をがしがしとかきながら、ひとりで笑い出す。

　それにしてもですよ？

　私がイジイジと悩み続けて言葉にできなかった『恋人』という二文字。

　それを簡単に言ってのけた彼に感心してしまう。

　休日にふたりでいるからだろう。私たちの関係を疑う気持ちは微塵もないらしい。

　あぁ。いいなぁー、その性格。ものすごく憧れちゃう。

　嬉しそうに頬を緩めて声を弾ませる姿は、彼が言うようなオヤジではなく、まるで姪っ子の結婚式を喜ぶ伯父さんみたいだ。

　雅人がゆっくり歩み寄ると、柏原さんも立ち上がる。

　彼は穏やかな笑みを雅人に浮かべた。

「この間は、どうも。もう無駄な心配はいりませんから」

　なんて意味深な……いや、雅人の言葉をあっさり肯定した彼に、今度は私の胸が大きく弾んだ。

　会議室での一件以来、雅人に彼との関係を聞かれたことはない。

　あのときは、中途半端な優しさを匂わせた彼を恨む気持ちがあった。

『幸せになってほしい』

　雅人が私に言った言葉は、自分が振った女に言うべきではない。

　誰かが聞いたら、『自分だけ幸せになるくせに、なんて無神経な男』とそう言うだろう。私だってそうだった。

　だけど、やっと気持ちの区切りがついた、いまならわかる。

　はじまりも終わりも、雅人は嘘のない言葉を私に届けてくれた。

　いつもまっすぐな想いをぶつけてくれる彼といたら、いつか臆病な殻を破れるんじゃないかって。そんな彼に憧れて、一瞬で恋に落ちたことを思い出す。

　結局、殻を破る前に、雅人とはダメになってしまったけれど。

　誰かの幸せを心から願うこと。たとえ関係が変わってしまっても、雅人の嘘のない気持ちを嬉しく思う。

　恋愛関係にあった男女に、そんな綺麗事はない。

　誰かに話したら、そんなふうに思われるかもしれない。

　でもいまは、誰にどう思われようと、目の前にある嫌味のない笑顔を嬉しく思った。そう思えるのはきっと、いまが満たされているからなんだろうな。

　心の呟きに胸が温かくなり、目頭がじんわりと熱を持つのを感じた。

　雅人たちが不動産会社にやってきたのは、彼女が住んでいるマンションの解約手続きのためだったらしい。手続きを済ませたふたりが、不動産会社をあとにする。

　私たちはというと、ノリノリだった私の表情から契約書まで用意してきた営業マンに首を横に振ると、彼は肩を落としてガッカリした顔になった。

　期待させちゃって申し訳ないな。

　でも柏原さんの助言通りに、もう少し考えることにした。

「ぜひ、ご検討ください」と丁寧に腰を折った営業マンに頭を下げて、私と柏原さんも不動産会社をあとにした。




　肌寒い風が吹きつける夜道を少し歩くと、頬にポツリと冷たいものが落ちる。

　暗い空を仰いだ柏原さんの顔が不機嫌そうに歪んだ。

「雨降るのは夜遅くって、言ってたのにな」

「あっ。私、折りたたみ傘ならありますよ」

「へぇー。桜井のくせに気が利くんだな」

　唇の端を吊り上げる意地の悪い笑みに、「今日はやたら失礼ですよね」と言ってやる。

「イチイチ気にすんな。明日もあさっても、こんなモンだ」

　さも当然のように、しれっと返されてしまった。

　うわっ。なんて、可愛いげがないのさっ。確か前にも自分で、『性格も素直で可愛い』なんて、とんでも発言してましたけど？

　いまさらながら、どの口が言ってるのかと呆れてしまう。

　バッグから花柄ピンク地の傘を取り出しながら、なんて言い返してやろうかと考えた。いつも言い負かされてばかりだと、たまには意地だって張りたくもなる。

　静かな対抗心をふつふつと煮えたぎらせていると、右手にある傘をスッと横から取り上げられる。眉間に皺を寄せた顔で、彼はボソッと呟いた。

「ピンクの花柄かよ。まっ、ないよりましだけど」

　私の頭上でパンッと勢いよく傘が開くと、すらりと伸びた長い腕が、私の肩を抱き寄せた。僅かにあったふたりの距離が一瞬で縮まり、トクンッと胸が震える。

　私の中にある対抗心が、シューッと音を立て、萎んでいくのがわかった。

　我ながら、なんて単純なんだろうと思う。

　でも認めるしかない。こんな会話でさえも楽しんでいる自分を……。

　ふと腕時計を見ると、時間は夜の七時を過ぎていた。

　ぶらぶらと歩いていて見つけた創作レストランは、数日前に新しくオープンしたばかりらしい。

　店内にそれほどお客さんはいなかったけれど、間接照明を使い白と黒を基調としたモダンな内装は、大人びた雰囲気を醸し出していた。

　彩り鮮やかで舌を唸らせる料理も、この街に住むことになったら、また来たいと思わせるものだ。

　居心地の良い店の雰囲気に流されるまま、気づいたら腕時計の針は夜十時を指していた。

　今日は柏原さんに付きあってもらったし。夕食代は私が出そう。

　そう思っていたのに、トイレに席を外した隙に、彼は会計を済ませてしまっていた。店の中で財布を出しあうこと、柏原さんは嫌うみたいだ。

　プロジェクトが始まった頃に何度かあった決起集会という名の飲み会は、（もちろん毎回言い出すのは、飲み会番長の五月さんだ）毎度毎度は、会社の経費というわけにはいかない。

　彼がすべて払ってくれることもあったし、私たちに気を遣わせない程度に多く払ってくれることもあった。そんな気遣い屋の彼だから、地下一階の店から地上に階段を上がったところで、私から提案してみた。

「じゃぁ。次の一軒は私が出しますよ」

　今日は休日前の土曜の夜だし、まだ帰るには早い時間だ。

　柏原さん。いつもより飲むペースが遅かったよね。

　当然、次があるんだろうと思っていたのに、雨上がりの夜空をぼんやり仰いでいた彼は、「今日は、もう帰る」と呟いた。

「えっ」

　私はどれだけ間の抜けた……いや、魂の抜けた声を漏らしていたんだろう。

　夜空に向いていた彼の瞳が私を見つめ、申し訳なさそうに細まる。

「もしかして、明日早かったですか？」

「いや。予定あるわけじゃないけど……」

「それなら、もう一軒行きませんか？」

　自然な流れで誘ったつもり。

　だけど、私の申し出に柏原さんは瞳を曇らせる。気まずい沈黙がしばし流れて、彼の首は横に振られた。

「悪い、やめとく。桜井のアパートまで送る」

　静かな声で、優しく髪を撫でられる。

　そんなふうにされたら、苦笑いしか返せない。

　頬を引き攣らせ、無理矢理口角を引き上げると、次の一軒はただの口実だったことに気づく。

　少しでも長く一緒にいたい。

　そう強く思うのは、私だけ？　柏原さんは違うのかな。

　でも、「帰る」と彼が呟いたそのとき。夜空を仰ぐ彼の瞳に暗い影が差したように見えた。

　気のせいかもしれない。だけど……。

　一度カニしゃぶ鍋を囲って自宅を知っている彼は、私のアパートの方向へゆっくり歩き出した。

　いつまでも臆病な殻に閉じこもる自分を変えたい。

　そんな想いに突き動かされ、大きく歩幅を取って追いつく。彼の指先にそっと触れた。

「今日は……一緒にいたいです」

　弱々しい声に情けなくなる。

　少し声が震えてしまったこと。どうか気づかないでほしい。

　ドクドクッと加速を遂げる心臓の位置にこぶしを作り、祈るような気持ちで彼を見上げる。

　私を見下ろす瞳が、驚いたように丸くなった。

　彼の答えを待つ時間が、流れていく沈黙が、息苦しい。

　一度断ったのに、しつこいと思われた？　また断られたら、どんな顔をすればいい？

　そう思うと、背中に冷たいものがスッと流れる。

　それとは別に、自分から誘うようなことを言って、いまさらながら恥ずかしくなる。

　熱を持った頬を隠すように俯くと、ひんやりとした彼の指先と自分のそれが絡みあった。

　繋がった手が前に引かれて、「俺も、一緒にいたい」と少し照れたような笑顔に、トクンッと胸が小さな音を立てる。絡みあう指先に力を込めた。

　それから言葉をあまり交わさず、タクシーを捕まえてアパートに辿り着く。柏原さんが私の家に来たのは、カニしゃぶ鍋を囲ったあの日以来だった。

　玄関の前でバッグから鍵を取り出すと、クリスタルラインストーンを贅沢に使ったクローバー型のチャームが揺れる。

　それは、美香ちゃんが海外旅行のお土産にくれたもの。センスのいい彼女が選んだチャームは、暗がりでも華やかな存在感を放ち、とても気に入っていた。

　旅行に行く予定はないから、美香ちゃんの誕生日にでも、お返ししたいな。

　玄関に鍵を差し込みながら、「どんなものがいいだろう？」といまの状況とまったく関係ないことを考えてしまうのは、うるさく鳴り続ける心臓を、少しでも落ちつかせるためだ。

　柏原さんより確実に少ないであろう私の恋愛経験でも、ここに来る前の空気から、このあとの展開は簡単に想像ができた。想像するだけで体ががちがちに強張り、ドアを開こうとする指先が震える。

　彼とそうなることが嫌ということではなくて、馬鹿みたいに鳴り響く鼓動が聞こえてしまうんじゃないかって恥ずかしくなる。

　心を落ちつかせるため、息を一度ついてから、「どうぞ」とドアを開き、彼を中に招き入れた。

　玄関を入ってすぐ横の壁に手をつき電気をつける。

　膝まである黒のロングブーツを脱ごうと腰を屈めようとしたら、後ろから肩を掴まれて、間髪を容れずに体が反転させられた。

　押しつけるようなキスで唇をふさがれ、感触を味わうように唇を柔らかく噛まれる。

　突然高められた熱に驚き、重なる胸板に手を入れようとする。けれど、抵抗空しくそのまま壁に背中を押しつけられた。

　まさかこんな場所で？

　そんなこと思っていたら、容赦なく口内に入り込まれて、深いところまで絡みあう。吐息ごと奪うようなキスが心地良いものへと変わると、緊張で強張っていた体がいつしか解されていると気づいた。

　息が苦しくなるタイミングで唇が解放され、至近距離で見つめあう。

　不意に腕を引かれると、一瞬で彼の腕の中にいた。

「大丈夫？」

　首筋に顔を埋めた柏原さんが掠れた声を漏らし、彼の右手が優しく髪を撫でてくれる。

　いたわるような指先の動きに、そこでようやく彼が彼なりのやり方で、私の緊張を解いてくれたのだとわかった。

　少し強引だけど、彼らしい気遣いに愛しさが積もり、心臓がトクンッと小さな音を刻む。

　そうしている間も彼は髪を撫で続けてくれて、「場所、変える？」しばらくするとそんなふうに囁かれた。

　色気を纏った瞳に、やっと落ちついてきた心臓がひと際強く脈を打つ。

　小さく頷き、照明もつけず一ＤＫの窓際に位置するベッドにふたりで腰を下ろすと、待ちきれないように唇をふさがれた。

　唇から伝わる甘い痺れに、自然と力が抜けていく。

　柏原さんが好き。どうしようもなく、彼のことが好き……。

　彼を肌で感じるほどに、初めて頬にキスされたとき戸惑った気持ちがなんだったのだろうと思うほど、想いがより深まるのを感じる。

　どちらともわからない吐息が照明の落ちた室内に満ちた頃、抱きあいながらベッドに体が沈んでいった。

　首筋を這わせる熱がなめらかに伝い落ち、それが鎖骨の位置で離れると、もう何度目かわからないキスが唇に落ちる。

　柔らかいキスに心も体も溶かされていく。

　胸の膨らみを柔らかく解すような手つきにピクリと肩を震わすと、そんな小さな変化も見逃さない彼の唇が、名残惜しげに離れていく。

　それが合図となって瞳を開くと、艶っぽい瞳が私を見下ろしていた。

「こうやって強引にでも……奪いたいって思ってた」

　頬に落ちた掠れた声に、胸が痛いくらいに震える。

　なにか言わなきゃいけないのに鼓動がうるさい音を刻むだけで、見つめることしかできない。

　なにか迷いを振り払うように、彼は小さく息をついてから続けた。

「さっき、村瀬を見て泣きそうになってたろ。それ見て思った。俺がやってることって、弱ってる桜井に付け込んでるんじゃないかって。それは、違うんじゃないかって思った――けど、それも……違ったんだろ？」

　照れくさそうな瞳に、どうしようもなく想いが溢れる。

　それを声にしたいのに喉の奥が震えて、頷くだけが精一杯な私の首筋に顔が埋められる。

　いままでで一番熱い吐息が耳の裏を掠めていった。

「好きだ」

　不意打ちで届けられた声。胸が大きく震える。

「わっ、私……」

　私も好きです。

　続けようとした言葉は、首筋を離れた唇がその言葉ごと奪い去る。

　口内に挿し入れられた熱い舌と幾度も絡みあって、呼吸が苦しくなると唇を離して、また見つめあう。

　体をなめらかに滑る指先に、身につけているものをひとつずつ奪われ、素肌を這わす唇がときに執拗に、ときに壊れ物を扱うように優しく、刺激を落としていく。

　触れあう肌の温かさが、どこまでも心地良い。

「俺のものに……なれよ」

　鼓膜まで響き伝わる優しい声に小さく頷くと、潤みを増した瞳が離れていき腰を引き寄せられた。

　強弱をつけながら中に入り込んでいく熱に、体が徐々に満たされ昇り詰めていくのがわかる。

　体が小刻みに震えて自分じゃないような吐息が漏れると、彼も息をつく。

　それが合図となって奥深くまで体を突かれ、打ち寄せられる快楽の波に身を委ねていった。







第六章　必要とされること













　首の後ろから伝わる腕の感触と、髪を撫でる指先の心地良さに目を開ける。

　カーテンの隙間から差し込む細い光が新しい朝を告げてくれた。

　眩しさに目を細めると、柏原さんは意地悪に笑った。

「よだれ出てるぞ」

「えっ」

　慌てて唇を腕で押さえつける。けれど、そんな感触はまったくない。

　うわっ。朝一番で騙された！

　昨夜の甘い余韻を一瞬で消し去った意地悪に睨みを返すと、近づいてきた唇に柔らかく啄むキスを落とされる。

　重なりあう唇の感触に、何度も抱きあった昨夜のことを思い出し、頬が熱くなる。時間をかけて十分潤った唇が、軽いリップ音を響かせて離れていくと、コツンッとぶつかりあう額。

「これだけで、そんな顔すんな」

　至近距離からの照れくさそうな声に、胸がトクンッと幸せな音色を響かせる。

「やめられなくなるだろ？」

　腕枕をしてくれていた左腕に優しく頭を包まれて、さっきよりも深く唇を重ねあわせた。

　昨日何度も果てを見たのに一度触れると離れがたくて、もう少しだけこうしていたかったのに。室内が甘い吐息で満たされる前に、唇はスッと引き離された。

　残念だなと思っていたら、キスで潤った下唇を彼の親指が少し強めになぞり上げる。

　なめらかな指先の動きにピクッと肩を震わせたら、色気を含んだ低い声で囁かれた。

「もの足りなさそうで悪いな。けど、シャワー浴びたい」

　反応を試すような意地悪な囁きに、カッと頬が熱くなる。

　恥ずかしさに逸らそうとした顔は、そうはさせないとばかりに両手で包み込まれた。

「向こうで満足させてやる」

　唇をそっと触れあわせながらの挑発的な囁きに、朝からドクンドクンッと跳ね上がる心臓が、休む暇もないというのに。

「固まってないで、早く返事。どうする？」

　耳たぶに意地悪な吐息を吹きつけられる。

「えっ。あっ、あのっ……」

　いきなりシャワーだなんて、お風呂場でなんて、恥ずかしすぎる！

　だから慌てて断ろうと思うのに、昨夜のたった数時間の触れあいで、私よりも私を知り尽くしてしまった指先が、着ているマキシワンピースの裾を捲り上げ、内ももをゆっくり滑らせる。

　体が敏感に反応して返事ができずにいると、「早く答えないと、俺がさくっと決めちゃうけど？」と、くすりと余裕ありげな声が、耳たぶに触れる。

　きっと私の心も読まれているんだろう。

　彼に翻弄される自分が、少しだけ悔しい。

　それにしても、私よりもずっと忙しい毎日の中で、いったいどんな生活を送ったら、あんなに無駄のない体を作れるのかな？

　ほどよく筋肉のついた綺麗な体を思い出す。

　お風呂場で見られても自信があるなんて、さすがだな。でも私は、まだ朝なのに、いや昼だって、たとえ夜だって。明るい場所で堂々と見せられるものは、持ち合わせていない。

　昨日だってカーテンから差しこむ月明かりでさえ、恥ずかしかったくらいなのに。

　だけど、そんな思考とは裏腹に、これから始まる甘美な予感にキュッと体の奥が疼いてしまう。

「なぁ、どうする？」

　甘く囁く唇がふぅと吐息を吹きつけて、内ももを滑らす指先が、僅かに残された羞恥心を奪い去ろうとする。雰囲気に流されそうになる一歩手前で、なんとか踏み止まった。

　ダメだよ。やっぱり恥ずかしい……。

　さあ断ろうと口を開きかけると、訪問者を告げるチャイム音が一ＤＫの室内に鳴り響いた。私にとっては絶妙なタイミング。でも、柏原さんからはチッと舌打が漏れた。

　内ももを滑らす指の動きが止まりホッと胸を撫で下ろすと、耳たぶにふわりと吐息を吹きつけられた。

「声出したら、聞こえちゃうかもな？」

　意地悪な囁きに目を見開くと、耳を疑う言葉が続く。

「来客の予定なんてないんだろ？　だったらセールスだ」

　確かに来客の予定はない。だけど、そうなると『続・この展開は続く！』ってわけで。

「えっ、でも――」と戸惑いの声を漏らしたら、そのままベッドに仰向けにされる。

　眉間に皺を寄せた顔が私を見下ろした。

「そんな格好と顔で、出るつもり？」

「えっと。それは、そうですよね」

「だろ？」

　満足そうに細まる瞳がゆっくりと降りてくる。

　もう何度目かのキスを重ねた唇が、そのまま頬に、耳たぶに、首筋に、なめらかに落とされると、ダメだって思うのに、気持ちが高められてしまう。

「そろそろシャワー浴びたくなった？」

　艶っぽい瞳がしたたかさを滲ませる。

　もちろん私に拒否権なんてものはなく、明るい場所ですべて見られてしまうなんて、ものすごく恥ずかしいと思う。

　だけど、このまま流されてしまう予感が頭を過った、そのとき。

　玄関からカチャリと鍵が開く音が聞こえ、「えっ」と息をのむと、柏原さんの顔にも、珍しく焦りの色が浮かぶ。

　鍵をかけたドアを開けるなんて、あの人しかいない！

　慌ててベッドから飛び降りて、玄関から丸見えの室内を隠すべくドアを閉めると、その数秒後に聞こえた、「まだ寝てた？」とのんびりした声にげんなりした。

　なんで、このタイミングなんだろう。

　なにかを呪ってやりたい。いや、その前に！だ。

「お母さんっ。来るなら、ちゃんと連絡くれないと！」

　このドアまで突破されないように、体重をかけながら声をかける。

「あら。ふたりっきりの家族なんだから、いーじゃない。って言いたいところだけど、ごめんなさいね」

　きっと、玄関にある男性用の靴を見て気づいたんだろう。

　こうしている間も、柏原さんはものすごい早さで服を着て髪を整えてから、私に目で『ＯＫ』の合図をしてきた。

　あぁ。申し訳なさすぎる。今度おいしい夕食をおごろう……。

　はぁとため息をつきながら、鏡の前で乱れた髪を整えてからドアを開くと、そこには想像通り、皺のある目尻を下げた母の姿があった。

　突然やってきた彼女と顔をあわせるのは、お盆以来だ。

　新幹線で一時間はかかる実家から、わざわざ訪ねてきてくれて嬉しいと思う。でも、タイミングがこれ以上ないってくらいに最悪だ。合い鍵を取り上げようかなって思うほど。

　何事にも冷静沈着な柏原さんも、さすがにこんな事態には遭遇したことはないだろう。でも爽やかな笑顔で母に挨拶してくれた彼に、感動すら覚えてしまう。

　なにがあるかわからないからと、日頃から言っていたとおり、彼は柔らかい物腰で鞄に常備していた名刺を母に差し出す。手渡された彼女は大袈裟に手を振った。

「あらぁ、いいのよぉー。そんな挨拶とか、名刺もだなんて。あらあら、友花と同じ会社の方なのね」

　ほほほーなんて愛想笑いを浮かべて、気のないふりをしてましたけど。名刺をガン見してから、手帳に挟んでたよね？

「友花さんとは、真剣にお付きあいさせていただいています」

　丁寧な口調で頭を下げた彼に、母の頬が綻ぶ。

　付きあい始めだというのに、いきなり挨拶までさせてしまい、申し訳ない想いだけれど、彼の言葉に朝から幸せな気分に浸れた。

　そんなわけで、休日でも隙のない理想の上司で恋人でもある柏原さんは、日頃から多い接待で慣れているのか、私にはよくわからない演歌の話題で、お母さんと盛り上がっていた。

　そしてあっという間に時は流れ、冷蔵庫の残り物でお昼を簡単に済ませる。

　自分の家だし私が作ったんだけど。柏原さんも作りたかったのかな？　なんか妙にそわそわしてたような気がするけど……。

　柏原さんがトイレに行っている間、台所で洗い物をしていたら母に耳打ちされる。

「いい男じゃない。もちろん見た目だけじゃないけど」

　そう言って、皺が目立ち始めた目尻を柔らかく下げられ嬉しくなる。

　突然来ちゃった攻撃に朝から驚かされたけれど、母にはそれなりの言い分があったらしい。

「実は、今年のクリスマスなんだけどね。田た中なかさんから軽かる井い沢ざわでパーティしないかって誘われたのよ。ほら。友花も何度か行ったことがあったでしょう？」

「もしかして、おばちゃんの別荘のこと？」

「そうそう。あのすごーく広い別荘」

　実家のお隣に住むおばちゃんは、幼い頃、小指を怪我した私を病院まで連れていってくれた人だ。

　世話好きで、人当たりの良いおばちゃんの笑顔が頭を過る。そんな彼女には、母が夜勤でいない日によく夕飯を御馳走になっていた。

　おばちゃんが作ってくれたコロッケ。ほくほくしておいしいんだよね。また食べたいな。

　熱々のコロッケとおばちゃんの豪快な笑い声を思い出すと、自然と顔が綻んでしまう。

「でも。お母さんひとりで参加するって伝えとくわね」

　トイレから戻ってきた柏原さんに聞こえないよう母は声を潜める。

「えっと」

「あら。それとも三人で参加してみる？」

「いや。それは……」

　おばちゃんはすごくいい人なんだけど、おしゃべりが大好きなんだよね。

　付きあいの慣れ初めを根掘り葉掘り聞かれて、さすがに困惑する柏原さんを軽く想像できちゃうなぁ。

　天井に視線を向けて考えていたら、「やっぱり私ひとりで行くわね」といたずらっぽく笑われた。

　それからしばらく世間話に花を咲かせて、東京に住む友達に会いにいくと言った母を彼とふたりで駅まで送った。




『ここでいい』と言った母と改札で別れ、駅の外に出る。

　駅ビルから流れるクリスマスソングに耳を傾けていたら、隣から声をかけられた。

「……桜井は、どうしたい？」

「お茶でもしますか？」

「誰がお茶の話してんだよ」

　ぼんやりしていたところに話を振られのんびり返したら、違う話をしていたようだ。それまで私のペースにあわせてくれていた歩調が、少し面白くなさそうに速まる。前を歩く彼に追いつくと、チラリと視線を向けられた。

「お茶じゃなくてクリスマス。俺が勝手に決めてもいいなら、さくっと決めるけど？」

　思わず足が止まる。

「もしかして、予定とかあった？」

「あっ、いえ。そうじゃないんです」

　瞳を陰らせた彼に、慌てて首を横に振った。

　待ち合わせの人が溢れるこの場所で、高い身長とは別の意味でも存在感を放つ彼。すれ違う女性から向けられる視線が、くすぐったくないって言ったら嘘になる。

　だけど、そんなことよりも……。優しい瞳で見つめられるだけで、好きって気持ちが溢れそうになる。

　いつから、こんなに好きになっちゃったのかな？

　特別な約束をしなくても、そばにいられることが嬉しい。

　いま感じていることを彼に伝えたいって一瞬思ったけれど、周りに人もいるし、まだ付きあったばかりなのに重すぎる気がして、喉の奥に留めた。

　アパートを出てから私に指一本触れない柏原さんは、どうやら外では手を繋いだり、腕を組んだりということをしないタイプのようだ。

　でもこうして隣を並んで歩けることを、手を伸ばせば触れる距離にある幸せを、これからも大切にしたいと思った。

　それにしても、昨日からずっとこんなことばかり考えてる気がする。幸せにどっぷり浸り、緩まった頬をそろそろ元に戻さなきゃ。

　右手で頬を軽く叩くと、隣から顔を覗き込まれた。

「ヘリで東京上空を一周したーい。とか、他にも姫様リクエストあれば聞くけど？」

「えっ。そんなすごいことができるんですか!?」

　ドラマでしか知らない世界に思わず飛びつく。

「聞くだけな。できるとは言ってない」

　いつものようにしれっと返され、期待に膨らんだ胸がシューッと音を立てて萎んでいく。

　いや、実際そんなクリスマスデートをしたら、ロマンチックすぎて心臓が止まるかもしれないしね……。

「冗談だ。そんなへこむな。ヘリぐらいならできるし」

「えっ。ヘリぐらいって、とんでもないですよっ」

　なんてことないようにさらりと言ってのける彼に、慌てて否定する。

　わざわざお金がかかることをしなくても、一緒にいられたら、それだけで嬉しいです。

　そんな素直な言葉を言えたなら、女として可愛いとは思うけれど、恥ずかしくて口にできそうもない。だから、うーんと視線を斜めに上に向けて考えてみる。

「すみません。なんか……思いつかなくて」

　質問されて一番やってはいけない『わからない』をおずおずと返すと、呆れたようなため息をつかれた。

「ったく。お母さんが言ってた通りだな」

「えっ」

　そういえば、私がお母さんの切符を買ってあげているとき、ふたりがなにやらひそひそと話していた気がした。

「あのっ、お母さんはなんて？」

　声をかけながら、ドキッと心臓が跳ね上がる。

　まさか、お母さん!?　変なこと言ってないよね!!

　心当たりありまくりな『変なこと歴史』の数々に、心臓がばくばくと加速する。

　おねしょは、いつまでしてたとか!?　ピーマンは、いまだに刻まないと食べられないとか!?　あぁ、そうそう。ひとり言をついつい声に出しちゃうとか!?　最後のは、柏原さんも体験済みだけど……。忘れているだけで、掘り出したら山のようにあるはずだ。

　ドキドキしながら高いところにある涼しげな瞳を見つめ返すと、「別にー。桜井の弱点を教えてもらってただけー」と棒読みの返事をされて、背筋にスッと冷たいものが走った。

　ちょっと、ちょっと話しちゃったの!?　お母さんだけが知っている、一番の弱点を話しちゃった!?

「弱点って、もしかして……右足の小指をくすぐられると動けなくなるってことをですか!?」

　思わずここが外だと忘れて声を張り上げると、彼はふっと表情を緩めて、口角を引き上げた。意地悪なそれに、ものすごーく嫌な予感。

　なんとか笑って誤魔化そうとすると、不敵な笑みを浮かべた彼に顔を寄せられ、耳元でそっと囁かれた。

「いいこと聞いたな。今度シャワー浴びる前に試してみるか……」

　やっぱり自爆ですか、私!?

　少し掠れた声は妙に色気があって頬が熱くなる。

　彼のひんやりとした指先が熱を持った頬に触れた。

「少し熱いな。想像しただろ？」

「しっ、してないですよっ」

「冗談だ。でも、ずいぶん必死だな」

　ニヤリと口角を引き上げられ、喉からひゅっと変な声が漏れる。

　みっ、見透かされてる!?　いや、違う。想像なんてしてないですから!!　いや、実はちょっとしちゃったけど……。

　からかうような瞳から逃れるように視線を外すと、「楽しみが増えた」とくすりと笑った柏原さんは、そこでようやく私から距離を取った。

「まぁ、それはそうとさっきの話に戻すけど、今年は初めて過ごすクリスマスだし、それなりの店で食事でもするか。来年はそこまでしないけどな」

　そう話した彼は、すでにいくつかの店に予約の電話をかけてくれたという。

　でも今年のクリスマスイブは土曜とあって、彼が考えていた有名レストランはどこも予約がいっぱいらしい。それでも、表おもて参さん道どうにあるフレンチレストランを予約することができたと、彼は声を弾ませる。

　忙しい合間を縫って予約を取ってくれたことは、もちろん嬉しい。でもそれと同じくらい『来年』という言葉ひとつに胸が弾んだ。

　そのあと、私のアパートに戻ろうかとも思ったけれど、「せっかく外に出たし、どこかぶらぶらするか」と言った彼の提案に乗り、電車で移動することにした。

　ふらりと降りた駅は、華やかなクリスマス電飾で彩られた銀ぎん座ざだった。

　ここ数年で海外のハイブランド店が続々と進出した街は、クリスマスが近づいているとあって、カップルの姿がやたら目につく。

「さっき昼飯は食ったから、どこかでお茶でもするか？」

　交差点で信号待ちをしていると、そんなふうに話を振られる。

「いいですね。でも私、銀座はあまりお店を知らなくて……」

「あぁ。それなら、俺がときどき接待で使ってる店があるから」

「接待……ですか？」

　接待という言葉に、財布の中身が心配になる。

「そんなびくびくするな。昼と夜では値段が全然違うから」

　目を泳がせた私に、彼は小さく笑った。

　青信号になり交差点の人混みを縫うように進むと、彼の言う中華料理店が入っているビルに辿り着いた。

　そうそう。こういう高級店って、昼と夜の金額が倍以上違うんだよね。昼間に来るとすごく得した気分になる。

　ピークのお昼を過ぎたとあって、そんなに待つこともなく窓際の席に通された。

　美肌によく効くという白きくらげの薬膳スイーツと、柏原さんのおすすめのジャスミン茶を注文した。

　注文を聞き終えた女性店員が下がってから、テーブルを挟んで座る彼に声をかける。

「このお店、雑誌に出てるのを見たことがありますよ」

「へぇー。食い意地が張ってるだけに、店には詳しいな」

「食い意地って、そんなにですか？　食べることは好きですけど……」

「中華は好きなの？」

「好きですよ。大学でちょっとばかり、中国語も取ってましたから」

　そう言って肩をすくめると、柏原さんはニヤリと笑う。

「ちょっとばかり……ねぇ。どうせ日本語と似たような漢字だから、単位が取りやすいって思っただけだろ」

　鋭く見抜かれて「うっ」と思わず言葉に詰まる。

　タイミングよく注文したものが運ばれてきた。

　白い陶器にはクコの実を散らした白きくらげのスイーツが、透明な耐熱性のグラスには、小さな茶色の物体が入っている。

　この茶色のは、なんだろう？

　目の前にあるグラスをまじまじと見つめていると、柏原さんが教えてくれた。

「これは工こう芸げい茶ちゃって言って、ちょっとした仕掛けがあるんだよな」

　そう言った彼が、一緒に運ばれてきた中国製の急須を手に取り、私の前に置かれたグラスにお湯を注ぐ。しばらくすると茶色の物体がゆっくり動き出し、グラスに一輪の花を咲かせた。

「すごい！　お花が咲いた!!」

　感動をそのまま言葉にしたら、ふっと吹き出されてしまう。

「子どもかよ。まぁ、でも素直な反応でよろしい」

　苦笑いを浮かべた彼は、自分のグラスにもお湯を注ぐ。

　なるほど、茶色の物体はつぼみだったのか。それにしても綺麗……。

　お湯の中でゆらゆら揺れるピンクの花を見つめていると、「味と香りもなかなかだけど？」とグラスに掲げた柏原さんは顔を斜めに傾ける。

　言われるままグラスに顔を近づけると、ジャスミンとは違う香りが一瞬鼻をくすぐった。

「もしかして、ラベンダーが入ってますか？」

「当たり。よくわかったな。ラベンダーのドライフラワーも入ってるみたいだな」

「あぁ。本当ですね！」

　よく見るとラベンダーの紫色の小さな粒が隠れて見えた。

　他にもなにか入ってるのかな？

　グラスを斜めに傾けると、揺れる花とジャスミンのリラックス効果に癒される。

　しばらくグラスの中の小さな芸術に目を奪われて、ふと視線を感じて顔を上げると、テーブルに片肘をつき、拳の上に顔を置いた柏原さんと目があった。

　切れ長の目がほのかな笑みを湛えていて、ドキッとする。

　少し前は意地悪なことを言ってたくせに、そんなふうに見つめられたら、そのギャップにすごく照れくさくなる。

　それにしても綺麗な顔。こんな素敵な人が、私の彼氏なのか。いまさらだけど、私なんかでいいのかな？　いや、ダメだと言われても困るんだけど……。

　そんなことを考えていたら、ふっと表情を緩めた彼が意地悪く笑った。

「いまさら見惚れるなよ」

「みっ見惚れてなんかっ……」

　そのまま肯定するのもどうなのかと思い、それ以上言葉が続かない。

　相変わらずすごい自信。まぁ、それだけの人だし。それだけのものを持ってるんだけど……。

　俺様上等なセリフも彼が口にすると、絵になるんだから恐れ入る。

　でもそれを素直に言葉にするには、やっぱりちょっと悔しくて、わざと呆れたような瞳を向けたら、彼の顔が余裕ありげに傾いた。

「まぁ、気分いいし。少しだけなら、許してやるけど？」

　まったく、そんな俺様道ど真ん中なセリフにもキュンときちゃうんだから、どうかしてるよね……。

　きっといまの私は、耳まで赤いこと間違いなしだ。

　熱くなった頬を隠すように、スプーンを手に取り、薬膳スイーツを口に運ぶ。

　口に広がるほど良い甘さに頬を綻ばすと、「やっぱり、妥協は俺のポリシーに反するな」と小さく呟いた彼に大きく頷いた。

「少し歩くけどいい？」とここに来る前に聞かれたけど、やっぱり来てよかったな。工芸茶も綺麗だし、薬膳スイーツも本当においしい。

「ここに来てよかったですね。本当に」と言ったら、柏原さんは少しの間を置いてから、「あぁ」と小さく笑った。




　中華料理店で一時間ほど過ごして、店をあとにする。

　歩いてすぐの場所には、柏原さんに拾ってもらったピアスを買ったジュエリーショップがあった。彼に行ってもいいかと聞いてから、ふたりで店へと足を運んだ。

　来店の目的は、今日もつけているあのピアスのキャッチが少し緩んでいたからで、キャッチだけ買ってすぐに帰ろうと思ったのに、クリスマス商戦で賑わう休日に来たのが、どうやら間違いだったらしい。

　そのピアスシリーズのネックレスを、「見るだけでもどうですか？」とにこやかな笑顔で店員さんにすすめられてしまった。

　顔に出しちゃダメだと思いながらも、目の前に並べられると瞳が輝いちゃったのかもしれない。

　小ぶりのダイヤと誕生石をそれぞれ選べるハートモチーフのネックレスに、一瞬目が奪われたことを彼女は見逃さなかった。

「お客様は、何月生まれですか？」

「三月ですけど……」

「三月ですと誕生石はアクアマリンになりますね。少々お待ちください」

　さりげなく誕生月を聞き出され、試着用のネックレスを用意されてしまう。

　今年のボーナスは引っ越し代で飛んでしまいそうなのに、試着でもしたら欲しくなっちゃうかもしれない。

　試着の断りを入れようとしたら、慌てて断るまでもなく彼女の表情が曇った。

　三月の誕生石仕様のネックレスは、いまある試着用のものを除くと在庫切れだという。

　その言葉にホッと胸を撫で下ろしたのに、それまで黙り込んでいた柏原さんが、「他の店舗に在庫があるか、確認してもらってもいいですか？」と聞いてしまった。

　ガラステーブルに身を乗り出した彼を制するように、肩に手を添える。

「いえ、いいです。もう少し考えたいですし」

　笑顔で答えると、彼女には申し訳なさそうな顔をされ、彼にはこれでもかってくらいに不機嫌な顔を返されてしまったけれど、彼の腕を引っ張るようにして、店をあとにした。

　ジュエリーショップを出てからしばらく歩く。

　中ちゅう央おう通りから数本外れたこの道は並なみ木き通りといって、夏は新緑の若葉が、秋には落ち葉がひらひらと舞い落ちて、鮮やかな黄色の絨毯を作る。

　ふと隣に視線を流すと、ため息交じりの白い吐息が彼から零れた。

「諦めいいのが悪いところ」

「えっ。いえ、本当にさっきのは――」

　欲しいとは思ったけど、やっぱり値段も気になったし。

　わかりやすく顔に出していたら突っ込まれると思い、誤魔化すように笑ったら、それまでにない真剣な瞳を向けられた。

「なにかに執着したり、欲しいものを必死に求めてないと、いつか大事なところで失敗するんじゃないの？」

　鋭く突かれた言葉にドキッとする。

　彼の瞳を見つめ返すと、小さく笑われた。

「……なんて。いまのは桜井のお母さんのセリフだけど」

「えっ」

　意外な言葉に、数時間前の光景が蘇る。

　もしかして、さっきふたりが話してたのって、そのことなの？

　彼の瞳に問いかけると切なげな笑みを返され、胸が強く締めつけられる。痺れ出す頭にぼんやり浮かんだのは、小さくなっていく父の背中だった。

　まだ幼かったあの日。離婚して家を出ていく父を黙って見送った。

　最後くらい泣いてすがって、『行かないで』と自分の気持ちをぶつければよかったのかもしれない。でも私はそうはせず、隣に立つ母の手を強く握り締めた。

　それからは父が家にいないことを寂しく思うことはあったけれど、自分の置かれている状況を卑屈に思ったことはない。

　結婚してから専業主婦だった母は、私を養うために看護師の仕事に復帰した。

　仕事と家事の両立の大変さは、自分も働くようになって身に染みて感じているから、周りの友達と同じように不自由のない生活を送らせてくれたことにすごく感謝しているし、いつかその気持ちをきちんと返したいって思っていた。

　母が彼に話した意味を考える。

　もしかして、お母さんが言っていたのは……。いま柏原さんが言いたかったことは、さっきのネックレスとか、そういうことではないとしたら？

　頭を過った予感が正しいというように、彼の瞳が僅かに揺れて、ドクンッと胸が大きく震えた。

　あの日、父を黙って見送ったのは、母に気を遣ったこともあった。でもそれだけじゃない。父に気持ちをぶつけて拒絶されることが怖かったからだ。

　それからの自分は、いつもそう。

　なにかを強く求めて、拒絶されることが怖い。だから、いつだって深く追い求めることはしない。

　そんな自分の弱さが生み出した防御策は、誰かに気づかれたことはないと思っていたのに。母はすべてを見抜いていた。

「隠せないもんですね」

　呟いた声もひどく掠れていて、情けなくなる。引き攣った頬にポツリと冷たい感触が降りてきた。

　厚い雲に覆われた空から舞い落ちる粉雪の存在に、前を歩く高校生らしきカップルから、「わぁっ」と明るい声が上がる。

　その様子に気を取られていたら、前方から足早に歩いてきた人と肩がぶつかりそうになり、体をひねって避ける。グラリと揺れた肩は、柏原さんが支えてくれた。

　彼の香りがふわりと鼻をくすぐり、たくさんの人が行き交う雑踏に、低い声の囁きが溶けていった。

「親の前で隠す必要ないだろ。ついでに……俺の前でも」

　胸を震わす言葉が鼓膜まで響き伝わる。

　私を見る瞳が少しだけ寂しげに見えたのは、きっと気のせいじゃない。

　ただ見つめることしかできないでいると、彼はニヤリと笑った。

「頭悪いんだから難しく考えんな。って、これはお母さんじゃなくて、俺のセリフな？」

　意地悪を挟みながらの言葉に、目の奥が熱くなる。

　柏原さんは、いつだってそう。簡単に私を見透かして、涙腺を緩ませる。

　言いようのない想いで泣きたくなってしまうのは、もう何度目だろう。

　いくら考えてもわかりそうにない。

　だから、いまできる精一杯の明るい笑顔を作ると、肩を離れた彼の手が私の右手を掴んで、冷たい彼の指先と自分のそれが絡みあった。

　自分を偽るのは意外と簡単で、誰にも見透かされることはない。

　幼い頃からずっとそう思ってきた。

　弱さを隠しきれない不器用な素顔を大切な人に知られるのが怖かった。だけど、そんな自分を誰かが知ってくれていることは、思っていたよりずっと心地良くて、これまで出せずにいた答えに辿り着けた気がした。

　なにかに執着することがなかった自分が、いま初めて強く願う。

　この手を離したくない……。

　そう思うと指先に力が加わり、僅かな隙間を埋めるように彼の指先が応えてくれる。

　それだけですごく嬉しくて、凝り固まっていた胸の奥が温かくなる。

　この時間が少しでも長く続いてほしい。

　そうやって、ただ静かに願うのではなくて、いま私が感じているようにそばにいるだけで心から喜んでもらえるような存在になりたい。

　柏原さんに必要とされる存在でいたい。

　そう強く願うことで、弱さが生んだ殻を破れる気がした。







第七章　変わらない想い













　クリスマス商戦で忙しくなるのは、もちろんジュエリーショップだけではなかった。

　年明けには『B-Lover』のＣＭがテレビで流れ始める。それに伴う化粧品会社と共催のキャンペーンイベントの準備もあって、帰宅時間を気にする余裕もない日々を送っていた。

　イベントの件が一段落すると、一時的に東京に戻ってきた由梨さんから、高級フレンチディナーに誘われた。彼女に連れられていった店は台風の夜『御馳走させてね？』と言われたあの店だ。

　サミットで総料理長を務めたこともあるというシェフの独創的な料理は素晴らしく、厳選されたアンティークの調度品が配置されている店内は、ヨーロッパの邸宅を思わせる。

　格式の高い空間にいるだけで、心まで酔いしれてしまいそうだ。

　メインディッシュの皿が下げられたあとで、「そういえば」と由梨さんが話を振ってきた。

「村瀬君の結婚式は二十三日らしいわよね。総務部の社員も出席するの？」

「そうですね」

「そう。友花ちゃんも……よね？」

　遠慮がちな声を漏らす彼女には、雅人と別れたときに愚痴を聞いてもらい、ずいぶん心配もかけてしまった。だから、少し大袈裟かなってくらい弾んだ声を上げる。

「はい。私も出席しますよ。だって、式はあの外資系のＭホテルなんですよ。お料理も楽しみですし。お腹を空かせて行かないと！」

　にんまりと笑ってみせたら、由梨さんもホッとしたような笑顔を浮かべた。

　そして、場の雰囲気が和やかなものに変わったところで、いまさらながら気になった。

　このフレンチレストランは、数ヶ月先まで予約が埋まっているという噂もある。

　東京に戻ってきた由梨さんから急に誘われたけど、よく予約が取れたよね。

　不思議に思い、どんな裏技を使ったのかと尋ねると、彼女は声を潜めながら教えてくれた。

「ここだけの話で、絶対内緒ね？　実は、この店を贔ひい屓きにしているＡ商事の人と知りあえてね。可愛い後輩が一度行きたがってるって話をしたら、予約を取ってくれたの」

「それって、もしかしてお見合いの……」

　思わずぽろりと零れた言葉に、彼女は瞳を瞬かせる。

　首を傾げられ頭を抱えたくなった。

「えっと。五月さんから聞いちゃって、すみません……」

　しまったぁ、口止めされてたのに！　五月さん。ごめんなさい!!　こんな高級フレンチは無理でも、今度社食の特Ａランチを御馳走させてください……。

　五月さんに心で大きく頭を下げて、窺うように由梨さんを見つめる。

　でも彼女は特に気にするようでもなく、柔らかい笑みを浮かべた。

「いいのよ、気にしないで。そろそろお見合いの返事もしなきゃいけないし。噂にでもなってくれていた方が、迷ってる背中を押してくれるかなぁーなんて。相手の方に失礼よね」

　そこまで言って薄く笑う。

　それが、いまにも泣きそうな笑顔に見えた。

　迷ってるのは、相手の男性のことだけ？　それとも、他に理由がある？

　逃れるように視線を外した彼女の心に問いかける。

　ふと、彼女がひどく酔い潰れたときに漏らした言葉を思い出し、ドクンッと胸が震えた。

　好きになっちゃいけない人を好きになったって言ってた。もしかして、まだその人のことを……。

　私が触れていいことではないのかもしれない。忘れてしまいたいことなのかもしれない。だけど、そんな迷う気持ちを振り払う声が、鼓膜の奥から聞こえてきた。

『俺だって……そんなに器用に、上手くやれてない』

　柏原さんだって、特別なわけではなかった。だけど、自分の弱さを認められる彼を強い人だと思った。

　どんなに完璧に見えても、誰だって弱さを抱えているのかもしれない。

　長いまつげを伏せながらワインを流し込む目の前の姿が、酔い潰れたあの夜の彼女と重なって見えた。姉のように慕ってきた彼女に、私がしてあげられることは、これから先も少ないだろう。

『迷ってる背中を押してくれるかなぁーなんて』

　その言葉の裏に垣間見た、彼女の迷いを吹っ切れるきっかけになれたら……。

　そんな強い想いで、ためらう気持ちを吐き出す。由梨さんがワイングラスをテーブルに置くのを待ってから声にした。

「由梨さん。間違ってたら、すみません。もしかして、他に好きな人がいるんじゃないですか？」

　静かに尋ねると彼女は頬を強張らせる。

　それが答えだと思った。

　短い沈黙が流れ、一度テーブルに落とした視線をゆっくり上げた彼女は、意を決したように口を開いた。




　由梨さんと食事をしたあの夜から、数日が経っていた。

　先月、社内で一斉に行われた定期健康診断は、その日どうしても抜けられない仕事が入っていたり、病欠であったりと、受診できなかった社員も何名かいた。

　再受診の日付が入ったお知らせを各部署へ配布した帰り、ぼんやりと廊下を歩いていたら、肩が遠慮気に叩かれる。

　振り返った先には、困惑した表情の五月さんの姿があった。

「やった。三回目でやっと振り返ってくれた！」

「えっ。そうなんですか!?　すみません。気づかなくって」

「いーよ。それはいいんだけど。友花ちゃん、少し顔色悪いよ。大丈夫？」

　心配そうに顔を覗き込まれて、「化粧品替えたからですかねぇ？」と誤魔化すように笑ってみせた。

　連日の残業で、疲れが溜まっているのは私だけではない。プロジェクトと並行して宣伝部の仕事もこなす五月さんだって、同じなはずだから。

　顔に出るなんてダメだなぁ。あとで栄養ドリンクを買いにいこう……。

　それまでは気合いで乗り切ろうと、無理矢理口角を引き上げる。

　やりすぎて変顔になってるだろう私に、五月さんはうんうんと頷いた。

「そうそう、化粧品の替え時って難しいよね。新商品が出たら欲しくなるけど、結局使い慣れたのが一番な気がして、元のに戻しちゃったりで。って、そんなことより！雑誌広告の見直しの件だけど、ついにお許しが出たよ。最初のプラン通りでＯＫだって!!」

「えっ。本当ですか!?」

　頭の疲れが一瞬で吹き飛ぶ。

　プロジェクトのプランの見直しを由梨さんに突きつけられた柏原さんは、ここ十年の業界の動向や競合他社の情報を収集し、さらには美容系サプリ飲料の消費者データーを用意して、上層部にかけあっていた。

　柏原さんは他にもかけ持ちのプロジェクトがあるからか、いつも一番遅くまで残業していたから、その努力が報われてよかったな。

　あまりお手伝いができなかったことが心残りだけど、五月さんの言葉に胸が弾んだ。

「それでね。さっき十五階からその連絡があったんだけどね」

　彼女の言う十五階は社長室がある最上階で、役員会議もよくそのフロアで行われている。

「柊司に知らせようとしたらデスクにいなくて、電話にも出ないんだよね……まぁ、社内にはいるとは思うんだけどねぇ」

　五月さんはそこで、不満げに頬を膨らませた。

「えっ、じゃあ。まだ知らないんですか？」

「そうなの。私これから出かけちゃうから、メモはデスクに残してきたけど。もし見かけたら伝えてくれるかな。私のメモより友花ちゃんから直接聞いた方が嬉しいと思うしぃ？」

　にひひっと唇を引き上げて笑う彼女には、柏原さんとのことを報告していた。

　食堂で雄叫びを上げた五月さんの喜びようを思い出すと、思わず頬が緩んでしまう。

『きゃー、今世紀最大のオメデタがキター！』

　近くにいた人を振り返らせるほどの悲鳴に、離れたところにいた柏原さんは心底うっとうしいって顔をしていたけれど。そうやって誰かに喜んでもらえることは素直に嬉しかった。

　そんなことをぼんやり思い出していたら、「ヤバッ」と五月さんから声が上がる。

「おっと。そんなわけで時間ないから、もう行くね！　あっ、柊司だけど。もしかしたら、この先にある宣伝部のサボりスポットにいるかもしれない」

「あっ。それなら、知ってます。寄ってみますね」

　私からっていうより、早く教えてあげたいし。総務部へ戻る前に、ほんの少し寄り道したっていいよね。会社の経費で飲み歩く部長に、文句は言わせないんだからっ。

「じゃぁ。五月さんは急いでください」

　踵を返したら後ろから手を掴まれる。

「やっぱ、わかってないじゃーん」と口を尖らせた五月さんは、私が知っている場所とは違う方向を指差した。

「宣伝部の秘密のサボりスポットは、非常階段って決まってるの。いまの時期寒いんだけどね。沈んでいく夕陽に癒されるんだな、これが」

　カラッとした笑い声が廊下に響くと、なにかの警笛のようにドクンッと心臓が脈打ち始める。

　備品室じゃない？　でも、それならどうして彼女は、私にその場所を教えたんだろう？

　戸惑いと頭を過った不安の影に、胸が大きく震えた。なにかがざわつき始める。

　でもあのとき、彼女が教えてくれた場所に、柏原さんはいた……。

　心の呟きに、こめかみがキーンと音を立て痺れ出す。

「じゃぁね」と片手を振って立ち去った五月さんに、曖昧に笑うことしかできなかった。

　この違和感を気のせいだと思いたい。

　そんな祈るような気持ちで非常階段に足を運ぶ。

　そこには、宣伝部の社員が数名いるだけで、柏原さんの姿はなかった。

　五月さんの言うように、宣伝部のサボりスポットは非常階段だった。

　そして、彼がここにいないという現実が、ある可能性を弾き出す。

　まさか、そんな……。

　心の声を否定するように瞳を閉じると、数日前に見た弱々しい笑顔が脳裏に蘇った。

　他に好きな人がいるんじゃないかって聞いた私に、由梨さんはこう答えた。

『やだっ、そんな人いないわよ！　それより友花ちゃんと柏原君の話を聞きたいな』

　無理矢理な笑顔で話を流そうとした彼女がひどく儚げに見えて、それから何度か話を振ってはみたけど、結局本音を聞き出すことはできなかった。

　あのときは、知られたくない想いだってきっとあるし、おせっかいが過ぎたのかもしれないと思った。

　知られたくない想い。もしかして、それは……。

　うるさい鼓動を落ちつかせるよう息をついてから、あの日〝彼女〟に言われた場所へ足を向ける。

　その場所はいつか来たあの日と同じように、壊れた扉が少し開いていた。

　扉に触れようとした指先が震えたのは、隙間から流れ込む冷たい空気のせいではない。

　弱々しい女性の声が、鼓膜の奥まで響いた。

「やり直したいの。勝手だってわかってる。だけど、私。やっぱりあなたのこと……柊司が好きなの」

　いまにも消え入りそうな声が、私の周りにあるすべての色彩を奪い去る。胸の震えが全身へと広がっていく。

「俺は……」

　彼女の訴えに、喉から絞り出すような声が答えた。

　その低い声、私はよく知っている。

　そして、全身を震わせてその場に立ち尽くすことしかできない私に、胸を突く事実が告げられた。

「後悔してるの。あの日、待ち合わせ場所にも行かずに逃げたこと。ずっとっ……後悔してた。だから、あの日受け取れなかった柊司の想いが、まだ少しでもあるならっ、やり直したいの」

　か細い声はそこで途切れる。

　そっと扉の隙間から中を覗くと、俯く由梨さんを切なげな瞳で見下ろす柏原さんの姿があった。

　知りたくなかった事実から逃れるようにまぶたを閉じると、数日前に見た弱々しい笑顔が、暗いまぶたの裏に浮かび上がった。

　やっぱり好きな人が、忘れられない人がいたんだ。

　そしてそれは、柏原さんだった……。

　ふたりは付きあっていたことがあって、彼が指輪を渡そうとした彼女っていうのもきっと……。

　ただ呆然と、息をのむことしかできない。

　鼓動の響きがやけにうるさく聞こえ、すべての感覚が失われていく。耳をふさいでしまいたい衝動に駆られたそのとき、柏原さんの過去を話す五月さんの声が鼓膜の奥で響いた。

『アイツさー。なんかのタイミングで『俺が会社を乗っ取る』ぐらいの、出世欲の鬼になっちゃったんだよねー。それからだよ。協調性のなかったアイツが上司とも上手くやるようになって、周りをよく見るようになったの』

　柏原さんがまだ新人だった頃、仕事に意欲がなかった彼を変えたきっかけ。

　それを想うと、どうしようもなく目頭が熱くなる。

　柏原さんも、変わりたいと思ったの？　柏原さんを好きになって、私がそう思ったように。由梨さんを好きになって、自分より先を歩く彼女に少しでも追いつきたい。

　そんなふうに思ったのかもしれない。

　心の呟きに鳴り止まない鼓動が、どうしようもなくうるさい。でもどうすることもできなくて、震え出す唇を両手で隠すのが精一杯だった。

　ようやく、すべてが繋がっていたことに気づいた。

　仕事に真摯に取り組む姿勢。面倒見の良さで慕われる性格。周りを気遣って働きやすい環境を整えてくれるところ。

『理想の上司』

　そんな言葉が当てはまるふたりは、よく似ている気がした。

　止められない想いに指先が震える。胸の奥がひび割れていくのを感じる。

　これ以上、聞いてはいけない……。

　踵を返して立ち去ろうとした、そのとき。

「来週の金曜日。同じ場所で、柊司を待ってる」

　強い意志を感じさせる声が、扉から流れ込む冷たい空気に溶けていった。

　ふらつく足で廊下を進みながら思う。

　五月さんから柏原さんの過去を聞いたあの日。語り終えた彼女の顔はひどく歪んでいて、それは彼が負った傷の深さだと思った。

　彼が渡そうとしたもの。それがなにを指すのかは明白だ。

　心臓が鷲掴みされたように息苦しくなると、幸せな気持ちで満たしてくれた声が鼓膜から響いた。

『親の前で隠す必要ないだろ。ついでに……俺の前でも』

　この瞬間が続いていくように、その想いが変わらないように。あのとき祈るような気持ちで絡みあう指先に力を込めたのは、きっと私だけじゃない。

　胸をざわつかせる不安を振りきるように、エレベーターホールへ向かう足を速めた。




　総務部のデスクに戻り、ＯＦＦにしていたパソコンの液晶モニターをＯＮにすると、背中に強い視線を感じた。

　振り返らなくてもわかる。そんな探るような視線を向けてくるのは、部長しかいない。相変わらず、悪い意味で目をかけられている。

　別に問題ない。無視。無視。考えない。考えない。まずは未処理の書類ケースから手を付け始める。いまは余計なことを考えず、目の前のことをきっちり片付けよう。

　そうやってしばらく無心に仕事を進めていたら、美香ちゃんが私のマグカップにコーヒーを注いで持ってきてくれた。

「友花さん。ずいぶん気合い入ってますけど、眉間に皺が……」

　苦笑いを浮かべる彼女の言葉に、電話機の横にある小さな鏡を覗き見る。

　疲れを滲ませた顔にチクリと胸が痛み、少し前に見た光景が頭をちらつく。

「ありがとう」と言ってマグカップを受け取り、ふたりの影を振り払うように仕事に専念した。

　部長の存在はときどき頭を悩ませるけれど、こうして打ち込めるものがあるって幸せだと思う。

　社内管理が主な総務部の業務は、営業部や宣伝部のように仕事の評価がはっきりとした数字で表われるわけではない。華やかな舞台に憧れる気持ちもあって、社内公募には積極的に応募しているけれど、社員の働きやすい環境を整える総務の仕事にだってやりがいを感じている。

　美香ちゃんのように慕ってくれる後輩や、ちょっと頼りないけど優しい課長だっている。

　崩れそうな気持ちのとき、見守ってくれる存在や、大事にしたい場所があること。

　それはすごく幸せなことだと思うから、これからも大切にしていきたい。

　数センチ先にある液晶モニターを見つめながら、そんな当たり前のことをふと思った。




　午後六時の定時から二時間の残業を終えて、下りのエレベーターに乗り込む。

　どうして、このタイミングなんだろう。

　エレベーターに足を踏み入れるのと同時に、そんな呟きが漏れそうになる。

　足を踏み入れたエレベーターには、由梨さんと男性社員がひとり乗っていた。

「友花ちゃんも残業？　お疲れ様」

　いつもと変わらない様子で声をかけられ、表情が固まる。

　ふたりっきりじゃなくてよかったと思うべきかもしれない。

　一瞬、そんなことを思ってしまった自分を叱責したくなる。

　入社以来ずっと慕ってきた由梨さんに、そんな感情を抱いてしまうなんて……。

　だけど、ふたりっきりだったら息が詰まってしまうかもしれない。

「総務の仕事とプロジェクトまで抱えて大変よね」

　私なんかよりずっと仕事を抱えているはずなのに、そうやって気遣う様子も変わらない。そんな優しさを嬉しく思うのに、曖昧に笑って視線を落とすことしかできなかった。

　由梨さんはこれから大阪に帰り、来週また戻ってくるらしい。

　それは、柏原さんと約束してるから？

　そう思うと堪らない気持ちになって、私に話しかける彼女の声が遠のいていく。ぼんやりとした意識に、到着を告げる軽やかな音が紛れ込んだ。

　階数表示に視線を流すと、どうやらエレベーターは一階ロビーに着いたらしい。扉が開くのをぼーっと見つめていたら、後ろから強い衝撃が肩に加わった。

「すみませんっ。ちょっと急いでるんで！」

　足早に降りようとした男性社員の体が肩にぶつかり、前のめりに崩れかけた体を由梨さんが支えてくれて、なんとかその場に倒れずに済んだ。

　だけど、両手を使って私を支えてくれた彼女のバッグは、床に落ちた衝撃で中身がその場にぶちまけられてしまった。

「こらっ。危ないじゃない！」

　彼女の怒りに満ちた声がロビーに響き渡る。

　いつだって自分のことより、まず他人を気遣う。

　新人の頃から親身に相談に乗ってくれた由梨さんは、出会った頃と変わらない。私たちの関係だって、これからもずっと変わるわけがない。

　不意に思うと目の奥が熱くなり、床に散らばるポーチや書類。広がって落ちた手帳を彼女のバッグに仕舞おうとエレベーターの床にしゃがみ込む。

　赤い革製の手帳を手に取ると一枚の写真がひらりと落ちて、白い砂浜で寄り添うように映るカップルの姿に息をのんだ。

「友花ちゃん」

　微動だにできない頭上に影が差す。

　落ちている写真に歩み寄った由梨さんとの間に重苦しい沈黙が流れ、先に口を開いたのは彼女だった。

「少しご飯でも食べながら、話さない？」

　弱々しい笑顔を向けてきた彼女に小さく頷いた。




　帰りの新幹線の時間まで、一時間はあるという。

　新幹線のホームまで、移動しやすそうな場所を探し求めて辿り着いたのは、東京駅構内にあるレストランだった。

　知っている顔がないかどうか店内を確認してから、入口から死角になるボックスシートに向かいあって座る。

　ご飯を食べようと誘った由梨さんも、なにも食べる気にはならないのだろう。

　ふたりで頼んだブレンドが運ばれてくるのを待って、彼女は静かに語り出した。

「柏原君が新卒で宣伝部に入った頃、彼の指導係が私だった。いまの彼からは想像もつかないだろうけど。仕事はできるんだけど、どこか無気力な彼をどうにか変えたくてね。最初の頃はずいぶん手を焼いたのよ」

　そこで言葉を止めた彼女は、ブレンドが入ったカップに手を添える。ゆっくりと立ち昇る湯気の向こう側には、懐かしむように和らいでいく瞳があった。

　そんな由梨さんの瞳は、初めて見るものだ。

「それから私が他部署に異動した頃、いま住んでいるマンションの説明会で彼に偶然会ったの。その帰りに食事に誘われて。それから何度かふたりで会うようになった。そのときに、彼に想いを告げられた。耳を疑ったわ。だって、私と柏原君では、年が十違うんだもの」

　由梨さんの瞳に影が差す。重い息をついてから彼女は続けた。

「からかわれてるって思ったら、泣けちゃうくらい悔しくて。でもね……その涙が乾いた頃に気づいたの。心のどこかで彼のことが好きだった自分に。好きだから、彼をどうにかして変えたかった自分に……」

　そこで言葉を詰まらせた由梨さんは、カップに落としていた視線を上げる。

「ごめんね。友花ちゃんに、こんな話」

「いえ。続けてください」

　揺れ動く瞳に弱々しく笑い返すと、胸が軋む音がした。

　彼女の話を聞いてすぐにわかった。

　やっぱり柏原さんを変えたのは、由梨さんの存在だった。誰かを変える力がある彼女を、ただ純粋に羨ましいと思った。

　もう何度目かの沈黙が流れ、由梨さんは迷いを断ち切るように息をついてから話を続けた。

「彼と付きあうようになってからは、仕事のこと、年齢のこと、結婚のことが頭に浮かんだわ。だけど、気づいてしまった想いを止めることはできなかった。先に想いを告げたのは彼だったけど、過ごす時間が増えるほど彼への想いが募っていった。でも、不安は尽きなかったの。彼にはもっと私なんかより、年の近い……相応しい人がいるはずだって、いつも思ってた」

　その頃に想いを馳せるように、彼女の瞳がどこか遠くを見つめる。

「付きあい始めのいまは、いいかもしれない。だけど、三年先、五年先、彼の気持ちが変わってしまったら、そのとき私には、なにが残るんだろうって。そう思ったら、幸せだったのに、幸せ……だったから、不安で不安で仕方がなかった。そんな想いに柏原君は気づいてくれた」

　淡々と語る彼女の声に耳を傾けながら思う。

　柏原さんなら、由梨さんの不安をすぐにでも拭い去ろうとするだろう。そのとき彼が取った行動は、きっと……。

　心の呟きが正しいというように、彼女の話は続く。

「隠れて付きあう必要ないって。自分のわがままかもしれないけど、そうしたいって。気持ちが変わらない約束の証を渡したいって、言ってくれた。嬉しかったわ。これ以上の幸せは一生ないと思った。だから、それでもう十分だと思ったの。別れようって、私から彼に言ったの」

　想いのすべてを吐き出した由梨さんは、テーブルの上で組んだ腕に視線を落とす。細い指先が微かに震え出すと、彼女はそれを隠すように膝の上に手を置いた。

　流れていく沈黙が、永遠のように長く感じる。

　由梨さんの気持ちが落ちつくまで待ちたいと思ったけれど、「それで柏原さんは、納得してくれたんですか？」と堪えきれず聞いてしまう。

　そこまで彼女のことを想っていた彼が納得したとは思えなかった。

　彼の気持ちを想うと、胸に新たな痛みが帯びる。彼女は首を横に振った。

「年上の元カレと寄りを戻したって、嘘をついたの」

「どうして、そんなことっ」

　身を切られるような想いに駆られ口調が強くなってしまい、慌てて口を両手でふさぐと、由梨さんは微かな笑みを浮かべた。

「結局、私は彼と過ごした時間より、上司という立場や、世間体、まだ見えない未来を優先したの。そうすることで、プライドを保つ気持ちもあったのかもしれない。嫌な女よね、私」

　深い悲しみに満ちた瞳を向けられて、胸が押し潰されそうになる。

　いま彼女に言われた言葉を頭の中で反芻した。

　年の差カップル。

　それはここ数年、テレビの芸能ニュースでもときどき取り上げられていて珍しいものではない。だけど、こうして話を聞くと、当事者にしかわからない想いがあるのだと思った。

　誰かと出会ったり、別れたり。傷を負ったり、ときに傷つけてしまったりして。幸せの数もその形もきっと限りなくある。どれを選択するのかは、いつだって自分自身だ。

　それからしばらく、由梨さんはなにか考え込むように口を閉ざしたままだった。でも私から投げかける言葉も見つからない。

　黙り込む彼女を見つめながら、由梨さんと付きあっていたときの柏原さんの想いの強さを想像すると、目の奥が熱くなった。

　とても彼らしい選択だと思った。

　きっと不安な由梨さんの気持ちを見据えて、幸せの証を渡そうと思った。迷う気持ちは微塵もなかったんだろう。

　いつだって真摯で強くて、相手を思いやる優しさを持つ彼を誇らしく思う。

　こんな状況なのに、そうやって嬉しく感じてしまう自分は、いったいどれだけ彼のことが好きなんだろう。

　不意に胸が締めつけられて膝に視線を落とすと、由梨さんは遠慮がちに口を開いた。

「この前、食事をしたとき、友花ちゃん言ってたよね。難しいことを考えるより、柏原君といるいまの時間を大切にしたいって。その言葉に気づかされたの。世間体や自分の立場や年齢のこと、そんなわずらわしいものをすべて取り除いたら、残った気持ちはひとつだった。どうしても彼とやり直したい。それが叶うなら、なにを失くしてもいいって」

　静かに語り続けた声はそこで途切れ、膝に落とした視線をゆっくり上げる。強い意志を持つ瞳と視線が絡みあい、ひと呼吸置いてから、由梨さんは悲痛な顔で声にした。

「結果はどうであれ、あの日の約束を守れたら止まっていた時が流れる気がするの。だから、二年前に彼と約束をした十二月二十三日。その日に、彼に答えをもらうことを許してほしいの」

　まっすぐな想いをぶつけてくれた彼女に、なんて答えればいいのかわからず瞳を揺らすことしかできない。重苦しい空気から逃れたい一心で腕時計に視線を流すと、彼女の乗る新幹線の時間はもうすぐだった。

「時間そろそろじゃないですか？」と切り出したら「そうね」と薄い笑みを返される。

　重くなった腰を立ち上げて、別々に会計を済ませて店を出た。

　それから、ホームまで見送ると言った私に、由梨さんは首を横に振る。

　結局、改札で別れてから、帰りの電車に乗り込んだ。

　忘年会帰りなのか、スーツにお酒の匂いを染み込ませたサラリーマンで、車内は混みあっていた。電車が緩やかなカーブに差しかかり、吊り革を持つ手に力を込める。けれど、思いがけず力が入らなくて、よろけた体が隣の女性にぶつかってしまう。

「すみません」と謝りながら、ついさっき言われた言葉が重く胸にのしかかっていた。

　由梨さんと食事をしたあの日、彼女には忘れられない人がいると思った。

　ひどく儚げに見えた彼女の手助けをしたい。そう思った気持ちに嘘はない。なにかを変えるきっかけを作りたい。強く思った気持ちに後悔はない。

　だけど、そんな想いと同じくらいに、不安の影に怯えている自分がいる。

　痺れるこめかみに手を押しあてて考えていたら、到着を告げるアナウンスが流れた。

　人波に押されて駅のホームに降りると、温かみのある声が鼓膜の奥から聞こえてきた。

『好きだ』

　あの日、まっすぐな想いを伝えてくれた彼の声が、胸に広がる不安を拭い去ってくれる。

　ふと暗い影で覆われた夜空を見上げると、手を伸ばしても届かない白い光が輝いていた。




　由梨さんの想いを聞いてから、一週間の時が流れた。

　廊下をのんびり歩く背の高い後ろ姿に、「柏原さん」と声をかける。

　そうやって彼を呼ぶのはもう三度目だ。

　最後は少し強めに呼んでみたら、彼はようやく振り返ってくれた。

「三回目で、やっと気づいてくれましたね」

「えっ。あぁ、悪い。ちょっと考え事してた」

　柏原さんはそう言って軽く頭を振る。

　言葉の裏にある想いが、気になって仕方ない。でもそれを口にすることなく、「そうですか」と笑顔を返した。

「なにかあったか？」

「いえ。柏原さんが前を歩いていたので、ご挨拶をと思いまして」

　おどけたように言ってみると、彼はふっと表情を緩める。

「いい心がけで、よろしい」

　いつもの調子で返されて、ホッと胸を撫で下ろす。

　由梨さんから話を聞いたあとも、何事もないように振舞っていた。

　このところお互いの仕事の忙しさもあって、彼と顔をあわす機会は少なかったけれど、時間を作ってふたりで過ごしていても、彼はなにかぼんやりしていたことが多かったように思えた。

　由梨さんから聞いた話を彼にするのは、フェアじゃない。そんなことをしなくても、彼の気持ちは固まってるだろうから。

　気になるけど、考えない。考えない。

　呪文のように心で唱えて毎日を過ごしていたら、由梨さんが彼に答えをもらう二十三日が、明日に迫っていた。

　明日は祝日で、雅人の結婚式でもある。

　柏原さんとその場で少し立ち話してからデスクに戻り、溜まっている仕事に取りかかる。

　年末の慌ただしさもあって体はずっしり重くなっていたけれど、無心で仕事と向きあっていたら、なんとか今日の仕事を終わらすことができた。

　息つく時間も惜しんで作業を続けていたから、業務日報を課長にメール送信して、女子トイレに駆け込む。個室から出て手を洗い、ふと目の前にある鏡を見つめた。

　疲れきった自分の顔にため息をつくと、賑やかな声と共に女子トイレの扉が開く。

「――なんだって……」

「柏原さんがねぇ……って、友花さん!?」

　なにやら神妙な顔で私の名前を呼んだのは、美香ちゃんだ。

　しまったぁーという顔をした彼女は、すぐに曖昧な笑顔を浮かべたから、なにがあったのかと気になってしまう。

「柏原さんが、どうかしたの。プロジェクトのことで、なにかあったとか？」

　また上層部が厄介なことを言い出したのなら、今度こそ私が役員室に怒鳴り込んでやる。

　そんな勢いで身を乗り出すと、美香ちゃんは大袈裟に手を振った。

「いえいえ。仕事のことじゃぁないですよ……でも、ナイショにしてくださいね？」

　彼女はそんな前置きをしてから、唇に人差し指を添える。

　噂好きな瞳がキラキラ輝いていて、どうやら仕事のことではないようだと、ホッと胸を撫で下ろした次の瞬間。

　美香ちゃんは耳を疑う言葉を口にした。

「実は秘書課の子が、この前柏原さんに三度目の告白をしたみたいで。結果はまぁ、今回もまた撃沈らしいんですけどね。振られちゃった理由が前回と変わらずで……。忘れられない人がいるって、言われたらしいですよ」

　その言葉に、胸が一瞬で切り裂かれる。

　振られちゃった理由が、忘れられない人がいる。前回と同じ。忘れられない人……。

　言われたばかりの言葉が頭の中で繰り返されて、膝から力が抜けそうになる。

　グッと奥歯を噛み締めて、別の答えを探そうとする。けれど、それが誰のことなのかは考えるまでもなく明白だった。

　胸を突く衝撃に、目頭がじんわり熱を持つ。

　私を不思議そうに見つめる美香ちゃんの姿が、滲んでいく視界に入った。

　いけない。いまの私どんな顔してた？

　美香ちゃんともうひとりの彼女の困惑した表情に、どこか遠くにいこうとした意識を呼び戻すことができた。

　大丈夫。なんてことない。

　そんな取り繕う笑顔を浮かべたら、美香ちゃんが遠慮がちに言葉を続けた。

「あのっ、友花さんも柏原さんと噂ありましたよね？　もしかして、ふたりの間になにか……いえ。まぁ、まぁ、まぁーまぁー！　嫌な気分のときには、友花さんの十八番のエアキックを男子トイレに向けてやっちゃいますか？」

　彼女はおどけたように言うと、男子トイレに向けて軽く足を振り上げる。それは部長に延々とお説教されていた彼女を庇ったあと、落ち込む彼女をなんとか元気づけようとふざけてやったことだった。

　もうひとりの子からも、「そうだ！」と明るい声が上がる。

「今日、このあと合コンがあるんですよ。女性ひとり増えても全然問題ないんで、よかったらどうですか？」

「そうですよ！　友花さん、行きましょう!!」

　ふたりは甘えたように腕を絡めてきてくれる。

　そんな彼女たちの気遣いは、深手を負った胸に優しい色を添えるから、嬉しくて涙腺が緩みそうになる。

　だけど、ダメ。絶対に。いまだけは……絶対に、ダメだ。

　いまにも溢れそうになる涙に強く言い聞かせて、左手の小指を右手でなぞりながら、静かに呼吸を整える。泣き虫な私を何度も助けてくれたおまじない。

　それをするのは久々だった。

「ごめんね。これから、友達と会う予定があるんだ」

「あっ、そうなんですね……」

　美香ちゃんが残念そうな顔になる。

「本当にごめんね。せっかく誘ってくれたのに」

「いーえ。それじゃぁ、またの機会に、ぜひぜひ！」

「ありがとう」

　それから、入念な化粧直しを終えたふたりとトイレの外で別れた。

　嘘ついてごめんね。

　エレベーターに駆け込んだふたりの後ろ姿が見えなくなると、全身から力が抜けて、じんわりと熱いもので視界がぼやけていった。

　柏原さんの答えは、とっくに出ていたの？

　由梨さんと別れた瞬間から、その答えが変わることはなかったのかもしれない。

　ううん。まだわからない。彼の言葉で、彼の想いを聞くまではわからない。

　そう思うのに、堰を切ったように想いが溢れそうになる。誰もいない廊下でひとり天井を見上げた。

「私じゃなかったのかなぁ……」

　小さく呟くと、頭の中で別の声が響いた。

『俺がやってることって、弱ってる桜井に付け込んでるんじゃないかって。それは、違うんじゃないかって思った――けど、それも……違ったんだろ？』

　あのとき、照れくさそうな瞳にどうしようもなく想いが溢れて、声にならなかったことを思い出す。

　初めて触れた指先。何度も重ねあった唇。柔らかい笑顔。彼のすべてを手に入れたいと思っていた。

　あの日彼が言った言葉に偽りはなかったと思う。だけど、私たちはまだ始まったばかりだった。

　もし、そういうことなんだとしたら……。

　胸を襲う痛みから逃れるように瞳を閉じる。震える心を落ちつかせるため、長く息をついてから、早く家に帰ろうと総務部に戻った。

　照明が半分落ちたフロアには、雅人がひとり残ってパソコンと向きあっていた。

「お疲れ様です」と声をかけにいったら、彼は手を止めて顔を上げた。

「あれ？　桜井まだいたんだ。もうとっくに帰ったと思ってた」

「それはこっちのセリフですよ。明日の結婚式の準備はいいんですか？」

　呆れたように言ったら、「あー、うん……彼女に任せっきりでさ」と苦笑いを返される。

「もうっ。ダメダメじゃないですか。初めての共同作業なのにっ」

「だよなぁー」

　彼はバツが悪そうに、首の後ろに手を回した。

　明日の結婚式には、総務部の全社員が出席する予定になっている。ふと不動産会社で会った花嫁さんの愛らしい笑顔を思い出す。

　ふんわりしたＡラインのドレスとか似合いそうだなぁ。

　そんな彼女は、いま妊娠しているらしい。結婚式の招待状を持って部内を回っていた雅人が、そんなことを言っていた。

　結婚と彼女の妊娠かぁ。雅人が父親になるのか……。

　親しい人から結婚の報告をされたとき、嬉しい気持ちと寂しい気持ちが入り混じってしまうことがある。

　休日の予定を考えたとき。会社帰りに誰かを誘って飲みにいきたいとき。まず誘いたい相手の家族構成を考える。誰かの幸せを喜びながら、気軽に誘える友達がひとり少なくなる度、その分寂しさも積もってしまう。

　幸せの形は人それぞれで、先を急ぐ必要もない。

　そんなことはわかっている。だけど、いまにも終わりかけているかもしれない恋を思うと、目の前にいる雅人がものすごく遠い存在に思えて、祝福する気持ちにほんの少し寂しさが入り混じってしまった。

　デスクのあと片付けを終えて立ち上がり、まだパソコンと向かいあっている雅人に声をかける。

「お先に失礼しますね」

「おぅ。気を付けて帰れよ」

　優しい先輩に笑顔を返すと、彼は先を急ぐようにパソコンの液晶モニターに視線を移した。でも一度戻ったその視線は、もう一度私に向けられる。

　キーボードを打つ手がピタリと止まり、彼の視線が斜めに上がったのは、帰ることを告げた私がその場に立ち尽くしていたからだ。

「どうした？」

　彼が不思議そうな顔になる。

　いまこのフロアには、ふたりしかいない。

　柏原さんと過ごした時間を考えていたら、急に雅人に聞いてみたくなった。

　私がどんなに考えても出せそうにない答え。きっと彼は知っているから――。

「前に言ってくれたよね。私に幸せになってほしいって。あれ、どういう意味なのかなって思って」

「えっ？」

　唐突な質問に雅人は瞬きをする。

　質問の意味がさっぱりわからないという彼に、ちょっと意地悪をしたくなった。

「普通はね。自分が振った女にそんなこと言わないんだよ。無神経な男って言われちゃうんだから」

　付きあっていたときのようにタメ口で話す私に、彼は頬を引き攣らせた。

「そう……なのか。そっか、そうだよな。俺――普通じゃないんだな」

「そうだよ。無神経。ちょっとは振られた私のことも考えてよって思ったよ」

　少し声のトーンを落としてみたら、青ざめた顔で「ごめん」と言われた。

　ヤバい。ちょっとやり過ぎちゃった？　意地悪が過ぎたのかもしれない。

　雅人はため息をつきながら、椅子の背もたれにグッタリ体を預ける。

　そんな彼の肩を勢いよくトンッと叩いた。

「嘘。冗談。そんなふうに思ってないよ」

　前は、少ーし思ってたけどね？　それは心の中にしまっておこう。

　柔らかい笑みを浮かべると、雅人も頬を綻ばせる。

　嘘のつけない笑顔を見ていたら、どんよりと暗い影を落としていた胸に僅かな光が差した気がして、思い切って聞いてみた。

「雅人にね、聞いてみたいって思ってた。自分じゃない誰かの幸せを願うって、どういうことなんだろうって。私……よくわかってないみたい、なんだよね」

　言葉にすると、柏原さんの顔が浮かんで胸がキリキリと痛み出す。

　目頭が熱を持って、頬が引き攣っていくのが自分でもわかる。

　誤魔化すように、ははっと笑うと雅人の瞳が切なげに影を帯びた。

　隠しきれない想いを見透かさないでほしい。

　祈るようにその瞳に訴えると、膝に視線を落とした彼はポツリと言った。

「やり残したから、かな」

「やり残し？」

　意味がわからず首を傾げたら、小さく笑われてしまう。

　もう戻れない遠い昔を懐かしむように、雅人は意外なことを口にした。

「桜井さ。俺といるときも仕事をしてるときも、なんか無理してるって思ってた。抱えてるものがあるんじゃないかって、そんな気がしてた」

　彼はそこで一度息をつき、視線を上げる。

「だけど、それを話してくれないのは、頼りがいのない俺に原因があると思った。桜井のことは好きだったし、幸せにしたいって思ってたけど。桜井の未来を想うと別れた方がいいんじゃないかなって思ったんだ……」

　予想もつかなかった彼の言葉に、声を失う。

　雅人がそんなふうに思っていたなんて、まったく気づかなかった。

　彼の瞳が寂しげに細まる。そんな瞳。何度か見たことを思い出す。

　きっと最後に見たのは、曖昧だけど決定的な言葉で終止符を打たれたあのときだ。

『これから先を考えたら、一緒にいられないって思ったんだ』

　何度も思い出して、その度に胸を苦しめた言葉。その裏にあった彼の想いに、胸が震える。

　これから先の未来……。

　雅人の未来に、私がいないことが悲しかった。

　だけどそうじゃない。深く傷を負ったあの言葉は、私のために向けられたものだった。

「無理させてるってわかってたのに、最後まで桜井に踏み込んで聞けなかった。自分の懐の浅さを認めるのが悔しかったんだな、きっと。小さい男だよなぁ、俺」

　雅人はそこで首の後ろに手を回しながら、「だからやり残しは、幸せにできなかった後悔」と寂しげに笑う。

　声にならない想いがせり上げ、首を横に振ることしかできなかった。

　雅人が言った『幸せになってほしい』という言葉。

　自分ひとりで幸せになるくせに、なんて無神経な男。

　誰かが聞いたら、きっとそう思うだろう。私だってそうだった。

　だけど、はじまりも終わりも……いつだって彼は嘘のない言葉で、こんなにも私の胸を温かくしてくれる。

　誰かの幸せを心から願う。

　たとえ関係が変わってしまっても、そんなふうに思ってくれたことが嬉しい。

　切なさではない温かみのある熱で視界がぼやけていく。

　告白をしてきた女性に、『忘れられない人がいる』と柏原さんは言ったらしい。

　明日、彼が出す答え。

　もしそれが私の望まないものだとしたら、私が彼にしてあげられることはなんだろう？

　そっと心に問いかけると、ナイフで刺されたような鋭い痛みが、体をひと突きにした。

　でも、傷を負った痛みより、ずっと強い想いが胸に芽生えていた。







第八章　幸せの形　それぞれの選択













　冬の空を厚く覆う雲が、風に乗って流れていく。

　晴れ渡った青空で迎えた十二月二十三日。都内にある外資系ホテルで執り行われている雅人の結婚式に出席していた。

　ホテル内の教会で、愛を誓いあうふたりの証人となる人前式を終えて、披露宴も終わりに近づこうとしているいまは、独身女性を対象にしたブーケプルズを終えたところだった。

　ブーケに当たりのリボンをつけて、多くのリボンの中からそれを引いた女性は次の花嫁になれるという披露宴によくある演出だった。

　見事当たりを引き当てた私は、花嫁さんから小さなバラのブーケを受け取る。ブーケを胸に抱えて総務部のテーブルに戻る途中、「それ、いいなぁ」と可愛いらしい声が背中にかかった。振り返った先には、ピンクのサテン地のドレスに身を包んだ女の子の姿がある。

　見たところ幼稚園児くらいかな？

　腰を屈めると、彼女の熱い視線がブーケに注がれていることに気づいた。

「あっ。もしかしてこのお花のこと？」

「うん！」

　弾んだ声を返されて「じゃぁ、あげる。どうぞ」と笑顔で彼女に手渡すと、母親らしき女性が慌てた様子で駆け寄ってきた。

「ユカちゃん。それお姉ちゃんのでしょっ、わがまま言わないの！」

「いえ、いいんです」

「でもっ」

「そのブーケ。ユカちゃんのドレスにすごく似合ってますし」

　笑顔で答えると、ユカちゃんと呼ばれた女の子は、ピンクのバラで作られたブーケを両手に抱えて、「やったぁー」と嬉しそうに笑った。

「お姉ちゃん、ありがとう！」

　愛らしい笑顔につられて、私も目尻を下げる。

「すみません」と何度も頭を下げていたユカちゃんの母親と彼女が自分たちのテーブルへ戻っていく。離れていく後ろ姿を見ていたら、そっと肩を叩かれた。

「友花さん、よかったんですか。幸せ逃げちゃいますよ？」

　おどけたような声は、振り返らずとも誰だかわかる。美香ちゃんだ。

　この前誘われた合コンが不発に終わったらしい彼女は、ついさっきこんな気合い入りまくりの声を上げていた。

『結婚式っていったら、婚活ですよ！　村瀬さんに幸せを分けてもらいましょう!!』

　そんな彼女は、今日の結婚式での出会いにと、出たばかりの冬のボーナスでドレスと靴を新しく買い揃え、名の知れた美容院で髪のセットをしてきたらしい。

　花嫁さん顔負けの完全フル装備というやつだけど、ドレスの色は主役のふたりと被らない黒で、そういった常識はわきまえている。

　披露宴のあとに二次会は予定されてないけれど、彼女はすでに新郎側の何人かに目を付けていて、これから他の子と声をかけるつもりらしい。

　これが若さなのかなぁ。

　美香ちゃんと年はそんなに変わらないけど、いつになく眩しく見えちゃうな。

「いいなぁ。美香ちゃん」

　ポロリと零れた言葉に、彼女は不思議そうに首を傾げる。

「なんでもないよ」と、小さく笑って誤魔化した。

　美香ちゃんとふたりで総務部のテーブルに戻ると、それを待っていたかのようなタイミングで、会場の照明が落とされた。

　優しい音色を奏でる音楽に乗せて、巨大スクリーンが天井から姿を現す。

　そこに今日の主役であるふたりの姿が映し出された。

　まだ泣き声しか出せない幼い頃から始まり、「新郎の高校時代の思い出です！」と司会者の男性が声を張る。スライドに映し出された雅人の女装姿に会場からドッと笑い声が上がるけれど、私の意識は別のところにあった。

　昨日の夜遅く、柏原さんからこんな電話をもらった。

『あさってのクリスマスイブ。予定変更してもいいか？　実は、明日――いや、なんでもない』

　彼が伝えようとした言葉を頭で理解するのに数秒かかった。

　二十四日のクリスマスイブは、彼が予約してくれた表参道のフレンチレストランで食事をして、そのあとは彼のマンションで過ごす予定になっていた。

　予定変更。それに、明日ってなにかを言いかけた。

　やっぱり、由梨さんに会いにいくんだ……。

　終わりを決定付ける彼の呟きに胸が張り裂けそうになって、ダメだって思うのに聞かずにはいられなかった。

『明日の二十三日で、イブの予定が変わるんですか？』

『えっ。あぁ……ちょっと、な』

　珍しく声を詰まらせた彼からは、それ以上聞かれたくないという雰囲気を感じ取れた。

　胸を襲う痛みを堪えるように強く唇を噛み締め、落ちつき払った声を喉から絞り出した。

『予定変更しても、私は大丈夫ですよ』

　彼の出す答え。いま聞かなくても、明日にはわかる。

　それを静かに受け入れようと思った。

　泣いてすがるような真似はしたくない。

　友達に話したらバカだなって思われても、柏原さんを好きになって気づけたことはたくさんあったから。好きになった気持ちを無駄だなんて思わない。

　彼と過ごした時間に想いを馳せながら、静かに鼓動する胸に手をあてる。自分でも驚くほどに落ちついていた。

「それでは、次のコーナーに移ります！」

　スライドの終わりを告げる司会者の声が、遠くにいった意識を引き戻してくれた。

　次の演出は、どうやら新郎新婦への質問コーナーらしい。

　披露宴の前に配られたアンケートから、選び抜かれた質問を司会者の男性が読み上げる。

　お互いの好きなところや、プロポーズの言葉。定番の質問に、ふたりは時折見つめあいながら答えていく。

　司会者の男性が「それでは最後になります」と一段と明るい声を張り、彼は満面の笑みを新婦に向けた。

「新婦に質問です。新郎を選んだ決め手はなんですか？」

　マイクを握り締めた彼女は、少し照れくさそうに笑いながら、淡いピンク色の唇を動かした。

「決め手なんて、上手く言えないんですけど……」

　そんな前置きをした彼女の視線が隣に向けられる。彼女の柔らかい笑みに雅人の頬が綻んでいく。彼女はひと呼吸置いてから続けた。

「幸せになりたい。そう強く願ったときに、思い浮かんだのが彼の顔で、彼の隣にいる自分しか思い描けなかった。ただ……それだけです」

　あまりにもまっすぐな響きが一瞬の静寂を呼び寄せて、次に広い会場がたくさんの拍手と笑顔に包み込まれた。

　今日一番の幸せな笑みで、見つめあうふたり。

　それを冷やかすような笑い声と、たくさんのフラッシュが向けられる。

　私の隣に座っていた美香ちゃんも黒のフレアードレスの裾を翻して、カメラを持って立ち上がった。それにつられて、総務部のテーブルを囲むように座っていた他の女の子たちも、新郎新婦の元へ駆けていく。

　だけど私は、どうしても立ち上がることができなくて。

　熱く焼けつくまぶたの裏に、愛しい笑顔がくっきり浮かび上がり、優しい声が鼓膜から響いてきた。

『桜井とこうしたいって思った』

　彼に想いを告げられたあの日、突然すぎて戸惑いもあった。

　でも、あのとき私は……。

　出会ってからの時間だとか、始まりの言葉だとか。

　そんなことはどうでもよくて、ただ強く願った。この時間が長く続いてほしいと。

　なにかに突き動かされるように、それだけを願っていた。

　鼓膜から響き伝わる彼の声は、深手を負った胸に優しい色を添える。

　無性に泣き出したい衝動に駆られて、震え出す唇を両手で押さえつける。溢れ出す感情に堪えるように、強い力で押さえつける。

　すると、ぼやけていく視界の隅に雅人を見つけた。

　義理堅くて情に厚い。誠実なところが好きだった。

『幸せになってほしい』

　いつだって、別れたあとでさえも、私の幸せを心から願ってくれていたあなたが選んだ人は、やっぱり素敵な人だったね。私が気づけなかった大切なことを教えてくれた。

『幸せになりたい』

　そう強く願ったとき、私は柏原さんの笑顔と、泣けちゃうくらいに温かい気持ちにさせてくれた言葉を思い出す。

『親の前で隠す必要ないだろ。ついでに……俺の前でも』

　弱さを隠しきれない不器用な素顔を誰かに知られるのが怖かった。だけど、そんな自分を誰かが知ってくれていることは、思っていたよりずっと心地良かった。

　そばにいるだけで心から喜んでもらえるような、彼に必要とされる存在になりたい。

　そう強く思うことで、変われる気がしたことを――。

　繋いだ指先に力が入るだけで、優しい瞳で見つめられるだけで、好きって気持ちが溢れそうになったことを彼はまだ知らない。

『好きだ』

　幸せの熱で優しく包み込んでくれたあの言葉に、私はまだなにも答えられていない。

　自分から想いを口にすること。昔から上手くできなかった。

　なにかを期待して拒絶されることが怖くて堪らなかった。

　でも、私が欲しいと心から願うものは……。

　そんな簡単に、手に入れられるものなんだろうか？

　仕事に意欲のなかった柏原さんを由梨さんは変えた。そんな彼女を特別な人だと思っていた。

　なにかを変える力なんて私にはないし、いま彼の気持ちは由梨さんにあるのだと思う。

　大切なふたりの幸せを願うなら、自分の気持ちに蓋をして諦めなきゃいけない。そう思っていた。

　でもいまは、どんなに格好悪くても、誰かに笑われてしまっても、たとえ叶わない想いでも、『伝えたい』。そう思ってしまう馬鹿な自分がいる。

　溢れ出る想いが涙となり、頬を伝い落ちていく。

　幼い頃からのおまじないをすれば、堪えることもできた。

　でも、たまには堪えなくてもいい。だって、それをしなくても、それでもいいって言ってくれた人がいる。

　声を漏らさず涙を流す私に、気づく人はいないと思っていたのに、「悲しいの？」と耳に届いた幼い声にハッとする。

「これ、やっぱりお姉ちゃんに返すね」

　心配げな瞳で私を見上げていたのは、ついさっきブーケを譲ったユカちゃんだった。

　彼女と目線をあわせるようにしゃがみ込むと、ブーケを差し出された。

　それは、彼女が着ている鮮やかなピンク地のドレスに、とても似合っているのに。あんなに欲しがっていたのに。

　きっと彼女はすごく純粋で、心が優しい女の子なのだと思った。

　早く受け取ってというように、強い視線を向けてくるユカちゃんに首を振る。

「いいの。それは、ユカちゃんに持っててほしいんだ」

「えー。でもっ、私が取っちゃって悲しいんでしょ？」

　頬を流れる涙を手の甲で拭い、ユカちゃんに笑顔を向ける。

「違うの。この涙は、悲しいわけじゃないの。ユカちゃんが知ってて、私が知らなかった答え。それに、やっと気づけて嬉しいから。嬉しくてもね、涙って出るんだよ？」

「そうなの？」

「そうなんだよ」

「ふーん、よくわからない。でも、お姉ちゃんが嬉しいなら、私も嬉しいなっ」

　まだ小学生にもならないであろうユカちゃんには、難しかったかな。

　にっこり微笑む彼女の頭を優しく撫でながら、柏原さんが教えてくれた母の言葉が頭を過った。

『なにかに執着したり、欲しいものを必死に求めてないと、いつか大事なところで失敗するんじゃないの？』

　いま、私がどうしても手に入れたいもの。

　それは、必死に手を伸ばして、あがいて、それでやっと、掴めるものなのかもしれない。まだなにもしていない自分が。いつまでも弱く殻を破れない自分が。無理矢理納得したふりをして、諦めようとする自分が。

　簡単に手に入れられるものではないのだと思う。

　ぼんやりとした意識に、「じゃぁ、本当にもらっちゃうからね！」と明るい声が紛れ込む。笑顔で頷くと、「ありがとう、大事にするね」と彼女は言い残して、自分のテーブルに戻っていく。

　小さな背中を見つめながら、胸の痛みが和らいでいくのを感じた。




　それから雅人の締めの挨拶で披露宴は幕を閉じた。

　式場の男性ふたりによって重厚感のある扉が両開きに開かれ、披露宴会場の外では新婦の手作りクッキーが入ったかごを雅人が手に持ち、新婦が出席したゲストに、ラッピングされたクッキーを手渡しながら見送っていた。

　テーブルごとに退席する順番を待っていたら、私たちのテーブルにも、式場の人から声がかかる。

　このあと、新郎側の友人と飲みにいく約束を取り付けた美香ちゃんが一番に立ち上がろうとする。

「なんだぁ、もう終わりなのか？　おい、最後にワイン」

　顎をしゃくりながらの声に、動きかけた彼女の足が止まった。

　空になったワイングラスを掲げたのは部長で、たったいま私たちに声かけをした式場の女性も、困惑した笑みを浮かべる。

「部長。そろそろお時間ですので」

　すっかり酔いが回った赤ら顔の部長と女性の間に、課長が慌てて入るのを見ながら、ため息が零れた。

　まったく。お酒が弱いのにあんなに飲むからだよ。

　しかも部長がこうなってしまうと、普段以上にタチが悪い。この場は課長に任せて退散した方が良さそうだ。

　テーブルを囲うみんなも表情を曇らせ、成り行きを見守っていて、隣に座る美香ちゃんの肩をそっと叩いた。

『早くこの場を離れた方がいい』

　心の声を読み取った彼女がテーブルを離れようとする。

「おい！　まだ帰っていいなんて言ってないぞ」

　高圧的な怒声が彼女の足を止めた。

「まったく最近の若いもんはこれだからぁ、ダメなんだ。俺の若い頃はなぁー」

　タチの悪いおじさんの常套句をつらつら並べ出す部長の瞳は、焦点が定まってないように見えた。まだ会場に残っている人たちの視線をチラチラと感じる。

　恥ずかしさと情けなさと怒り。

　雅人に申し訳ない気持ちでいっぱいになって、荒々しい怒りの感情が胸の奥から湧き上がってくる。でもここでそれをぶちまけたら、それこそ彼に申し訳ない。

　弾けそうになる感情をグッと堪えていると、式場の女性は苦笑いを残して、別のテーブルに足を向けた。

　取り残された私たちの間には、重苦しい沈黙だけが流れていく。

「まぁまぁ。部長」

　沈んだ空気を変えようとした課長が、今度は美香ちゃんと部長の間に入る。

　管理職っていうのは、こんなことまでしないといけないのか……。

　テーブルを取り囲むすべての人から、心の呟きが聞こえるのに、ただひとりそれを感じ取れない部長は、「おい」と美香ちゃんを顎でしゃくった。

「さっさとワインを持ってこい」

　他人を傷つけようとする悪意ある眼差しに、心にスッと冷たいものが走る。

　酔っているとはいえ、いい加減うんざりだ。

　披露宴会場をぐるりと見渡すと、どうやら私たちのテーブルは最後に回され、いま会場にはあと片付けをしている式場の人が、数人残っているだけだ。

　でも、私がこうしている間にも、部長の勢いは止まらない。

　彼はテーブルに手をついて立ち上がると、美香ちゃんに歩み寄った。

「なにしてる。早くしろっ」

「あのっ、私。このあと……」

「なんだ？」

「……いえ。ワイン持ってきますね」

　頬を引き攣らせた横顔に、もう我慢の限界だった。

「やめてください！」

　声を張って立ち上がると、総務部のみんなが息をのむのがわかった。

　自分でも思っていたより冷静な声を出せた。

　でもホッと胸を撫で下ろしたのは、ほんの一瞬。椅子から立ち上がった私の前に、すかさず部長が歩み寄る。

「桜井。お前なんだ、その態度は！」

　よかった。美香ちゃんが解放された。

　でも、なるべく冷静にって必死に我慢しているのに、会場に響き渡るほどの罵声を浴びた。

　角が立つような態度を取ったこと。間違っていたかもしれない。ごめん、雅人。

　心で謝罪してから、毅然とした態度で部長に向き直った。

「言い方が悪かったのなら謝ります。でも、いまの部長の態度は、さすがに目に余ります」

「お前っ」

　お酒の熱とは違う怒りの感情で、顔を真っ赤に染める部長を静かに見つめ返す。

　感情が高ぶってどうにもならない人を前にすると、不思議と心は冷静になれるようで、私を睨みつける目から視線を外す。心配顔の美香ちゃんに、大丈夫と、目で合図を送った。

　また露骨な嫌がらせをされちゃうかな。でも、それでもいいかって軽く思えた。

　部長に睨まれたって、私には美香ちゃんのように慕ってくれる後輩や、ちょっと頼りないけど優しい課長だっている。

　私を見守ってくれる存在や、必要としてくれる場所を、これからも大切にしたいから……。

「しっ、仕事もできないくせに。生意気な口を利くな！」

　怒声が頭の芯まで響くと、さすがに怯んでしまいそうになる。

　大声を出すことで、相手をひれ伏せさせたい想いがあるんだろう。でも、声がうわずっているように思えた。

　もしかしたら、私に言われたことで冷静さを取り戻しているのに、いまさら引くに引けなくなっているだけかもしれない。式場にも迷惑をかけているし、私から折れた方がいいかもしれない。

　そんなことを考えながら、私たちを遠目に見つめる式場の人たちへ視線を流す。ハッと息をのむよりも先に、胸が大きく震えた。

　こちらに駆け寄ってくる男性の姿に、一瞬で目が奪われる。

　近づいてくる黒い瞳と視線が絡みあう。

　ただそれだけで涙腺が緩んでしまう自分は、どれだけ彼のことが好きなんだろう。

　他人事のようにぼんやり思っていたら、彼に気づいた総務部の女子すべてから、「きゃぁっ」と悲鳴に近い歓声が上がった。

　思わず目が奪われる端正な顔立ち。

　走り姿だけでも洗練されたように見えるのは、初めて見る彼の服装のせいだろうか。

　潤みを増して霞んでいく視界。

　こちらに駆け寄ってきた男性は、柏原さんだった。
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　ものすごい速さで走ってきたはずなのに、柏原さんは息を切らせることもなく、余裕ありげな瞳を私に向ける。そして穏やかな笑みを浮かべながら、静かに口を開いた。

「部長。これ以上、会社の評判を落とす真似は、やめた方がいいですよ」

「おっ、お前。柏原か!?　なんだ、その格好は!!」

　思いっ切り裏返った部長の声に、彼はピクリと頬を引き攣らせ、黒い瞳が心底不機嫌そうに細まった。

　心の中で、思いっ切り舌打ちをしている姿まで思い浮かんでしまうのは、彼の裏の顔を知っている私だけかもしれないけれど。

　部長が反論するのを忘れてしまったのも納得だ。テーブルを取り囲む女子たちが彼に見惚れてしまうのも、すごくよくわかる（だって、私もそうだから）。

　柏原さんの切れ長の目と同じ色をした黒い前髪は、ワックスで少し立ち上がり、その端正な顔を引き立てる眉毛も、いつもより凛々しく見える。

　そして極めつけは、これから結婚式ですか？

　思わず問いかけたくなるような、光沢のある純白タキシードに身を包んでいたからだった。

「お前っ。いったいなにしてんだ!?　これから結婚でもするつもりか」

　指差しまでする部長に彼は顔を曇らせ、眉間に皺を刻む（チッと舌打ちが漏れたのも、たぶん気のせいじゃない）。

　ふぅっと短い吐息が彼から漏れて、涼しげな瞳が私を捉える。でも、それはすぐに私の後ろにいる美香ちゃんに流れて、彼はしたたかな笑みを浮かべた。

「悪いけど。桜井に話あるから、借りていい？」

　タキシード効果もあり、いつもに増して色気を含んだそれは、いつか社員食堂で彼女に向けたものと同じ。

　その威力は改めて説明する必要もなく、この場にいる女子は一瞬でやられてしまう。

　二度目の体験をした美香ちゃんも、今日も激しく首を上下に動かした。

　柏原さんはそれを見て満足そうに微笑む。

　それから、流れるような仕草で私の左手を優しく取った彼に、美香ちゃんを含めた女子社員から「きゃっー！」と黄色い悲鳴が上がった。

「行くぞ」

「えっ。ちょっ……」

　強引に手を引かれて歩き出されても困る。

　行くって、どこへ？　なんで、ここに？　なんでなんで、そんな王子様スタイル？

　まったくもって意味がわからない。

　戸惑いとみんなに見られているという恥ずかしさもあり、絡みあう指先を振り解こうとする。けれど、少し痛いくらいに握り返されてしまった。

　痛いほどの羨望の眼差しを受けながら、引きずられるように私の足が前に進む。

　そんな私たちの前に立ちはだかったのは、ついさっき、彼に完全無視された部長だった。

「ちょっと、待て。話は終わってないぞ！」

　鼻息荒く詰め寄る部長に、柏原さんは顔を斜めに傾ける。

「あれ。そうなんですか？」

「そっ……そうなんですか、だと!?」

　しれっとした返しに、言われた部長はもちろん、この場にいるすべての人が目を丸くした。

　私は何度かお目にかかったことがあるけど、社外モードＯＦＦの彼を初めて見る人は、そのギャップに驚くよね……。

　余裕ありげな彼の態度に、とうとう部長の怒りのボルテージはＭＡＸに到達し、傍はたから聞いていても呆れ果てる、子どもじみた暴言を吐き捨てた。

「柏原。お前っ、昔からそんな態度で――そういえば！　この前も、桜井のことをなにか言ってたなっ。なんだ、なにか特別な感情でもあるんじゃないのか!?」

　酔いと怒りが入り混じって、自分をコントロールできてないのかもしれない。

　でも、いい加減うんざりだ。

　この場にいる全員をしらけさせているっていうのに、部長は恥を上塗りするように、柏原さんの肩を鷲掴みにした。

　至近距離で瞳をぶつけあうふたり。

　誰も間に入ることを許さない緊張感と、重苦しい空気がしばし流れて、静寂を破る穏やかな声が柏原さんの唇から零れた。

「ありますよ、特別な感情。問題ありますか？」

「はっ……あぁ!?」

　きっぱり言いきられて、部長は声を詰まらせる。

　まさか、そんな開き直った言葉を返されるなんて思わなかったんだろう（それは、そうだ。私だって、そうだ。この場にいるすべての人が、確実に、そうだ）。

　彼の迷いのない声に、この場にいる女子の瞳が淡いピンク色に染まる。

　唇を震わすことしかできない部長に、彼は余裕たっぷりの笑みを浮かべ、ひと呼吸置いてから挑むような瞳を部長に向けた。

「桜井は仕事ができますから。そういった女性には惹かれてしまうんです。部長もそろそろ部下の資質を見抜けないと、出世に響くんじゃないですか？」

　彼は掴まれた自分の肩に手を添え、部長の手を静かに払いのける。

「お前、なに言って……」

「社内恋愛は禁止されてないですし。仕事に支障が出るような付きあい方は、これからもしないつもりですよ」

「おいっ！」

「これ以上の話があるなら会社で聞きます。今日はプライベートですから自由にさせてもらいます。それでは失礼します」

　淡々と言葉を続けた柏原さんは部長に小さく頭を下げ、いったん離した私の手を掴んで颯爽と歩き出す。

　強い靴音を鳴らした部長が、「おいっ！」と行く手を拒むように立ちはだかった。

　いい加減げんなりした様子の彼が小さく息をつき、足を止める。

　再び睨みあうふたり。その間に入ったのは、課長だった。

「部長。もうやめましょう。部下は可愛い子どもみたいなもんじゃないですか」

　部長の顔色を窺うような柔らかい口調は、いつもと同じ。だけど、部長を見つめる瞳の奥には、穏やかさの欠片もない。

　初めて見る課長の姿に、この場にいるすべての人が息をのみ、たぶん同じことを思っただろう。

　課長を本気で怒らせたらダメだと。

　部長もそれを感じ取ったのか、口を半開きにして課長を見つめる。でも僅かに残された彼のプライドが、このままでは許さない。

　充血した瞳が私たちに向けられ、微かに震える唇がなにか反論しようと動きかけた、そのとき。

　弱々しい声が私の背後から上がった。

「私もっ……予定あるんで、帰りますっ」

　絹糸のようにか細い声は、美香ちゃんだった。

　すぐに部長の鋭い瞳が彼女を捉えて、ビクッと華奢な体が震えるのがわかった。

　ふたりの間に入ろうと足を動かしかけたら、繋がった手を強く引かれてしまう。どうしたのかと、隣の顔を見上げるよりも先に、背後で別の声が上がった。

「俺も、お先に失礼しまーす」

「これ以上の拘束って、休日出勤扱いっすよねー」

「私も帰りまーす」

「部長。さよーならー」

　それまでテーブルを囲み、様子を窺っていた総務部のみんなから、明るい声が上がる。わなわなと唇を震わす部長は、ひらひらと手まで振られた。

　最初に声を上げたのは、美香ちゃんだ。

　その声は震えていたし、すごく怖かったと思う。

　でも、必死に声を出した彼女につられるように、次々と声が上がる。その度に部長の顔が強張っていく。

　会場の外へ歩いていくみんなを部長が引き止められないのは、部長の腕を強く掴んでいる課長の存在があったからだ。

　私たちの前を通り過ぎていく美香ちゃんが、照れくさそうに言った。

「友花さんの気持ちが、少しだけわかりました」

「え？」

　そこで首を傾げた私に、彼女は小さく笑う。

「こんなにドキドキするんですね。私たちのために……いつも、こんなにドキドキしてくれてたんですね。ありがとうございました」

　少し潤んだ瞳にじんっと目の奥が熱くなる。私から視線を流し、課長になだめられている部長を横目に見た彼女は、今度はいたずらっぽく笑った。

「すごく緊張して怖かったけど。ものすごくスカッとしたから、またやっちゃうかもしれません」

　肩をすくめた彼女につられ、私も笑顔になる。

　美香ちゃんが隣の柏原さんに小さく頭を下げて、会場をあとにする。それを目で追っていたら、繋がったままの指先に少しだけ力を加えられた気がした。

　そういえば、なんでタキシード姿なんだろう……。

　これまでの流れで気にする暇もなかったけれど、いまさらながら、気になって仕方ない。

　そっと隣を見上げると、「行くぞ」と呟いた彼に手を引かれて、私たちも会場をあとにした。

　ゲストで賑わう廊下を縫うように歩き、ガラス張りの高速エレベーターの前に辿り着く。

　戸惑う気持ちを抱え込んだ私と、披露宴会場を出てから無言になった柏原さんを乗せて、エレベーターは静かに上昇していった。

　眼下には、クリスマスで賑わう街の景色が広がっているというのに、どこか不機嫌そうな彼の横顔に、黙って階数表示を見つめることしかできない。

　どうして、柏原さんがここにいるんだろう？　由梨さんとはどうなったんだろう？

　聞きたいことや、伝えたいことがたくさんあるのに、絡みあう指先から感じるぬくもりが、どうしようもなく嬉しくて、声にもならない。

　初めて触れあったあのときのように胸が温かくなって、指先に力を入れると、それまで黙り込んでいた彼に、「桜井」と小さく呼ばれた。

　その声に視線を上げると、彼の唇がなにかを告げようと動きかける。

　でもそれよりも先に、到着を告げる軽やかな音がエレベーター内に響くと、彼は黙って私の手を引きエレベーターを降りた。

　エレベーターで辿り着いた場所は、どうやらホテルの最上階らしい。

　足元から伝わる絨毯の毛並みの柔らかさと、廊下に飾られた高級感のあるオブジェからも、ここが他の客室階とは違うと想像がつく。

　それでも、廊下の一角にある部屋に足を踏み入れて、息をのんだ。

　ここって、もしかしなくてもスイートルームだよね。

　オフホワイトを基調とした広さ十分なリビングルームが私たちを出迎えて、開放感のあるパノラマウインドウに目が奪われてしまう。

　踏み入れたことのない空間を前に立ち尽くしていたら、不意に背中ごと抱き締められた。

「なに、しようとしてた？」

　首筋に埋もれた唇が掠れた声を漏らす。

　質問の意味がわからず、「えっ」と戸惑いの声を返すと抱き締められた腕が緩んで、腰と肩に手を添えられ体が反転する。

　背の高い彼と向きあうと、肩を離れた彼の右手に顎を引き上げられる。

　どこか鋭さのある瞳で顔を覗き込まれた。

「答えられない？」

　低く囁かれるのと同時に、押し付けられるようなキスで唇をふさがれる。不意打ちのキスに鼓動が跳ねる間もなく、唇を荒々しく噛まれ深く求められると、唇から伝わる熱は体全体に染み渡っていく。

　僅かな隙間を埋めようと、強く腰を引き寄せる指先も、口内に入り込む熱い舌先も、いつもより余裕のない焦りを感じてしまう。

　いったい、柏原さんになにがあったの？

　甘い刺激に意識がさらわれる前に聞いておきたいのに、重なりあう唇が角度を変えながら、柔らかいキスを重ねていく。

　こうして触れあうだけで、あんなにも不安だった心が解かれたように、温かい気持ちになれる。

　なにも入り込む隙間がないほど強く抱き締めあって、息継ぎごとに深みを増していくキスに酔いしれていると、幸せの熱で高められた体が解放された。

　キスの余韻で、頭がぼんやりする……。

　はぁっと息をついたら、長いキスで潤った唇を親指でなぞり上げられ、ピクッと肩を震わすと、色気を含んだ瞳が私を見つめた。

「時間切れ。さっさと答えないから、こっちに聞いた」

　意地悪な囁きを漏らした唇とちゅっと軽いリップ音を立てながらもう一度触れあう。

　余裕たっぷりで挑発的な態度が悔しいって思うのに、心とは裏腹に鼓動はトクンッと嬉しい音を刻んでしまう。

　そんな私を柏原さんは簡単に見透かしてしまうから……。

　満足そうに細まる彼の瞳を見つめ返すと、耳元でそっと囁かれた。

「係長から、全部聞いた」

　由梨さんから？

　甘い余韻で満たされた胸に、スッと冷たいものが過ぎる。

「少し長くなるから、向こうで話そう」

　少し強張った肩を優しく抱かれ、リビングルームの奥へと進んだ。

　ゆったりとしたＬ字型の革張りソファに並んで腰を下ろすと、柏原さんは短く息をついたあと、真剣な瞳を向けてきた。

「今日だけ特別だから。なんでも聞けよ。なにから聞きたい？」

「えっと」

　彼の胸元にちらりと視線を流すと、不機嫌全開の声を返される。

「なにガン見してんだ。これは、最後だ」

　えぇっ!?　なんでもって自分で言ったくせに！　そういえばタキシードのことを部長に聞かれたときも、さりげなく流してたっけ？

　拒絶されると逆に気になってしまう。でもいまは、優先して聞かなきゃいけないことがある。

　気持ちを落ちつかせてから、声にした。

「あのっ。由梨さんから話を聞いたって、それはどういう……」

　掠れた声を漏らすと、柏原さんの瞳に一瞬影が差す。

　ひと呼吸置いてから、彼は意外なことを口にした。

「係長が言ってた。桜井が村瀬の結婚式をぶち壊す計画を立ててるって」

「そっ……そんなことしないですよ、私!?」

　もしかして、柏原さんが披露宴会場に駆けつけた理由って、それ!?　そんな荒くれた性格だと思われてたなんて……。

　言葉を失くしていると、彼は小さく笑う。

「まぁな。桜井にそんな度胸も、笑いのセンスも、ないとは思ったけど？」

「笑いのセンスって……そんなの、笑えないですよっ」

　ドラマとかでありがちな、『元カノの結婚式復讐突撃』なんて無茶をやるとでも？

　雅人の引き攣った顔を想像しても、やっぱり笑えなかった。

「笑えないですよ……」と呟いたら、頭の中の雅人の顔が思い詰めた由梨さんの顔に変わる。私を見つめる瞳に問いかけた。

「でも、由梨さんは、どうしてそんな嘘を？」

「そう言えば、もしもの可能性を考えた俺が桜井のとこへ行くって思ったんだろ」

「そう……なんですか」

　だから、由梨さんはそんな嘘を……。

「桜井のスマホに、何度もかけたんだけど？」

「あっ、ごめんなさい。結婚式なんで、電源は切ってたんです」

　彼の瞳が微かに揺れる。

「桜井がそんな無茶するわけないって思ったけど。周りが見えないくらい誰かを好きになる気持ちも……なんとなくわかるからな」

　語り続けた声はそこで途切れた。

　周りが見えないくらい誰かを好きになる気持ち。

　それはきっと由梨さんを好きになって、彼女の迷う気持ちごと受け止めて、ふたりで前に進もうと必死にあがいた、柏原さんのことなんだと思った。ふたりの想いは同じものだったのに、それでも別れてしまった。

　そんなことを考えていたら、隣から静かな声が届く。

「披露宴会場に行く前、係長に電話したんだよ、待ち合わせには行けないって。一度きっぱり断ってたんだけど。どんな答えでも、今日聞きたいって言われてたから……。その電話で桜井と話をしたって聞いた。知ってたんだな、待ち合わせのこと。係長と、俺とのこと」

「はい」と小さく答えてから、心を落ちつかせるために長い息を吐き出す。

　柏原さんと話す機会があったら、聞いてみたいと思っていたことを口にした。

「前に五月さんが言ってました。会社での柏原さんが、あるときから変わったって。それって、由梨さんに影響されてってことですよね？」

「あぁ。ずっとあの人みたいになりたいって思ってた。そしたら、自分でも知らないうちに、憧れの気持ちが変わってたな」

　彼の瞳が懐かしむように細くなる。

　やっぱりそうだった。柏原さんを変えたのは、由梨さんの存在だった。

　そう思うと短い呟きが零れた。

「理想の上司」

　ポツリと発したそれに、彼は不思議そうに顔を傾ける。

「いつも周りを気遣ってくれる理想の上司。そんな言葉が当てはまるふたりは、よく似てる気がしてたんです。それにしても由梨さんは、やっぱりすごいですね。こーんな天あまの邪鬼じゃくな柏原さんを変えるなんて。私には絶対できないし。改めて尊敬しちゃいますよ」

　一緒に過ごした時間は、まだ短い。でも、柏原さんの性格を少しはわかってるつもり。きっと素直に褒めても、照れ隠しで意地悪なことを返されてしまうだろう。

　だから、彼の真似をして、少しだけ意地悪を挟んでみる。でも、それでもひねくれたことを返されちゃうんだろうけど。

　いたずらっぽい笑みで、彼の答えを待ち構えていたのに、彼はなにかを考えるように口を閉ざしてしまい、もう何度目かの沈黙が訪れる。

　心地良いＢＧＭに耳を傾けながらぼんやりしていると、「ここから先は、俺から質問」と、彼はソファから腰を浮かせた。

　僅かに空いた距離を埋めるように、長い足が私の方へ組み返される。

　これもタキシード効果なのかな。流れるような仕草がすごく様になっていて、ドキッとしてしまう。

　そんなふわふわした気持ちでいたら、深いため息が彼から零れた。

「係長から桜井と話をしたって聞いて、ようやくわかった。昨日の電話、なんか様子がおかしかったけど。もしかして、それが理由？　俺と係長がどうにかなるって思った？」

　低いトーンの声に胸がチクリと痛む。

　私が雅人の結婚式をぶち壊すという計画は、私の元へ柏原さんを向かわせるために、由梨さんがついた嘘だった。

　雅人の結婚式に私が出席していることを由梨さんは知っていたし。不安な気持ちでいるであろう私を気遣って、そんな嘘をついてくれたんだと思う。

　彼の気持ちはちゃんと私に向けられていたのに、由梨さんの強い決意や、確証のない噂に振り回されてしまった。

　理由はどうであれ、言い訳なんてできないし。するつもりもなかった。

「ごめんなさい」

　素直に謝ると、小さなため息をつかれる。

「そういえば、何日か前に五月が騒いでたな。『柊司に忘れられない人がいるって、社内で噂になってるよ』って。桜井の耳に入る前に火消しをしろって言われてたんだけど、もしかして、その噂も信じた？」

「ごめん……なさい」

「別に謝らなくていい。けど、噂に振り回されるとかガキみたいだな」

　そう吐き捨てた横顔に、影が差したように見えた。

　ズキンッと強い痛みが体を走り抜け、「本当にごめんなっ……」と続けようとした言葉は、不意に唇をふさがれて声にならなかった。

　そのままソファに体が押し倒される。

　息をのむ間もなく、唇の隙間から舌を滑り込ませられ、柔らかい手つきで体をなぞられる。

　柏原さんを傷つけてしまった状況なのに……。

　キスを落とした唇が首筋をなめらかに這わせていく。

　自分じゃないような吐息が漏れると、ワンピースの裾を捲り上げようとした指先が、その動きを止める。

　いまの声。もしかして聞かれちゃったかな。

　そんな不安に駆られて薄目を開くと、意地悪に細まった瞳が私だけを見つめて、カッと熱くなった頬に優しく手を添えられた。

「だから謝らなくていいって言ってる。桜井がガキみたいだから、ガキじゃないか試してみただけだし？」

　軽いキスが降りるとすぐに離れた唇が、意地悪なことを囁いた。

「ガキじゃない大人の反応が返ってきて、ホッとした」

　キスで濡れた唇を指先で拭う仕草に、私の心臓は加速してしまうのに、柏原さんは余裕ありげな表情で艶っぽくほほえむだけ。

　少し前だったらきっと、反応を試す意地悪な仕打ちって、思ったかもしれない。

　だけどいまは、わかっている。彼の優しさはいつも遠回りをして届けられるから、わざと挑発的な態度を取って、気持ちを和らげてくれたのだと……。

　体重をかけないように彼の体が覆い被さり、耳たぶを甘く噛まれる。

　不意なそれに堪えきれない吐息が漏れて、恥ずかしさに組み敷かれた体をなんとかよじろうとすると、「逃げるなよ」と今度は上から見下ろされた。

「噂を信じるとかガキみたいだけど。なにか問題があったら報告しろって、言ってたのにそれができないのは、上司である俺の指導不足だからな」

　胸を温める声が鼓膜まで届くと、どうしようもなく嬉しさが込み上げる。

　なにか伝えようと口を開きかけたら、彼の前髪がさらりと私の鼻を掠めて、くすぐったさに瞬きをした、次の瞬間。

　背筋がぞわりと粟立つほどの妖艶な笑みで囁かれた。

「そう。だから、できないならできるまで……これから休日残業してでも、体に叩き込むしかないよな？」

　えらく含みのあるその言い方に、なんだか、とーっても嫌な予感。

「どっちがいい？」

「え？」

　瞬きで返したら、「報告ミスの特別指導」と甘く囁かれた。

「とっ、特別指導！　なっ、なにをお考えですか!?」

　もう本当に、嫌な予感しかしないんですけど！

　唇の端を片方だけ引き上げる意地悪な笑みに、恐る恐る聞いてみる。

「ミスしたらそれなりの罰が必要だろ。だから、どっちか選べ」

「えっ」

「薄いカーテン越しのここですべて晒されるのと、風呂で晒すの」

　意地悪な囁きにさえ、キュンッと体が疼いてしまうなんて。ドＳで意地悪な彼にすっかり手懐けられてしまったみたいだ。

　そんな私の思考も、彼は簡単に見抜いてしまうんだろう。

　艶っぽい瞳がしたたかさを滲ませて意地悪に細まる。

「なぁ、どっち？」と柔らかいキスが唇に降りてきた。

　本当に、もうっ。柏原さんの頭はどんな構造になってるんだろう。

　意地悪を言ったかと思えば、絶妙なタイミングで優しいキスを届けてくれる。

　そんなことを思いながら唇を触れあわせていたのは、ほんの一瞬。

　離れていった唇がくすりと笑い声を漏らす。

「さっさと決めないと、俺がさくっと決めちゃうけど？」

「ダッ、ダメですよ。どっちもダメですっ」

　明るい場所で堂々と晒せるほどのモノは、残念ながら持ち合わせてはないんです！だから見逃してください!!

　そんな祈りを込めて瞳を少しだけ潤ませてみたのに、耳を疑う言葉が頬を掠めていった。

「選ばせてやろうかと思ったけど、やっぱりやめた」

　いま、なんと？

「俺を疑った桜井に、選択権なんてあるわけないしな」

　絶望的な最後通告に背筋に生ぬるいものが伝い落ちる。

　とりあえず、「ははっ」なんて笑ってみたら、組み敷かれた体が解放される。しかしホッと息をつく間もなく、彼の柔らかい唇が太ももを這わせていった。

「かっ、柏原さっ……」

　裏返った声も完全無視で、唇は動きを止めることなく、下へ下へと降りていく。甘い痺れに体をよじると、「ここでいいんだっけ？」と艶っぽい瞳が私を見上げる。

　彼が辿り着いたそこは、突かれたら身動きが取れなくなる弱点だ。

　なんとかこの場を逃れようと必死に考えを巡らせていると、最大の弱点を指でなぞり上げられた。

「――ッ」

　そこを突かれて、どうして身動きが取れなくなるのかは、自分でもよくわからない（小指フェチとか？）。ぞわりと粟立った背中と、膝の裏に手が入り、体を持ち上げられた。

「すごいな、本当に動けなくなるのな？」

　私を見下ろす瞳が満足げに細まる。

「何度も使えるな、これ」

　意地悪な囁きになにか言い返してやりたいのに、タキシード姿で軽々と体を持ち上げられたら、いまの状況を忘れて思わず見惚れてしまう。

　あぁ。このままバスルームで晒されちゃうのかな……。

　覚悟を決めかけていたのに、彼の足はリビングルームと繋がっているベッドルームへ向かった。少し高さのある枕が三つ並べられたキングサイズのベッドに、優しく体を下ろされる。

「お楽しみは、最後までとっておく主義。風呂はまた今度」

　肩を並べてベッドの端に腰かけると、彼は自分のシャツのボタンに手をかける。それまで見えなかった鎖骨が目に入り、いつもより緊張していることに気づいた。

「柏原さん」

　あまりの緊張感に堪えきれず声をかけると、ふたつ目のボタンに手をかけた彼がその動きを止めた。

「どうした？」

　不思議そうな瞳に、「いえ。呼んでみただけです」と答えたら、「なんだよ。それ」と笑顔を返される。

　それだけで、また胸が小さく震える。

　手を伸ばせば触れる距離に、柏原さんがいる。

　数時間前までは、またこんな気持ちになれるなんて思わなかったから。いまは少しでも離れたくない……。

　そんな想いから、すぐそばにある腕にそっと手で触れる。

「どうした？」

「いえ。ちょっと触ってみただけです」

「だから、なんだよ。さっきから」

　言えるわけない……。もっと触れあって、柏原さんを感じたいだなんて。こんな恥ずかしいこと言えるわけない。

　だから曖昧に笑って誤魔化したのに、シャツのボタンから離れた彼の手が、私の頬にそっと触れる。顔を寄せてきた彼に囁かれた。

「なぁ。この仮装の責任取れよ？」

「かっ、仮装って。それは全国の花婿さんに失礼ですよ？」

　呆れた顔を見せたら、「惚れた女が隣にいないなら、ただの仮装だろ？」鼓動を一段と加速させるセリフが耳たぶに触れた。

「だから、責任取れよ？」

「えっ？　責任って……」

　問い返すと、息遣いを感じるほどの距離で甘く囁かれた。

「だから、ここから先は責任取って、桜井が俺の服脱がせて？」

　声を失った私に、柏原さんは意地悪な笑みを見せつける。

「男の服脱がせたことないのかよ？」

　ふっと鼻で笑われ、バカにするような言い方までされ、「ないもんはない！」と素直に認めるほど、馬鹿正直ではない。

　彼を真似して、余裕たっぷりに言ってやった。

「ありますよ。ありまくりですよっ」

「へー。だったら、慣れたもんだよな？」

　ニヤリと不適な笑みを返され、「しまった」と心で舌打ちするよりも先に、左手を強く引かれる。

　ベッドの中央に向き合って座ると、胡座をかいた彼に早くしろとばかりに目で合図され、馬鹿正直になれなかった自分を呪いたくなる。

　戸惑いながらもジャケットを脱がし、シャツのボタンをひとつひとつ外していく。ほど良く筋肉のついた上半身は直視できないほど綺麗だった。

　まさかズボンまでとか言わないよね？　そんなことしたら心臓が止まっちゃうかもしれない……。

「男の人の服を脱がせるなんて、初めてですよ」

　ボタンをすべてはずしたところで、この先はさすがに勘弁してくださいと訴えたら、「よくできました」と柔らかいキスが唇に落ちる。

　触れるだけのキスが離れていくと、柏原さんは静かに言った。

「そういえば。さっき係長と俺が似てるって言ってたな。だけど俺からしてみたら、俺と桜井もなかなか似てる」

　意外すぎる言葉に瞬きをすると、ピシッと指でおでこが弾かれる。

「痛っ」

「いま『私はこんなに意地悪じゃない』とか思ったろ？」

　すごいなぁー。一字一句間違いなく見透かされてるよ。

　ははっと笑って返すと、彼は面白くなさそうにポツリと言った。

「前に言ったろ。興味あるから知ってたって」

　そういえば、そんなことを言われたような……。

　高さのある天井へ視線を流して記憶を辿る。

　由梨さんから預かった、マンションのカードキーが入った財布を会社に忘れてしまい、柏原さんに図々しくもお金を借りようとしたとき。

『いきなり借金の申し込みって、変なのに捕まった……』

　そうそう。手渡された消費者金融のティッシュに、目の前が真っ暗になったんだ。

　そうだ、思い出した。

　役員面談に進んだ社員の中で私だけ企画書の提出がされてなかったから、それに気づいた柏原さんが、そのことを教えてくれたんだっけ。

　まさかあのときは、こんな関係になるなんて思わなかったな。

　少し前の出来事なのに、遠い昔のようで懐かしく感じる。

　いまこうして思い返してみても、感謝の気持ちでいっぱいになって、彼と知りあえたきっかけを口にした。

「役員面談の件で、名前を知ってくれたんですよね？」

「違う。それよりもっと前」

「もっと前……ですか？」

　どこで私を知ったんだろう？　もしかして、悪目立ちしてたとか!?

　窺うように見つめ返すと、すっかり見慣れた意地悪な笑みで、彼は声を弾ませる。

「総務部に社内誌の原稿を届けにいったとき、部長から後輩女子を庇ってる桜井を見かけた。あの部長相手に正面からぶつかるとか、もっと上手いやり方あるだろー。アホ確定だな、アイツって思った」

「アホって」

　まぁ、確かに。そうですけど？

　そこは少しだけでも、否定してほしいっていうか……。

　恨みがましい視線を流すと、ふっと表情を和らげた彼は言葉を続けた。

「課長を間に挟むとかやり方いくらでもあるのに。理不尽なこと我慢できない女なんだなぁって見てたら、昔の自分を思い出したな」

「昔の自分ですか？」

　意外すぎる言葉に思わず聞き返す。

「そういえば部長は、宣伝部から総務部へ異動になったんですもんね」

　出世街道の宣伝部から人事異動で総務部にきた部長は、その不満を周りに当たり散らすところがよくあった。部長が宣伝部にいた頃、柏原さんとぶつかったりしてたのかな？

　そういえば会社のエレベーターで乗り合わせたときも、ふたりは親しげ――というわけではなかったように見えたし。それにさっきも、『昔からそんな態度で』とか部長が言ってたっけ。

　記憶を辿っていると、「あの人も変わんないよなー」と呆れた声がした。

「俺は桜井と違って、あんな正面から啖たん呵か切ったりしなかったけど。昔はあの部長のやり方に意見することはあったし。生意気な奴とは思われてただろうな」

　遠い日を懐かしむように細まる瞳。

　少し斜めに傾いた顔を見つめていると、いまさらながら思い出した。

「あのっ。遅くなりましたけど、さっきはありがとうございました」

「さっきって？」

　柏原さんは不思議そうに首を傾げる。

　まったく。わかってないとでも思ってるのかなぁ。それとも、気づかないふりをしてるだけ？

　とぼけたふりをしている彼に、すべてお見通しというように笑ってみせる。

「さっきはわざと部長を煽って、自分に矛先を向けてくれたんですよね？　ありがとうございます」

　特別な感情があるって堂々と宣言されたときは、息が止まるほど驚いたけど（いや、たぶん数秒止まってたよね。柏原さん以外、あの場にいた全員が……）。

　いつも冷静な柏原さんらしくない行動の意味、ちゃんとわかってるんですよ？

　きっと私ではない他の誰かでも、やり方を変えて間に入ってくれたと思う。柏原さんはそういう人だから――。

　そう思うと、自然と頬が緩んでしまう。珍しく彼の思考を見抜いてやったと得意げな私に、「あぁ」なんて間の抜けた声が漏れる。

　一瞬流れる沈黙のあと、胡座を解いて座り直した柏原さんに、左手を引かれる。

　彼の両足の間に体がすっぽり入ると、不意打ちの言葉が鼓膜まで響いた。

「別に、桜井がいつもやってること真似しただけ。俺は桜井の恋人で上司だから、当然」

　いたずらっぽい笑みに胸の奥が強く突かれる。

「さっき言ってたよな、俺を変えた係長がすごいって。だけど桜井だって、それを簡単にやってる」

　柔らかく髪を撫でた指先が私の後頭部を優しく引き寄せて、コツンとぶつかりあう額。

「さっきの総務のみんなとか」

　鼻先を掠めた声がそこで止まる。

「ずっと前を向けなかった……俺だとか」

　少し照れくさそうな声は、いつだって私の胸を温かくしてくれる。

　何度も重ねあった唇が音もなく触れあう。

　重ねる度に好きって気持ちが、またひとつ積もっていく。

　触れあっていたのは、ほんの一瞬。唇が名残惜しげに離れていくと、優しい色を添えた瞳が私だけを見つめた。

「そんな顔すんな」

　ひどく掠れた声に瞬きを返すと、柏原さんは小さく笑った。

「まだ話さなきゃいけないことあるのに、抱きたくなるだろ？」

　あぁ。ダメだ。そんな優しい笑顔を向けられたら……。伝えたいことがたくさんあるのに、胸がいっぱいで声にもならない。

「聞くなよ？　私のどこが好きーとか、いつから好きーとか。そんなバカップルみたいなこと」

「そっ、そんなことは……」

　ものすごく聞きたいですけど？　いまは黙っておこう。

　だっていまの言い方だと、絶対意地悪に返されちゃうよね。

　そんな想いを乗せた瞳をちらりと向けると、不意に射抜くように見つめられる。

「いつからとか、はっきりとはわからない。……けど、いつからかこうしたいって思ってた」

　素直な想いを吐き出す彼に、胸が締めつけられる。

　こんな気持ちになるのは、もう何度目だろう。

　考えてもわかりそうになかったから、考えるのをやめようと思った。

　だって、何度数えても、きっと数えきれないほど、何度でも惹かれてしまうんだから……。

「それと会社で流れてる俺の噂だけど。だいぶ間違って伝わってる。忘れられない女がいたって話と、いま大事にしたい女がいるって話。まぁ、でも。今度は正しい噂が流れるだろ。さっきあれだけ派手にやったからな」

「もしかして、確信犯ですか？」

「当たり前」

　そうやって常に先を見据えて動いてくれるんだから。まったく柏原さんには敵わない。

「そういえば。ちょっと、もったいなかったですね」

　タキシードすごく似合ってたのに、脱いじゃってちょっぴり残念だなぁ。

　そんなことを思っていると、不敵な笑みが近づいてきた。

「服着たままする方が好き？　気があうな」

　耳たぶをふわりと掠める甘い囁き。

　一瞬で熱を持った頬にそっと手を添えられて、「いま、想像しただろ？」と意地悪な笑みを返されてしまう。

「しっ、してないですよ！」

　ちょっと、しちゃったけど。なんて言葉は、絶対に言えないけど……。

　そういえば。そろそろ聞いてしまってもいいのかな？

　そんな想いを乗せた瞳をちらりと向ける。

　柏原さんはわざとらしいため息をついてから、ようやくタキシードの謎を教えてくれた。

「タキシードはブライダルフェアのモデル。このホテルで働く友達に頼まれたんだよ。一度渋々やってやったら契約件数がアホみたいに上がったらしくて、また頼まれた。報酬も好条件だったし。そうでなきゃぁ、誰がこんな仮装っ。好きこのんでやるかっ」

　チッと舌打ちをする彼に、苦笑いを浮かべる。

「そうだったんですね」

　でもそんなに嫌だったら、引き受けなければいいのに。どうして引き受けたんだろう。あぁ、もしかして……。

「好条件の報酬は、このスイートルームなんですか？」

　たった一泊でも、私のお給料の一ヶ月分は軽く飛んでいきそうな、広々としたベッドルームを見渡しながら聞いてみると、意外な言葉を返された。

「スイートルームは控室みたいなもん。モデルの報酬は、いま住んでるマンションをいい条件で買ってくれる買い手を紹介してくれるって話と。イブの日の北ほっ海かい道どう行きのチケットの手配」

　そうだったのかと思わず手を打ちたくなった。

「イブの予定変更は、北海道ってことだったんですね」

「そう。妥協は俺のポリシーに反する。行ってみたいって言ってたろ。だったら行くしかないだろ。産地直送じゃなくて、現地で倒れるまでカニを食え」

　柏原さんはそう言って、ニヤリと口角を引き上げる。

　カニ鍋のときにポロリと零した言葉を覚えていてくれて、そんな優しさがすごく嬉しい。

　予定変更の真相がわかると、もうひとつの報酬が気になった。

「あのマンション売りに出すんですか？」

　私の問いかけに柏原さんは、「あぁ」と小さく息をつき、彼の瞳がどこか遠くを見つめる。ドクンッと鼓動が跳ね上がるのと同時に、彼は静かに口にした。

「金のこともあるし、ここ最近悩んでたけどな。でも、あのマンションに住み続けたのは買ってしまったこともあるけど、それ以外の理由が強かった気がする」

　静寂に溶けていく声に胸が締めつけられる。

　それ以外の理由。それは聞かなくてもわかってる。

　鼓動だけが静かに加速していく中、柏原さんの視線が私に戻る。思わず引き寄せられる優しい眼差しが、私だけを見つめた。

「いまはもう理由もなくなった」

　凛とした声に、まぶたの裏が熱くなる。すると至近距離から覗き込んでくる瞳が、どうしたのかと切なげに細まる。

　いつも優しさを届けてくれる彼に、そんな顔はさせたくない。

　だから、一度大きく息を吐いて、伝えたかった言葉を声にした。

「村瀬さんのお嫁さんが……言ってたんです」

　喉が震えて息が苦しい。だけど、つらいとは思わない。

　声が震えてしまうのは、諦めようと思ったことを伝えられることが、泣けそうなくらい幸せで、嬉しくて、仕方がないから。

「幸せになりたい。そう強く願ったときになにを思い浮かべるのか。私は――柏原さんの顔しか浮かばなかった。噂や由梨さんの気持ちを聞いて、柏原さんのことを信じきれなくて。聞きたいことも聞けなくて。ふたりが幸せになるなら邪魔したくないって。そう思いながらも、どうしても諦めたくないって思ったんです」

　必死に声を振り絞ると、柏原さんの瞳が微かに揺れる。ただそれだけで、言いようもない愛しさが込み上げた。

　伝えたいと思った。

　ただ静かに願うだけじゃなくて、そばにいるだけで心から喜んでもらえるような必要とされる存在になりたい。

　そう強く願うことで変われる気がしたことを。

　意地悪な瞳が照れたように細まるだけで、ただそれだけで、胸が温かくなれたことを……。

　加速する鼓動の響きに耳を澄ませながら、いまできる一番の笑顔を彼に向けた。

「こんな自分知らなかった。私、本当はすごく欲張りみたいです」

　柏原さんが気づかせてくれた。彼を好きになって、気づくことができた。

　私がどうしても手に入れたいもの。

　それは、自分の言葉で伝えて、それでやっと掴めるものだから――。

「柏原さんが好きです」

　まっすぐ彼を見つめて声にしたら、彼の瞳が照れたように細まる。

　そんなことが嬉しい。ただそれだけで、すごく嬉しい。

　言葉にするだけで、またひとつ愛しさが積もる気がして、もっと伝えようとした、「大好きですっ」て言葉は彼の唇がさらっていく。

　深く長いキスに呼吸が苦しくなると、彼の唇が離れていった。

「もの足りなさそうで悪いな。けど、欲しいなら、自分から欲しがれよ」

　試すような仕草で、触れあったばかりの唇を親指でなぞり上げられる。

　意地悪な囁きにさえ、勝手に跳ね上がる心臓が本当に悔しい。

　でもいまは、こうして触れあえる喜びを伝えたい。

　自然と湧き上がる想いに導かれるように、唇を軽くふさぐと、「まだ全然足りない」触れあったばかりの唇が意地悪に囁く。

「今日は、本当に意地悪ですね」

　わざとらしく唇を尖らせたら、「もう諦めろ」と彼は楽しげに声を弾ませる。

　そして、またひとつ愛しさを積もらせる言葉を声にした。

「明日もあさっても、この先ずっと……こんなもんだ」

　この先ずっと……。

　まだ見えない未来を想像させる言葉に、胸が温かくなる。私だけを捉える綺麗な瞳が、ここが一番安心できる場所だと教えてくれる。

　彼の右手が私の肩を優しく掴むと、そのまま抱きしめられベッドに倒れ込む。

　肌触りのいいシーツの上に体が沈むと、彼は羽織っていたシャツを脱ぎ捨て、私の首筋に舌を這わせた。

　骨ばった指先にベージュのミニボレロを脱がされ、柔らかい手つきでワンピースの肩紐が滑り落とされる。息継ぎをするのももどかしいほど深く唇を重ね、素肌を滑らす指先が胸の膨らみを柔らかく揉み解し、さらなる刺激を落としていく。

　全身を火照らせながら抱きあう感触が、どこまでも心地いい。

　初めて抱きあったときのように時間をかけて肌と肌を重ねていくと、「桜井」と熱を帯びた瞳で呼ばれる。

　それは深く体を繋げる前の合図。

　組み敷かれるその前に、もう何度目かわからない。意地悪を挟んだ優しさが届けられた。

「間違った噂に振り回されるし、部長に正面からぶつかってアホみたいなとこあるけど」

　そこで言葉を止めた柏原さんの体がゆっくり私に覆い被さり、彼の前髪が頬に触れてくすぐったさに瞬きをする。

「でも、それでも俺は……友花がいい」

　体中の細胞が震えるような優しい声が落ちてきた。
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　大人になったらひとりでも生きていける。強い人間になれる。

　幼い頃の私は、そう思っていた。

　だけど、傷つくことを恐れて自分の気持ちに蓋をしたり、些細なことで相手を信じられなくなったり、なにも知らなかった子どもの頃より、弱くなってしまう瞬間があるのだと思う。

　だからいま、私たちは……。

　重なりあう肌の温かさに身を委ねながら、いま触れあえるぬくもりを大切にしていきたいと、そっと心に誓うだけではなくて。




「この耳は、なんのためにある？」

　深く体を繋げたあと、腕枕をしてくれていた彼がそっと囁く。不意打ちのそれにピクッと肩を震わすと、優しく頬を包み込まれる。

「前に言ったろ。難しく考えんなって」

　唇を軽く触れあわせ、それが引き離された次の瞬間。

　涙腺を緩ませる優しい声が鼓膜に響いた。

「これからだってなにかあるかもしれない。だから……友花は俺の声だけ聞いてろ」

　まっすぐな想いを伝えてくれた彼に、私が返せる言葉はなんだろう。

　考えてもすぐに出てきそうもない。だから、いまできる一番の笑顔で彼に伝える。

「柏原さん、大好きです」

　至近距離にある目が驚いたように丸くなる。

　でも、それはすぐに意地悪な色を添えていき、「いい加減、柊司って呼べよ」。

　意地悪で不器用で少し照れ屋な彼と、幸せの笑みで想いを伝えあった。




　誰かと出会ったり、別れたり。傷を負ったり、ときに傷つけてしまったりして。

　幸せの数やその形は、きっと限りなくある。

　どれを選択するのかは、いつだって自分自身だから……。

「幸せになりたい。そう強く願ったとき、あなたはなにを思い浮かべますか？」

　誰かにそんなことを聞かれたら、私はいつだって彼と笑いあう自分を思い浮かべる。
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　まさか二度目があるだなんて、思ってもみなかった……。

「あぁ、わかった。二十三日の九時に行けばいいんだな。はぁ？　逃げるかよ。お前も約束忘れるなよっ」

　吐き捨てるように言ったら、『よろしくな』と電話越しから明るい声が届く。

　スマホの液晶画面を操作させて電話を切った。

　社員食堂から少し離れた階段ホールに、ランチタイムの楽しげなざわめきが耳に届く。その声がいつもより弾んだように聞こえるのは、今日がボーナス支給日だからか、それとも来週末のクリスマスイブに心を躍らせているからなのか。

　まぁ、心が躍ってるのは、俺も同じか……。

　素直に認めるのは少しだけ悔しいが、まぁ仕方ない。

　半年前に引き受けて、二度とやるかと心に誓ったブライダルフェアのモデルをついさっき引き受けた。

　それは、外資系ホテルで働く学生時代からの友人に頼まれたわけだけど。

　まったく、なにが楽しくてタキシードなんてもんに仮装して、知らない女と腕を組みながら、写真まで撮られないとならないのか。まぁでも、たった二時間我慢するだけで、マンションの買い手と北海道行きのチケットが手に入ると思えば、そう悪くないバイトなのかもな。

　ふぅと小さく息をつくと、ふと窓の外に気配を感じた。

「雪か」

　はらはらと舞い落ちる白い結晶に、思わず目が奪われる。

　俺が生まれ育った札幌の街では決して珍しくない冬の風景なのに、こうして目が奪われてしまうのは、東京という土地に慣れ親しんだからだろうか。

　アスファルトに溶けて消える儚げな姿を見ていたら、こんな面倒くさいことを引き受けようと思った、あの日の出来事が脳裏に蘇った。




『すごい！　お花が咲いた!!』

　お湯を注いだグラスの中で、見事な花を咲かせた中国の工芸茶。

　それを見た桜井の反応が、まるで小学生。いや、それよりもっと下の幼児みたいな反応で、思わず吹き出してしまった。

『子どもかよ。まぁ、でも素直な反応でよろしい』

　そう返しながら、思わず頬が綻びそうになる。俺らしくない、バカップル丸出しのニヤついた顔ってやつだ。

　そんな顔を見られてたまるかと、呆れたような苦笑いで誤魔化し、自分のグラスにお湯を注ぎながら思った。

　桜井のこんな素の顔をもっと見てみたいって。

　一度しか行ったことがないと言っていた彼女と、白い雪化粧に染まった札幌の街を歩く姿を想像してみると、煌びやかなイルミネーションに声を失くす姿が頭に浮かんだ。

　一度膨らんでしまった想像はそれだけでは物足りなくなる。

『やっぱり、妥協は俺のポリシーに反するな』

　心の声を思わず漏らすと、彼女は言葉の意味をいまいる店に来たことだと勘違いしていたようだが。

　まぁ、いい。サプライズってやつも悪くはないだろ。

　桜井の勘違いに話をあわせるように、小さく笑った。

　そんな俺の彼女は、父親の浮気から両親の離婚を経験したせいか、どうも素の自分を晒すのが苦手らしい。いや、苦手というより怖いのだと思う。

　どんなに強く求めても、どうにもならない想いもあるのだと、身を持って経験してしまったからかもしれない。

　一度会った桜井の母親が、我慢強すぎる彼女のことをこんなふうに心配していた。

『親バカって言われちゃうと思うけどね。昔からわがままなんて言わない聞き分けのいい子だったの。でもね、それが心配なの。欲しいものを必死に求めてないと、いつか大事なところで失敗する気がしてね……』

　それは俺自身、こうして彼女と向きあうようになって感じていたことだ。

　後輩を庇って部長に睨まれる強い一面があるのに、プロジェクトでは周りを気遣って雑用ばかりを引き受けたりする。

　まぁ、それだって人のいい桜井は雑用とも思わず楽しんでやっているから、俺がこんなことを考えること自体、余計なお世話なんだろうけど。

　もっと欲張っていいのにな。そうしたら世界が広がるかもしれないのに……。

　しかしこうやって悶々と考えている俺は、初恋の相手をねちっこく想いつづける五月のようだな。それにしても、片想い歴二十年とかあり得ねぇーだろ。さくっと告って、さっさと振られたらいいのに……。

　そんなひどいことを思っていると、背中にふと人の気配を感じる。振り返ろうとしたそのとき、耳に届いた声に息をのんだ。

「柊司」

　心臓がドクンッと震えて体の動きが止まる。

　それは、二年ぶりに聞く呼び名に驚いたからで、それ以外に理由はない。

　少し俯きがちの彼女は、「話があるの」とポツリ言ってから、俺の返事を聞かずにエレベーターホールに向かって歩き出した。

　一瞬見えた思い詰めた瞳に、このあとの展開はなんとなく想像がつく。

　前を歩く彼女とすれ違う女性社員から、「由梨さん、こんにちは」と明るい声がかかる。大阪に異動となったいまも、東京本社での彼女の立ち位置は変わらない。

『女子社員の憧れの存在』そんな看板を長年背負い続けて、時折疲れた表情を浮かべる彼女の支えになれたらと、思ったことを懐かしく思う。

　彼女と宣伝部の前を通り、備品室に辿り着く。

　ここはつい最近、桜井と来た場所であり、係長と付きあっていた頃はふたりで逢引きした場所だった。滅多に人が来ない穴場のようだし、彼女と別れたあともひとりになりたいときはよく来ていた。

　相変わらず壊れたままのドアを押して、係長が先に中に入る。

　足を踏み入れようとしたそのとき、桜井の顔が頭に浮かんで一瞬ためらった。でも、ここで話を聞かなかったとしても、いまの彼女の様子だと納得しないだろう。

　悪い……。

　頭の中の桜井に謝ってから、埃っぽい室内に足を踏み入れた。

　空気を入れ替えようと係長が窓を少し開けると、冷たい外気が一気に流れ込む。彼女の前髪がふわりと揺れて、思い詰めた瞳が俺を見据えた。

「やり直したいの。勝手だってわかってる。だけど、私。やっぱりあなたのこと……柊司が好きなの」

　いまにも消え入りそうな声が鼓膜まで響く。予想していた言葉だけど、俺の想像よりずっと悲痛な顔に胸を突かれた。

　でも、それだけだ。

「俺は……」

　自分の想いを口にしようとしたら、いまは聞きたくないというように、彼女の声が重なる。だから、必死に言葉を紡ぐ彼女の口が閉ざされるまで、その声に耳を傾けた。

　それは二年前、元カレとよりを戻すと嘘をついてまで、俺を振った彼女に対する誠意だと思ったからだ。

　あの日、待ち合わせの場所に来なかった彼女から、こんな電話をもらった。

『元カレとやり直すことにしたの』

　その言葉は、寒空の下で彼女を待ち続けた俺の胸をひと突きにした。嘘だと思った。でも、そんな嘘までつかせてしまった、自分の不甲斐なさを思うと泣けてきた。

　付きあっていたときの彼女は、埋められない年の差だとか、世間体とか、つまらないことを気にしていた。

　でも結局、俺たちが別れることになったのは、俺自身に問題があったのだと思う。

　あの頃の俺は、感情だけで突っ走ろうとするただのガキで、彼女の隣に相応しい男にはなれなかったから。

　いまの俺が相応しいのかと聞かれたら、それはやっぱりわからない。

　だけど、認めたくないだけで、まだ僅かに胸をくすぶっていた想いも、桜井が完全に消し去ってくれたいま、彼女の想いに応えることはできない。

「来週の金曜日。同じ場所で、柊司を待ってる」

　そのあとも喉から絞り出すような声が続く。それが途切れるのを待って、「係長」と静かに口にした。わざと線引きするような呼び名と抑揚のない声に、勘の鋭い彼女はそれだけで察したようだ。

「そんなふうに呼ぶのね」とでも言うような寂しげな笑みに、少しだけ胸が痛む。

　でも、意志のある強い瞳を彼女に向けた。

「待ち合わせには行けない。大事にしたい女がいるから」

　強い口調で返したつもりだ。でも、係長はうっすら笑みまで浮かべて、「それでも待ってる」と告げて、足早に備品室をあとにした。

　付きあっているときには、決して見せなかった追いすがるような態度に驚かされ、あとを追うのが一瞬遅れる。

　廊下に出た彼女の後ろ姿がエレベーターの扉の中に消えていくのを見つめることしかできなかった。




　係長に想いを告げられてから数日後。

　クリスマスが近いせいか、頬を染めた女子に呼び出されることが何度かあった。

　その日も昼休みになってすぐに呼び出され、飯を食う暇もない。

　仕方なしに、食堂で売れ残りのおにぎりを三つ買ってから宣伝部に戻ると、「ちょっと、こっち来て！」と今度は五月に、廊下の隅まで連れていかれた。

　チッと舌打ちをして俺を睨みつける女は、どこのヤンキーだ？

「なんだよ。飯食ってねぇーんだよっ」

　腹が減っているから、こちらの気も荒くなる。

「飯くらいどうでもいい！　ってか、アンタのその態度が誤解を生むっていうの、わっかんないかなぁ」

　イラついた彼女が言うには、どうも社内に変な噂が流れているという。

「柊司にはずっと忘れられない人がいるって、噂になってるの。友花ちゃんが聞いたら誤解するから、さっさと火消しをして来い!!」

　ほらっと勢いよく背中を突かれそうになって、「火消しってどこからだよっ」とひらりと体をかわしてやる。

　体勢を崩した五月が前のめりに倒れそうになるが、知ったことか。

「どこでもいい！　火のあるところ片っ端から消してこい!!」

　両手で耳をふさぎ、ぎゃんぎゃん喚く五月の声をシャットアウトした。

　ただの噂だろ。くだらねぇー。そのうち消えるだろ……。

　桜井が聞いたらって考えたら少しだけ気にはなったが、年末の忙しさもあって、その日が終わる頃にはすっかり頭から消えていた。

　前日のみぞれが嘘みたいに消えてなくなり、晴れ渡った十二月二十三日。

　友人に頼まれたブライダルフェアのモデルの仕事を無事に終えた。

　余っている客室を使っていいと言われ、スイートルームに通される。

　Ｌ字型のソファに腰を下ろし、ふと壁にある時計に視線を流した。

「五時か」

　無駄に広い室内にポツリと呟きが漏れる。

　係長との待ち合わせは二年前と同じ五時半だったな。俺にきっぱり断られても、彼女はあの場所で待ち続けるんだろうか？

　だとしたら、時間には正確で真面目な彼女のことだ。少し早めに来て……。

　そこまで考えてハッと息をのんだ。

「もしかして、そういうことか？」

　舌打ちをしながらクローゼットに放り込んだ鞄からスマホを取り出すと、数日前の悲痛な訴えが頭に響いた。

『後悔してるの。あの日、待ち合わせ場所にも行かずに逃げたこと。ずっとっ……後悔してた』

　そこでようやく、あの日と同じシチュエーションに、彼女がこだわった意味がわかった。俺が深手を負ったあの場所で、身を持って感じようとしたに違いない。

「やっぱ真面目すぎんだろっ」

　アドレス帳にある係長の番号を指でタップし、スマホを耳に押し当てる。三回コールしたあと、『柏原君』とやけにさっぱりした声が耳に届いた。

「前にも言ったけど、待ち合わせには行けない」

『わかってる。わざわざ電話をくれるなんて、相変わらず優しいのね。でも、その優しさは大事にしたい人だけに向けた方がいいと思うけど？』

　なにか含みのある言い方に、「えっ」と言葉を詰まらせると、とんでもない言葉が電話越しから飛んできた。

『今日、総務部の村瀬君の結婚式があるんだけど。そこでね、元カノの友花ちゃんが振られた腹いせにひと暴れする予定なの』

　さらりと言われて、息をするのを数秒忘れた。

　暴れる？　桜井が？　ははっ、面白ぇ。見てみたいわ、それ。

「桜井がそんなことするわけないだろ」

　きっぱりはっきり答えると、『あら、どうして？』と素で返される。

『あなた、友花ちゃんのこと、どれだけわかってるつもり？　私の方が彼女と付きあいも長いし。よくわかってるはずだけどなぁ』

　挑発するような言い方をされ、カチンとくる。

　そりゃぁ。俺たちはまだ始まったばかりで、想いが通じあったのだって、つい最近だけど。

　そこまで心で愚痴ってから、「あれ？」と思わず声が出た。

　話がスムーズ過ぎてうっかり流されそうになったが、いまの係長の言い方だと俺の大事にしたい女が誰だかわかっているような感じだった。

　沈黙がしばし流れて、電話越しの彼女は、俺の思考を見抜くように笑った。

『ごめんね。友花ちゃんに聞いて知ってたの、ふたりのこと。それと、今日私とあなたが待ち合わせをしてることも話しちゃった。だから、こんな電話をかけてる暇があったら、早く彼女のところへ行った方がいい』

　淡々と語る係長の声がぼんやりした頭に流れ込むと、このところ一緒にいてもどこかうわの空に感じた桜井の顔を思い出す。

　俺と同じように年の瀬の忙しさに追われて疲れているからだと思っていたのに……。

　彼女が出していたサインにまったく気づかなかったまぬけな自分に、思わず舌打ちをしそうになる。

　昨日の夜、「前払いだぞ」と友人から北海道行きのチケットを手渡され、その嬉しさから桜井に電話をしてしまったことも悔やまれる。でもいざ電話をしてみたら、やっぱり北海道行きは当日のサプライズとしておこうと、『イブの日の予定変更してもいいか？』と曖昧な言葉で濁してしまった。

　それを告げたときに一瞬息をのまれた気がして、気のせいかと思ったが。

　でも、今日俺が係長と待ち合わせをしていると彼女が知っているなら、事情は百八十度変わる。

　あぁ、なんでさくっと、イブの日の予定変更が北海道旅行だと伝えなかった？

　まぁそれは、サプライズなんて可愛いこと考えるよな、俺。なんて思っちゃったからなんだけど。いや、可愛い俺とか、いまはどうでもいいだろ!!

　冷静沈着でスマートに仕事をこなす姿が素敵と、社内でも人気の高い俺の心臓が、ばくばくと加速を遂げる。

　そのまま部屋を飛び出そうとしたら、村瀬の結婚式がいまいるホテルだと電話越しの声が教えてくれた。

　寒空の下、俺を待ち続けた彼女にいたわる言葉もかけられないほど、余裕のない心臓の響きが俺を桜井の元へ向かわせた。

　光沢のある真っ白なタキシードに身を包み、廊下を颯爽と走り抜ける俺は、まるで花嫁に逃げられた花婿のようで、さぞまぬけに見えるだろう。

　式場の人に村瀬の名前を告げて披露宴会場を教えてもらうときも、「なにをするつもり？」とでも言うような顔を向けられるほどだ。

　そして、やっとの想いで辿り着いた会場の前で、「あれ、柏原さん？」とのんびりした調子で村瀬に声をかけられた。

　その様子に係長が言っていたような事態にはならなかったのだと、わかってはいたが、ホッと胸を撫で下ろした。

　それにしても、こんなに走ったのは、いつ以来だ？

　乱れた呼吸を整えながら村瀬と向きあう。

「桜井は、まだ中にいる？」

「えっ。あぁ、いまちょっと取り込んでるみたいで。俺もあとで行こうと思ってるんだけど……」

　村瀬は声を潜めて瞳を陰らせた。

　今日の主役にそんな顔をさせるなんて、いったい何事だ？

　ホッと撫で下ろした胸の奥で、また心臓が嫌な音を刻む。彼が流した視線の先にある披露宴会場の扉を開けると、そこでは係長が言っていたこととは別の意味で桜井が暴れていた。

「やめてください！」

　鋭く声を張った彼女が椅子から立ち上がると、テーブルを囲むように座っていた総務部の社員が息をのむのがわかった。

「桜井。お前なんだ、その態度は！」

　椅子から立ち上がった彼女の前に、赤ら顔の部長が歩み寄る。

　どこかで見た風景だ。あぁ、そうだ。

　初めて桜井を知ったあのときのことを思い出す。

　総務部に用事があって立ち寄ったあの日、後輩社員を庇うようにした彼女の姿が鮮明に蘇る。

　自分だけ貧乏くじを引いたようなやり方をアホだなって思ったが、すぐに彼女の狙いがわかった。

　もっと上手いやり方があるはずなのに、あえてそうすることで怒りの矛先を自分に向けようとしたんだろう。そんな彼女の強さに驚かされ、間に入ろうとした足が思わず止まったんだ。

　そんなことをぼんやり思い返していたのは、ほんの数秒。

　唇を震わせた部長が、唾を飛ばすほどの勢いで桜井に言い放つ。

「しっ、仕事もできないくせに。生意気な口を利くな！」

　部長を見つめる瞳が一瞬穏やかなものになる。

　怒りの矛先が完全に自分ひとりにロックオンされてホッとした様子の桜井に向け、あの日は動かさなかった足を一歩前に踏み出した。

　すると、俺の存在に気づいた桜井の目が驚いたように丸くなり、潤んだようにも見えた。女子数名から、「きゃぁっ」と歓声が上がる中、彼女と部長の間に割って入る。

「部長。これ以上会社の評判を落とす真似は、やめた方いいですよ」

「おっ、お前。柏原か!?　なんだ、その格好は!!」

　裏返った声で指までさされ、そこかよと、思わず舌打ちをしそうになる。

　五月がよくいう『猫かぶりモード』を解除した挑発的な態度に、桜井は心配そうな目を向けてきた。

　俺と彼女がただの上司と部下という関係なら、あのときと同じように黙って見守る選択肢もありかもしれない。だけど、いまはそうじゃない。

　さらにしつこく絡んでくる部長が面倒くさくもあり、五月がうるさく言っていた噂を一掃するのもいいかと思い、さくっと返してやった。

「ありますよ、特別な感情。問題ありますか？」

「はっ……あぁ!?」

　自分で聞いたくせに、なんだよそのまぬけ面？

　さも当然のように言ってやったから、隣にいる桜井だけでなく、この場にいる人の呼吸を一瞬止めてしまったとは思うが。

　口を半開きにして俺を見つめる部長に、最後通告とばかりに言ってやった。

「桜井は仕事ができますから。そういった女性には惹かれてしまうんです。部長もそろそろ部下の資質を見抜けないと、出世に響くんじゃないですか？」

　部長の手を払いのけ桜井の手を引いて歩き出すと、しつこく追いすがる部長が俺達の前に立ちはだかる。そこへか細い女の子の声が上がった。それはついさっき桜井が庇っていた彼女で、彼女の声につられるように、他の社員からも次々と声が上がる。

　桜井を初めて知ったあの日。

　面倒なことには関わりたくないと俯いていただけの男性社員も、黙って状況を見守るだけだった女性社員も、いまは部長を挑発するように、ひらひらと手を振って会場をあとにする。

　彼らを変えたのは間違いなく桜井だ。

　一緒に仕事をするようになって、いつもつまらない雑用を面倒とも思わず進んで引き受けてくれた彼女に、プロジェクトのメンバーも心動かされた。

　ひたむきな姿勢は人の心を動かすのだと、そんなクサいセリフが頭を過る。目に見えない力を目の当たりにして、情けないことに目頭まで熱くなる。

　あぁ、俺は意外と涙もろいところがあるのだと、知らなかった自分に気づかされる。

　熱くなったまぶたに気づかれないように、絡みあう指先に力を込めた。




　そのあと、課長のナイスなヘルプもあって会場をあとにした俺たちは、スイートルームに辿り着く。

　扉を閉めるのと同時に、待ちきれないように華奢な体を後ろから抱き締めて、白いうなじに顔を埋めた。

「なに、しようとしてた？」

　余裕のない声に舌打ちをしたくなる。

　俺と係長のことを誤解した桜井が、やけになって村瀬の結婚式をぶち壊そうとしてるんじゃないかって、ほんの少し、いまの消費税くらいの確率で思ってしまった。

　早く誤解を解きたくて走って駆けつけるとか、格好悪すぎんだろっ。まさか俺に、こんな青臭いところがあるなんてな……。

　でもどんなに想いあっていても、些細なすれ違いから関係がダメになってしまうこともあると思ったから。

　桜井を失うかもしれない……。

　そんなことあるわけがないのに、そう思ったら堪らない気持ちになった。

「答えられない？」

　いつもより余裕のない焦りを自分でも感じる。

　それを隠すように、彼女の体を反転させて強引に唇を押し当てる。

　口内の奥深くまで舌を滑り込ませたら、最初は戸惑いながら俺を受け入れていた彼女も、唇から伝わる熱に固くなった体が解されていくのがわかった。

　触れあうだけで心が満たされ、こんなにも彼女を求めていた自分に驚かされる。

　まったく俺らしくもない。いつも余裕たっぷりで笑ってやるくらいがちょうどいいのに。なんだか桜井といると、知らなかった感情に気づかされてばかりだ。

　あぁ、なんて俺らしくないんだか……。

　傍から見たら俺たちの関係は、俺が主導権を握っているように見えると思うが、それは大きな間違いだ。まだ始まったばかりだというのに、彼女の一挙一動にこんなにも振り回されてしまうのだから……。

　これが惚れた弱みというやつか。

　そんな言葉は悔しいから、絶対に言ってやらないけど。

　それにしても今日はずーっと、桜井に振り回されてばかりだよな。

　だから、なんともまぁ、俺らしい意地悪を振ってみた。

「ここから先は責任取って、桜井が俺の服脱がせて？」

　少し瞳を潤ませて艶っぽく言ってみたら、それはそれはナイスな反応が返ってきた。

　口を半開きで絶句する彼女に吹き出しそうになる（よしよし。やっと調子が戻ってきた。やっぱり俺はこうでなくっちゃな）。

　さらに、「男の服脱がせたことないのかよ？」と挑発的にとどめのひと言を言ってやると、負けず嫌いな彼女はまんまと俺の罠に釣られてきた（やっぱり桜井はそうでなくっちゃな）。

「ありますよ。ありまくりですよっ」

　なんて言ってるけどな？　指がぷるぷる震えてるし。笑いを堪えるのがつらい……。

　そのあと頑張った桜井にご褒美のキスをしてから、彼女の手を引き両足の間に華奢な体を閉じ込める。

　伝えたいって思った――。

　今日だけは素直な気持ちを、なにかを動かす彼女の強さを。

　俺の言葉で伝えたいって思った。

「さっき言ってたよな、俺を変えた係長がすごいって。だけど桜井だって、それを簡単にやってる」

　彼女の胸元で緩やかに巻かれた髪を柔らかい手つきで撫でると、ただそれだけで愛おしさが増していく。

　そんな想いに気づいたように、俺を見つめる瞳が潤み始める。

「さっきの総務のみんなとか。ずっと前を向けなかった……俺だとか」

　素直な気持ちを吐き出したら、恥ずかしさに死ねるって思っていたのに、なぜだか心が満たされていくのを感じた。

　引き寄せられるように唇を重ねあわせて、角度が変わる度に甘さが増すキスに酔いしれそうになると、名残惜しげに引き離す。

　自分でもきっと驚くほどの優しい瞳で、彼女を見つめた。

「そんな顔すんな……まだ話さなきゃいけないことあるのに、抱きたくなるだろ？」

　そう、そんな泣きそうな顔をされたら、優しく抱けなくなるっていうのに、桜井は涙を堪えた瞳で俺を見つめる。

　そして俺の中に僅かに残る理性を吹き飛ばす言葉を口にした。

「幸せになりたい。そう強く願ったときになにを思い浮かべるのか。私は――柏原さんの顔しか浮かばなかった……。柏原さんが好きです」

　そう言って嬉しそうに笑う桜井に、目の奥が熱くなる。

　やっぱり俺は、ちょっと涙もろいのかもしれない……。

『好き』

　たった二文字のそれは、これまでの人生で何度も言われて、すっかり聞き慣れていたはずなのに、心底惚れた相手からだと、こんなにも胸を突かれるものだと思い知らされた。

　それから、愛おしくてたまらない彼女を優しく抱くのに、理性を総動員させた。




　そんなふうにして桜井と想いを深めあった翌日は、十二月二十四日のクリスマスイブ。

『柏原さんが好きです』

　素直な気持ちを吐き出した彼女の言葉は、一夜明けたいまも耳の奥に優しい余韻を残してくれる。

　チェックアウトの十時よりも早めにホテルをあとにした俺たちは、一度それぞれの自宅に戻り北海道行きの準備を整えてから、桜井のアパート近くの喫茶店で待ち合わせることにした。

　クリスマスの電飾がぽつぽつと飾られている商店街を足早にすり抜け、マンションに辿り着く。今日の予定変更はわかっていたから、一泊用の荷物をまとめたショルダーバッグを片手に部屋を出た。

　電車を乗り継いで、彼女に指定された喫茶店でブレンドを啜ること十分。

「柏原さん、おまたせしました」

　テーブルに影が差すのと同時に声がかかり、顔を上げたら額にうっすら汗を滲ませた桜井の顔があった。

　時間に余裕あるし、急がなくていいって言ってんのに。これは性格なんだろうな。綺麗に巻いた髪が乱れてもったいないって言ってやったところで、走る足は止められないってやつか。

　そんな真面目すぎる彼女に、不満らしい不満はない……と言いたいところだが、あるんだなこれが。

　この旅行で、それが克服できればいいんだけどな……。

　そんな小さな願いを胸に、バッグを肩に引っかけて椅子から立ち上がった。




　羽はね田だ発新しん千歳ちとせ行きの飛行機は、北の大地に定刻通りに降り立った。

　年の瀬とあって、いつもよりずっと混みあう空港のロビーで、空から舞い落ちる雪をぼんやり見つめながら思う。

　空港はその土地の匂いがするというけど、すべてのものを覆い隠すように降り続ける雪は、なんだろう？

　どんな匂いかと聞かれたらはっきり言葉にはできないが、この土地で生まれ育った血がそうさせるのか、雪が降る気配はなんとなくわかる。

「明日は積もりそうだな」

　清掃の行き届いた窓の外を見つめながらポツリ呟く。

「いまも積もってますよ？」

　隣からそんなふうに素で返された。

　その言葉にやっぱり彼女は東京の人間なのだと苦笑いを返したら、「うわぁ！」と声を上げながらスマホを手に取り、パシャパシャと写真を撮り始めた。

　彼女がカメラを向けているのは、天井にも届きそうなほどの巨大なクリスマスツリーだ。俺たちを出迎えてくれたそれに、「すごい！」と声を弾ませる。

　すぐ近くにいる小学生くらいの男の子と張りあうカメラ小僧っぷりに、「やめろ」と言ってスマホを取り上げてやったら、「すみません！　はしゃいじゃって……」と彼女は肩をすくめたが。

　そうじゃない。桜井がアホみたいにはしゃぐのなんて、想定内。これから乗る電車で辿り着く場所には、もっとすごいもんがあるから、早く見せたいって思っただけだ。

　でも、それを言ったらつまらないからな。

　黙ってスマホを返して、快速エアポートで俺の生まれ故郷である札幌に移動する。

　札幌駅の改札を出ると、それまで降り続いていた雪は止んでいて、日頃の行いの良さを思いながら、開きかけた傘を閉じた。

　すでに日が暮れていたので、札幌を代表する大通公園に移動すると、すっかり冬の風物詩として定着しつつある、イルミネーションが点灯されていた。

　北海道をイメージした動物たちのオブジェや、この季節にあわせたクリスマスツリーが、煌びやかな電球により幻想的な空間を作っている。

　ライトアップされた立木装飾に目が奪われていると、俺の予想を超える甘えた声が聞こえきた。

「ねぇ、柊司。私ぃ～お腹空いた。ご飯食べたーい」

　一瞬殺意が芽生えるほどの甘ったるい声に、じろりと振り返る。

「えっと。いまのは、私じゃぁ……」

　おずおずと答える桜井に無言で頷き、彼女の背中からはみ出たこげ茶色のピーコートを引っ張ってやった。

「あれ、ばれちゃった？」

　肩をすくめてへへっと笑いながら姿を見せたそいつは、東京で腐るほど顔を付きあわせている五月だ（いっそ、腐って消えてなくなればいいのにと思うほどだ）。

「なんで、お前がここにいんだよ？」

　イラつきを隠さず返したら、しゅんとした顔になる。

「えぇっ!?　なんか冷たぁーい。友花ちゃん、こんな男のどこがいいのぉ？」

　あぁ、本っ当。イラッとするな！（可愛くない奴が甘えるだけで、こんなにも腹が立つのか!?）

　しかも酔っぱらってんのか、こいつ。

　さすがにないだろうと思いながら、桜井に絡みつく邪魔者の肩を鷲掴みすると酒の匂いが鼻をついた。

　マジか……。まだ五時だぞ！　誰だよ、こいつに無制限に餌をやったのは!?

　はぁぁと深いため息をつきながら、煌びやかな電飾で染まる辺りを見渡す。

　アイツかよ……。

　五月に餌をやったであろう男が、ここから少し離れた場所で、知らないオヤジと話しているのが見えた。

　どこまでもお人よしのそいつは、よく知らない人間に声をかけられる。それは道を尋ねる人だったり、飲み屋で隣に座った奴だったり、彼に好意を持つ女性からだったりする。

　まぁた。絡まれてるのかよ。

　少し呆れた瞳を向けていたら、俺の視線に気づいたそいつが、目の前のオヤジに小さく頭を下げて、こちらに歩いてきた。近づく足音が俺の前で止まる。

「帰ってきてたんだ！」

　切れ長の俺とは違う、くっきりした二重まぶたは母親似だろう。

　それが柔らかく細まり、少しアヒルっぽい唇がちょうどいい高さまで引き上がる。日焼けしても赤く染まるだけで冬には戻ってしまう色白の頬に、笑うとうっすらえくぼが浮かぶ。

〝かっこかわいい〟という言葉は、こいつのために作られたんじゃないかってほど、その言葉がよく似合っている。

　ざっくりしたニット帽と同じ黒のピーコートに身を包んで現れたのは、俺の自慢の弟の柊しゅう人とだった。

「あれ。もしかして、兄貴の彼女さんですか？」

　ご丁寧にニット帽を取って、清々しい笑顔を桜井に向ける。

　違ってたら、どうすんだよ？

　思わずそんなツッコミをしたくなるが、それよりも。

　おい、そんな目で見るな。照れるだろうが。いや、俺じゃなくて。

　柊人のまっすぐな瞳に、桜井がちょっと照れたのがわかった。

　イケメンに顔を覗き込まれることぐらい慣れてるだろーに……。

　心で愚痴って、俺らしくないそれにまたイラッとする。そうしている間も、柊人は帽子で乱れた髪を手櫛で整えてから、小さく頭を下げた。

「はじめまして。柏原柊人です」

「あっ、はじめまして。桜井友花です」

「兄貴の彼女さん……で、いいんだよね？」

　いまさら気になったのか、柊人がちらりと俺に視線を流す。

「まぁな」と答えたら、勢いよく背中をドンッと突かれた。

　危ねぇな！　雪の塊に足を取られて前のめりになったろ。

　こんなことするのは、ひとりしかいない。

「なんだかエラそうだけどねー。柊司ってば、友花ちゃんにべた惚れなんだよ！　だってね、だってね！　火消しをしろって言ったら、特大花火を打ち上げてやんのっ」

　俺の背中をバシバシ叩きながら、キャンキャン騒ぐこいつを誰か止めてくれ。酔っ払いはこれだから、嫌だ。

「特大花火？　この季節に珍しいね。さすが兄貴！」

　話の流れをわかっているのか、いないのか（いや、わかってねぇな、これは）。

　でも満面の笑顔で褒められたら、悪い気はしない、が。

「おい、柊人。紙とペン」

「えっ？」

「背中にへばりついてるこいつに張り紙する。無制限に餌を与えないでくださいって。ってか、お前。あんまり酔わせるなよ。酒好きだけど、たいして強くもないんだから……」

　俺の言葉に、「ごめん」と柊人は肩をすくませる。

「五月ちゃんと飲むと、楽しいからつい」

　あぁー、そうやって柔らかく笑うから、ほらな。

　背中でピーピーうるさい奴が俺のコートをギュッと握り締める。

　五月が照れたのが背中越しでもわかった。

　惚れてるやつにそんなこと言われたら、まぁ、そうなるよな。

　柊人の天然で嘘のつけない性格は生まれつきで、二十数年経ったいまも変わらない（まったく、同じ環境で育ってどうしてこうも違うのか……）。

　だから、いまの言葉にも嘘はないんだけど。

　それはときどき奴の意に反して、面倒な誤解を生むことになる。

　こういうのが罪な男っていうんだろうな。

　そんなことをのんびり思っていたら、桜井の髪にどこから飛んできたのか木の葉のようなものがくっついていることに気づく。それをさらっとすくい取ってやると、不意なそれに彼女の肩がピクッと震える。

　恐る恐る俺を見上げる瞳に、「ほれ」と、木の葉だったそれを差し出した。

「あっ、ごみですか。ありがとうございます」

　ずいぶんホッとした顔だけど？　俺がこんな場所でなにかやるとでも思ったのかよ（まぁ。昨日は色々と、やってはしまったけどな……）。

　呆れたような眼差しを向けると、「ははっ。いいなぁーラブラブ」と柊人が声を弾ませる。そのままの笑顔で奴は、「ね？」と五月に視線を流した。

　切れ味抜群な流し目からの悩殺スマイルに、五月の頭から火が噴くのが見えた（あぁ。本当に、そこに深い意味はないんだよな。さすがに五月に同情するわ）。

　暗がりでもはっきりわかるほど顔を茹でダコにした五月は、照れくさい気持ちを隠すように振ってきた。

「そうだっ。柊司はオープン交際宣言しちゃうほど、友花ちゃんにべた惚れなんだから！　こんな奴さぁー。顎で使っていいからね」

　にひひと色気のない笑みで桜井の肩にガシッと手を回した五月の腕を乱暴に払いながら、ふんっと鼻で笑ってやる。

「五月に顎で使われる理由は一ミリもないけどな」

「ぶー」

「だから、ほっぺを膨らませて許されるのは、十代までって言ったろっ」

「むかつく！」

　いつものたわいないやり取りに、桜井と柊人からクスクスと笑い声が上がる。

　背の低い桜井より頭ひとつ高い柊人が並んでいると、それなりに絵になる。

　そんなふたりを見ていたら、なんだか胸がもやっとして、なんで俺は北海道に来てまで五月の世話係なんてやってんだよ、と馬鹿馬鹿しくなってきた。

　ふぅっと短く息をつく。冷えてきたな、とちらりと隣の桜井に視線を流すと、それまで笑っていた柊人が、「五月ちゃん」と酒臭い茹でダコを振り返った。

「さっき聞いたんだけど。あっちで新しいオブジェがライトアップされたって。行ってみよ？」

「本当？　行く行く！」

　惚れた男の誘いに乗らないわけがない。

　しっぽを振って歩き出した茹でダコに、単純すぎんだろ、と呆れた眼差しを向けていたら、彼女の隣を歩く柊人がこちらを振り返る。

『お邪魔でした』

　声には出さず唇を動かした柊人は気遣い屋なところがある。

　小さく手を振って応えると、俺の自慢の弟は、少し前を歩く五月を追いかけていった。




　ふたりがいなくなってからは、桜井とイルミネーションを存分に楽しんだ。

　煌びやかな光の世界に目を奪われる彼女を見て、やっぱり妥協しないでよかったと俺自身が満足な気持ちで満たされた。

　そのあとは予約していたレンタカーで、とある旅館に移動する。

　今年のイブは土曜日とあって、宿を予約するのも結構大変かと思ったが、そこは地元の利を生かし、それなりの旅館の一室を取ることができた。

　腹を空かせているだろう桜井と、部屋に運ばれてきたカニしゃぶを早速堪能する。

「やっぱり産地直送より、現地ですね！　甘さが全然違いますね!!」

　彼女はカニを片手に満足そうに頬を綻ばす。

「あぁ。こんな豪華クリスマスは今年だけだからな。たんと食え」

「ですよね！　よし、頑張って食べるぞ」

　今年だけって冗談で言ったのに……。

　言葉そのままに受け取るところが、ド天然な柊人と似てるよな。あぁ、そっか。さっきふたりが並んでいるときに感じた、もやっとした正体は、そういうことか。

　胸のつっかえが取れて、あぁ満足、とグラスに半分ほど残ったビールを喉に流し込む。

　テーブルに空になったグラスを置いたところで、「そういえば」と箸を置いた桜井が身を乗り出してきた。

「五月さんと柊人さんは、もしかして付きあってるんですか？」

　興味津々な瞳に、首を静かに横に振る。

「残念。五月の片想い。たぶん一生」

「一生って、確定ですか？」

　ひどいことを言うとの目を向けられ、ふぅと息を吐き出した。

「五月がいまのポジションで満足してるならな。関係を変えたいなら、もっと欲張らないとダメだろ」

「そう……ですね」

　ピシャリと言ってやったら、彼女は考え込むように口を閉ざした。

　いまのは五月にと見せかけて、桜井にも振った言葉だ。彼女も、それがわかっているんだろう。

　そう。この旅行で俺は、まだまだ遠慮がちな彼女を変えたいって思っている。

「もう腹いっぱいなら、下げてもらうけど」

「あっ、はい。ごちそうさまでした」

　電話をかけると、和服姿の女性が料理を下げてくれた。




　そのあと、男女別々の温泉に浸かって部屋に戻ると、先に帰ってきていた桜井がカーテンを少し開けて、窓の景色を眺めていた。

　俺に気づいて、「おかえりなさい」と振り返る彼女の元へ行くよりも先に、自分の旅行鞄から小さな箱を取り出した。

　銀色のリボンを解き黒い箱を開ける。浴衣姿で晒された白い首筋に、「メリークリスマス」と小さく声にしながら、箱から取り出したそれをかけてやった。

「えっ、これ。どうして……」

　大きな窓ガラス越しに映るそれに、彼女はそっと手を添え、驚いた様子で俺を振り返った。

　いま彼女の首にかけてやったネックレスは、桜井と一緒に行った銀座のアクセサリーショップで、在庫切れのために諦めたものだ。

　彼女の白い肌に、なじみの良いピンクゴールドがよく似合っている。

「別の日にもう一度行ったら、入荷されてたから」

　さらりと言ってみせたが、本当は違う。後日、他の店舗に在庫がないかも確認してもらい、さらに海外の店舗から取り寄せてもらった。

「そうだったんですね、ありがとうございます」

　店員に面倒な顔をされたし、我ながらしつこいよなとも思ったけどな。

　目の前で嬉しそうに頬を綻ばせる彼女を見て、そんなつまらない想いは全部吹き飛んだ。

「あっ、私も！　プレゼントがあるんですっ」

　桜井はそう言って、自分の鞄から茶色の紙袋を持ってきた。

　赤いリボンがついている紙袋を丁寧に開けて、「メッ……メリークリスマス」と少し照れた様子で、ざっくりした網目のグレーのマフラーをおずおずと差し出す。

　少し腰を屈めて首にかけてもらった。

「素敵です」

　満足げな顔に、ふっと表情を緩めながら顔を寄せる。

「素敵なのは、マフラーが？」

　わざと掠れた声で囁いたら、「えっと……」と桜井は恥ずかしそうに口ごもる。

　予想以上の反応に思わず吹き出しそうになって、それを隠すように彼女の肩を抱き寄せた。

「やっと、クリスマスっぽくなってきたな」

　首筋に顔を埋めながらそっと口にする。

「そうですね」

「クリスマスディナーはカニだけどな？」

「おいしかったですよ。和風クリスマスもいいですよね」

　ふふっと小さく笑った彼女の首筋から顔を上げる。

　降り積もる雪の気配だけを感じる室内で見つめあうと、引き寄せられるようにそっと唇を重ねあわせた。啄むようなキスから始まり、柔らかい弾力を味わうように優しく触れあう。

　強引にはしたくない。ゆっくり高みに昇りながら優しく抱いてやりたい。

　左手で華奢な腰を引き寄せ、右手を柔らかい髪に差し入れて頭ごと引き寄せる。僅かな隙間を埋めるように抱きあって、角度を変える度に愛しさが積もるようなキスを重ねていくと、体を預けてきた桜井の膝からふっと力が抜けるのがわかった。

　それが合図となって、「場所変える？」と唇を軽く触れあわせながら甘く囁くと、小さく頷き返した彼女の肩を抱きながら、襖ひとつ隔てた寝室に移動した。

　温泉に浸かっている間に用意された布団の上に、緊張で強張った体を優しく押し倒すと、浴衣がはだけて白い太ももが露わになる。

　昨日、何度か攻めさせてもらった彼女の弱点である足の小指が目に入るが。

　今日はやめておくか。さすがに二連チャンはきついだろう……。

　俺の中の血が騒ぐが、あんまり意地悪が過ぎると、明日動けなくなりそうだしな。

　優しい気遣いを心で呟き、彼女の首筋に唇を這わせる。

　もう何度も体を重ねているのに、まだ緊張で強張っている体ごと解すように、柔らかい手つきで甘い刺激を落としていくと、堪えきれない吐息が桜井から漏れた。

　控え目だけど俺の鼓膜を一瞬で痺れさせるそれに、彼女は閉じていた目をカッと開く。上から組み敷く俺と目があうと、スッと顔を横に逸らした。

「あっ、あの。あのふたり！　五月さんと柊人さんは、まだ大通公園ですかね？」

　いきなりなんだよ？

　声を聞かれて恥ずかしいんだろうけど、わざとらしい振りに、甘い余韻が一瞬でその姿を消す。

　次に湧き上がってきたのは、ついさっき感じたもやっとしたもの。眉間に皺が寄るのが自分でもわかる。

「さっきから挑発してんの？」

　不機嫌な声を出すと、桜井はきょとんと首を傾げるから、またイラッとした。

　なんで、彼氏の俺は柏原さんで、今日会ったばかりのアイツは柊人さんなわけ？

　一瞬で相手の懐に入るのは、アイツの得意技なんだけど。

　やっぱり、ちょっともやっとするよな……って。なんだよ、そういうことかよ。

　ついさっき納得した答えが、間違っていたことに気づく。

　独占欲。嫉妬。

　そんなみっともない感情が、まさか俺にあるだなんて……。

　昨日に引き続き、新たな格好悪い自分に気づかされ、舌打ちをしたくなる。それとは別に恋人という関係なのに、ご丁寧に敬語まで使う桜井に言っておきたかった。

　いつまでも遠慮するような間柄ではいたくないことを。

　だから手始めに名前からって、この旅行で克服できたらいいと思っていた。

　嫉妬とかみっともない感情も俺らしくないけど。まぁ、俺も人の子ってことだろ。そうだしな、実際。

　でも、格好悪い自分を素直に曝け出すわけにはいかず、「いつまで俺は、柏原さんなわけ？」と開き直ってやったら、へんてこな答えが返ってきた。

「えっと。それは、なんだか恐れ多くて、雲の上の人みたいですし……」

「人をどこかの仙人みたいに言うな」

「そうですよね。でも、やっぱりちょっと慣れないっていうか……」

　ぶつぶつ言い訳をし出す彼女を見ていたら、ついさっき沈めてやった、俺らしい俺がその姿を現した。

「まあ、いいや。でも、これから俺のこと苗字で呼んだら、罰として俺のいいなりになれ。敬語もなしな」

「えぇっ！」

「はい、スタート！」

　唇の端をわざと吊り上げる意地悪な笑みで、俺の下で固まる桜井の腕を掴んで体を起こしてやる。

　布団の上に正座した彼女は狙い通りの答えを返してきた。

「そんな！　いきなり無理ですよ、柏原さん!!」

　ハッと息をのみ、「しまった！」と言うように口を手で覆うが、もう遅い（しかし、こうも単純だと張りあいがなさすぎるな……）。

　ニヤリと極上の黒い笑みで、ピシッと石のように固まった彼女の肩を引き寄せ、耳たぶにふわっと吐息を吹きつける。

「まず最初は、俺がされたら喜ぶことしてみろよ？」

　挑発的な囁きに、桜井がごくっと息をのむのがわかった。

　待つこと数秒。なにかを考えるように、敷布団をじっと見つめた彼女が、不意に俺を振り返る。覚悟を決めたような眼差しにドキッと心臓が跳ね上がると、白くて細い指先がそっと俺の頭に触れて、それはゆっくり左右に動いた。

　赤ちゃんがされて喜ぶ『いいこ、いいこ』にガクッとくる。

　まさか大胆なことを――なんて、一瞬でも思ってしまった自分を呪いたい……。

「なめてんのか？」

　期待外れのそれに、じろりと睨み返す。

「すっ、すみません！」

　すると今度は、彼女の目線がスッと下に向き、きゅっと右手が強く掴まれた。

　まったく嬉しくない、こともないけど、微妙……。

「やっぱり、なめてるだろ？」

「まったくもって、そんなことはっ」

　顔の前で慌てたように手をかざす桜井に、そろそろ許してやるか、と息をつきながら、額にかかった前髪をかきあげると、不意に唇が柔らかい感触にふさがれた。

　不意打ちすぎるキスに、目を閉じるのが一瞬遅れる。

　何度か彼女にしてやったそれは、自分がされるとものすごい威力があるのだと驚いた。

　軽く触れただけですぐに離れると思った唇は一度触れると離れがたいのか、柔らかく啄むことをやめない。

　長いまつげを伏せながら必死に求められると、抑えつけていた欲望が暴走してしまいそうになり、柔らかい唇を甘噛みしてから長いキスを終えた。

　唇が離れると、とんでもないことをしてしまった、というように彼女の頬と耳が一瞬で赤く染まる。

　恥ずかしそうに視線を逸らされる前に、頭ごと優しく引き寄せた。

「頑張った桜井にご褒美やるけど、なにがいい？」

　耳元でそっと囁くと、「えっ、そんないいですよ」と激しく首を横に振るから、背中に腕を回してから、優しく体を組み敷く。

　俺を見上げる熱っぽい瞳に、長く触れあったばかりなのに、またすぐにでも唇を奪いたい衝動に駆られる。

　でも、まだダメだ。これをちゃんと言っておかないと。

　いつも周りを気遣って、控え目で、欲のない彼女に、どう言葉を紡げば伝わるのだろう。

　昨日からずっと考えているが、上手い言葉が見つからない。

　いくら考えてもわかりそうにないから、俺らしくストレートに伝えることにした。

「昨日も言ったろ。もっと図々しく欲張っていいって。そうしたら、きっと世界が広がる。仕事のことでも、俺との関係も……」

　俺の言葉に桜井の瞳が柔らかく細まり、目尻に透明なものが少し滲んだ気がした。

　やっぱり、俺と似てるよ。桜井は。

　涙もろかった自分を認めるのは少し悔しいが、彼女と似てるというのなら、それもありかもと思った。

　組み敷く彼女に顔を寄せ、唇を重ねあわせる。

　口内に舌を滑り込ませて絡みあうキスを繰り返しながら、柔らかい手つきで胸の膨らみを揉み解していく。

　彼女の唇から零れる吐息に甘さが増すと、ゆるりと解いた腰帯を布団の脇へ投げ捨て、浮き上がる鎖骨に唇を押し当てた。

　唇と指先から伝わる甘い刺激に、彼女の体が小刻みに震え出す。だから、壊れ物を扱うように優しく触れて、甘い吐息を懸命に抑えようとしたら、執拗に攻め立てる。

　そうやってゆっくり時間をかけて俺を受け入れる態勢を整えてやると、華奢な体が徐々に満たされて昇り詰めていくのがわかった。

　甘い吐息を漏らした唇に、もう何度目かの優しいキスを落とす。

　唇を触れあわせながら、「友花」と呼びかけると、「柊司」と少し照れくさそうな声が重なる。

　心が満たされる囁きが合図となって体を起こすと、窓から差し込む月の光と外の雪景色が反射して、組み敷く白い素肌を明るく照らした。

　綺麗だ……。

　俺らしくない素直な想いが漏れそうになる。

　まったく。昨日から、いや友花と付きあうようになってから、調子がくるいっぱなしだ。

　心で愚痴りながら組み敷く彼女にゆっくり体を沈めると、体の芯から伝わる快感に意識がさらわれていった。




　ほんのり汗ばむほど激しく腰を打ちつけたあとも、離れがたいと思ってしまう。

　布団の中で軽いキスをしながら抱きあっていたら、彼女から寝息が聞こえてきた。

　このまま寝たら風邪ひくよな。少し寝かせてから起こしてやるか……。

　彼女の体を抱き寄せると、ふとテレビで誰かが言っていた言葉を思い出した。

『愛の言葉なんてね、何度も重ねたら安っぽいし。価値がなくなるもんですよ』

　俺もそうだと思っていた。でもいまは、それが違うとはっきりわかる。

　そんなことを言う奴は、まだ心から愛する人に出会えてないからだと教えてやりたい。

　言葉なんてものは、音もなく降り積もる雪のように、重ねたら重ねるだけその想いは深まっていくのだから――。

『愛してる。結婚しよう』

　そんな素直な想いを、永遠の愛を誓いあう言葉を、いつか彼女に伝える日がくるのだろうか？

　まだ付きあい始めだというのに、なんて気が早い、と自分でも呆れてしまう。

　でも想像してみたら、そんなに遠くない気がした。

　俺の言葉に、彼女はなんて答えるだろう？

　静かにまつげを伏せながら想像してみる。

『はい……』

　さっきみたいな泣き笑いの彼女と笑いあう、自分の姿が見えた。





【完結】












あとがき




　はじめまして、逢おう咲さかみさきです。

　この度は『素顔のキスは残業後に』のあとがきまでお付き合いくださり、ありがとうございます。




「幸せになりたい。そう強く願ったとき、あなたはなにを思い浮かべますか？」




　作品のテーマともいえるセリフが頭に浮かんだとき、この作品が誕生しました。

　幸せとはなんだろう？　形のないそれをどうすれば手に入れることができるのだろう？

　友花のように与えられることばかりを望んでないだろうか？　由梨のようにつまらない意地から大切なことを見失ってないだろうか？

　自分にも言い聞かせる意味で書き上げました。




　普段はオフィスラブを中心とした大人恋愛を執筆していますが、この作品では自分自身働きながら感じていたことを個性の強いキャラクターや、職場でありそうな『オフィスラブあるある』（登場人物やエピソードは、もちろんすべてフィクションです）を交えてお届けしてみましたが、いかがでしたでしょうか（笑）？

　思わずくすっと笑ってくださったり、「あるある！　いるいる、こんな人!!」と少しでも共感していただけるところがあったなら、とても嬉しく思います。




　最後になりますが、今回担当してくださった渡辺様、相川様。編集部、販売部の皆様。私の想像よりもずっと素敵なふたりをカバーイラストに描いてくださった竹中様。その他、書籍化にあたりご尽力いただいたすべての皆様、心より感謝申し上げます。

　そして連載中は日々の更新を追ってくださる方の存在がとても励みになり、作品を完結することができました。

　日頃から支えてくださる読者の皆様。この作品をお手に取ってくださった皆様。

　本当にありがとうございました。





逢咲みさき









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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